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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信のための、ユーザ機器（ＵＥ）における方法であって、
　共有される免許不要スペクトラム中の複数の物理キャリアを、前記複数の物理キャリア
のうちの少なくとも１つの物理キャリアを動的にスケジューリングするために使用される
制御情報のために、監視することと、
　前記複数の物理キャリアのうちの１つの物理キャリアを通じて、フレームのための制御
フォーマットインジケータ値を受信することと、
　前記制御フォーマットインジケータ値に基づいて、前記複数の物理キャリアのうちの前
記少なくとも１つの物理キャリアを通じたダウンリンク送信のために基地局によって使用
されるべき前記フレームのサブフレームの数を決定することと、
　を備え、
　前記制御フォーマットインジケータ値は、送信の終わり、送信のために使用されるべき
前記フレームのサブフレームの数、および送信のための最後のサブフレーム、のうちの少
なくとも１つを示す、方法。
【請求項２】
　前記制御フォーマットインジケータ値に基づいて、前記ＵＥによる確認応答（ＡＣＫ）
／否定確認応答（ＮＡＣＫ）送信をスケジューリングすることをさらに備える、請求項１
に記載の方法。
【請求項３】
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　前記制御フォーマットインジケータ値は、前記フレームの最初のサブフレームの間に受
信される、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記制御フォーマットインジケータ値は、前記フレームの前記最初のサブフレームの最
初のシンボルの間に受信される、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記制御フォーマットインジケータ値は、前記フレームの最後のサブフレームの間に受
信される、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記制御フォーマットインジケータ値は、前記フレームの前記最後のサブフレームの最
後のシンボルの間に受信される、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記制御フォーマットインジケータ値のビット幅は、前記フレームの構造に基づく、請
求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記制御フォーマットインジケータ値は、さらに、データが前記フレームの間に送信さ
れるべきかどうかを示す、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記制御フォーマットインジケータ値は、チャネル使用パイロット信号（ＣＵＰＳ）、
チャネル使用ビーコン信号（ＣＵＢＳ）、セル固有参照信号（ＣＲＳ）、増強ＣＲＳ（ｅ
ＣＲＳ）、送信フォーマットインジケータチャネル（ＴＦＩＣＨ）、増強ＴＦＩＣＨ（ｅ
ＴＦＩＣＨ）、物理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）、および増
強ＰＣＦＩＣＨ（ＥＰＣＦＩＣＨ）の少なくとも１つの一部として受信される、請求項１
に記載の方法。
【請求項１０】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサに結合されたメモリと、を備え、前記プロセッサは、
　　共有される免許不要スペクトラム中の複数の物理キャリアを、前記複数の物理キャリ
アのうちの少なくとも１つの物理キャリアを動的にスケジューリングするために使用され
る制御情報のために、監視し、
　　前記複数の物理キャリアのうちの１つの物理キャリアを通じて、フレームのための制
御フォーマットインジケータ値を受信し、
　　前記制御フォーマットインジケータ値に基づいて、前記複数の物理キャリアのうちの
前記少なくとも１つの物理キャリアを通じたダウンリンク送信のために基地局によって使
用されるべき前記フレームのサブフレームの数を決定する
　ように構成され、
　前記制御フォーマットインジケータ値は、送信の終わり、送信のために使用されるべき
前記フレームのサブフレームの数、および送信のための最後のサブフレーム、のうちの少
なくとも１つを示す、装置。
【請求項１１】
　前記プロセッサは、さらに、
　前記制御フォーマットインジケータ値に基づいて、前記装置による確認応答（ＡＣＫ）
／否定確認応答（ＮＡＣＫ）送信をスケジューリングするように構成される、請求項１０
に記載の装置。
【請求項１２】
　前記制御フォーマットインジケータ値は、前記フレームの最初のサブフレームの間に受
信される、請求項１０に記載の装置。
【請求項１３】
　前記制御フォーマットインジケータ値は、前記フレームの最後のサブフレームの間に受
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信される、請求項１０に記載の装置。
【請求項１４】
　前記制御フォーマットインジケータ値は、前記フレームの前記最後のサブフレームの最
後のシンボルの間に受信される、請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　コンピュータによって実行されたとき、請求項１乃至９のうちのいずれかに記載の方法
を実行するための命令を備える、コンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【優先権の主張】
【０００１】
　関連出願の相互参照
　本特許出願は、各々が本出願の譲受人に譲渡された、２０１４年９月２４日に出願され
た「ＤＯＷＮＬＩＮＫ　ＣＯＮＴＲＯＬ　ＦＯＲＭＡＴ　ＩＮＤＩＣＡＴＯＲ」という表
題のＣｈｅｎらによる米国特許出願第１４／４９４，９５６号、および２０１３年１０月
１４日に出願された「ＤＯＷＮＬＩＮＫ　ＣＯＮＴＲＯＬ　ＭＡＮＡＧＥＭＥＮＴ　ＩＮ
　ＬＴＥ（登録商標）－Ｕ」という表題のＣｈｅｎらによる米国仮特許出願第６１／８９
０，５５４号の優先権を主張し、これらの各々が本出願の譲受人に譲渡される。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]ワイヤレス通信ネットワークは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージン
グ、ブロードキャストなどの様々な通信サービスを提供するために広く展開されている。
これらのワイヤレスネットワークは、利用可能なネットワークリソースを共有することに
よって複数のユーザをサポートすることが可能な多元接続ネットワークであり得る。
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信ネットワークは、いくつかのアクセスポイントを含み得る。セル
ラーネットワークのアクセスポイントは、ＮｏｄｅＢ（ＮＢ）またはｅｖｏｌｖｅｄ　Ｎ
ｏｄｅＢ（ｅＮＢ）のようないくつかの基地局を含み得る。ワイヤレスローカルエリアネ
ットワーク（ＷＬＡＮ）のアクセスポイントは、ＷｉＦｉ（登録商標）ノードのようない
くつかのＷＬＡＮアクセスポイントを含み得る。各アクセスポイントは、いくつかのユー
ザ機器（ＵＥ）の通信をサポートすることができ、しばしば同時に複数のＵＥと通信する
ことができる。同様に、各ＵＥは、いくつかのアクセスポイントと通信することができ、
時々、複数のアクセスポイントおよび／または異なるアクセス技術を使用するアクセスポ
イントと通信することができる。アクセスポイントは、ダウンリンクおよびアップリンク
を介してＵＥと通信することができる。ダウンリンク（または順方向リンク）とは、アク
セスポイントからＵＥへの通信リンクを指し、アップリンク（または逆方向リンク）とは
、ＵＥからアクセスポイントへの通信リンクを指す。
【０００４】
　[0004]セルラーネットワークがより混雑するようになるにつれて、事業者は容量を増大
させるための方法に注目し始めている。１つの手法は、セルラーネットワークのトラフィ
ックおよび／またはシグナリングの一部をオフロードするためにＷＬＡＮを使用すること
を含み得る。免許（licensed）スペクトラムにおいて動作するセルラーネットワークとは
異なり、ＷｉＦｉネットワークは、一般に、免許不要（unlicensed）スペクトラムにおい
て動作するので、ＷＬＡＮ（またはＷｉＦｉネットワーク）は、魅力的である。
【０００５】
　[0005]異なるプロトコル（たとえば、セルラープロトコルおよびＷＬＡＮプロトコル）
を使用して通信するデバイスがスペクトラムを共有するとき、どのデバイスが共有スペク
トラムの異なる送信期間において送信することが可能かを決定するために、コンテンショ
ンベースのプロトコルが使用され得る。
【発明の概要】
【０００６】
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　[0006]説明される特徴は全般に、ワイヤレス通信のための１つまたは複数の改善された
方法、装置、システム、および／またはデバイスに関する。より具体的には、説明される
特徴は、物理キャリアが共有スペクトラムにおいてクロススケジューリングすることが可
能であるときに制御情報を送信するための改善された技法に関する。フレームなどのため
に、制御フォーマットインジケータ値が送信／受信され得る。送信の受信者は、ダウンリ
ンク送信のために使用されるべきサブフレームの数を決定するために、制御フォーマット
インジケータ値を使用し得る。このようにして、送信の受信者は、スケジューリングされ
た送信をどれだけ長く聴取する（listen）かを知ることができる。加えて、受信者は、制
御フォーマットインジケータ値に基づいて、ユーザ機器のスリープスケジュールを決定し
、または確認応答／否定確認送信をスケジューリングすることができる。
【０００７】
　[0007]例示的な実施形態の第１のセットによれば、ワイヤレス通信のための方法が説明
される。一構成では、フレームのための制御フォーマットインジケータ値が受信され得る
。フレームのための制御フォーマットインジケータ値は、共有スペクトラム中の物理キャ
リアを通じて受信され得る。方法はさらに、物理キャリアを通じたダウンリンク送信のた
めに基地局によって使用されるべきフレームのサブフレームの数を決定することを含み得
る。いくつかの場合、サブフレームの数を決定することは、制御フォーマットインジケー
タ値に基づき得る。
【０００８】
　[0008]いくつかの例では、フレームのためのユーザ機器（ＵＥ）のスリープスケジュー
ルが決定され得る。スリープスケジュールは、制御フォーマットインジケータ値に基づい
て決定され得る。
【０００９】
　[0009]いくつかの例では、ユーザ機器（ＵＥ）による確認応答（ＡＣＫ）／否定確認応
答（ＮＡＣＫ）送信がスケジューリングされ得る。ＡＣＫ／ＮＡＣＫ送信は、制御フォー
マットインジケータ値に基づいてスケジューリングされ得る。加えて、または代替的に、
制御フォーマットインジケータ値は、フレームの最初のサブフレームの間に受信される。
いくつかの場合、制御フォーマットインジケータ値は、フレームの最初のサブフレームの
最初のシンボルの間に受信される。
【００１０】
　[0010]いくつかの例では、制御フォーマットインジケータ値は、前のフレームの最後の
サブフレームの間に受信される。制御フォーマットインジケータ値は、フレームのサブフ
レームの最初のシンボルの間に受信され得る。いくつかの場合、制御フォーマットインジ
ケータ値のビット幅は、フレームの構造に基づき得る。制御フォーマットインジケータ値
は、送信の終わり、データがフレームの間に送信されるべきかどうか、送信のために使用
されるべきフレームのサブフレームの数、および送信のための最後のサブフレームの、少
なくとも１つを示し得る。いくつかの場合、制御フォーマットインジケータ値は、チャネ
ル使用パイロット信号（ＣＵＰＳ：Channel Usage Pilot Signal）、チャネル使用ビーコ
ン信号（ＣＵＢＳ:Channel Usage beacon Signal）、セル固有参照信号（ＣＲＳ:cell-sp
ecific reference signal）、増強ＣＲＳ（ｅＣＲＳ：enhanced CRS）、送信フォーマッ
トインジケータチャネル（ＴＦＩＣＨ:transmission format indicator channel）、増強
ＴＦＩＣＨ（ｅＴＦＩＣＨ：enhanced TFICH）、物理制御フォーマットインジケータチャ
ネル（ＰＣＦＩＣＨ: physical control format indicator channel）、および増強ＰＣ
ＦＩＣＨ（ＥＰＣＦＩＣＨ）の少なくとも１つの一部として受信され得る。
【００１１】
　[0011]例示的な実施形態の第２のセットによれば、ワイヤレス通信のための装置は、プ
ロセッサと、プロセッサに結合されたメモリとを含み得る。プロセッサは、共有スペクト
ラム中の物理キャリアを通じて、フレームのための制御フォーマットインジケータ値を受
信し、制御フォーマットインジケータ値に基づいて、物理キャリアを通じたダウンリンク
送信のために基地局によって使用されるべきフレームのサブフレームの数を決定するよう
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に構成され得る。プロセッサはさらに、例示的な実施形態の第１のセットの方法の１つま
たは複数の態様を実行するように構成され得る。
【００１２】
　[0012]例示的な実施形態の第３のセットによれば、ワイヤレス通信のための方法は、共
有スペクトラム中の物理キャリアを通じたダウンリンク送信のために基地局によって使用
されるべきフレームのサブフレームの数を決定することと、物理キャリアを通じて、フレ
ームのサブフレームの決定された数に基づいて、フレームのための制御フォーマットイン
ジケータ値を送信することとを含み得る。
【００１３】
　[0013]いくつかの例では、確認応答（ＡＣＫ）／否定確認応答（ＮＡＣＫ）送信が、制
御フォーマットインジケータ値に基づいてユーザ機器（ＵＥ）によって受信され得る。制
御フォーマットインジケータ値は、フレームの最初のサブフレームの間に送信され得る。
いくつかの場合、制御フォーマットインジケータ値は、フレームの最初のサブフレームの
最初のシンボルの間に送信される。制御フォーマットインジケータ値は、前のフレームの
最後のサブフレームの間に送信され得る。いくつかの例では、制御フォーマットインジケ
ータ値は、フレームの１つのサブフレームの最初のシンボルの間に送信され得る。
【００１４】
　[0014]いくつかの例では、制御フォーマットインジケータ値のビット幅は、フレームの
構造に基づき得る。制御フォーマットインジケータ値は、送信の終わり、データがフレー
ムの間に送信されるべきかどうか、送信のために使用されるべきフレームのサブフレーム
の数、および送信のための最後のサブフレームの、少なくとも１つを示し得る。いくつか
の場合、制御フォーマットインジケータ値は、チャネル使用パイロット信号（ＣＵＰＳ）
、チャネル使用ビーコン信号（ＣＵＢＳ）、セル固有参照信号（ＣＲＳ）、増強ＣＲＳ（
ｅＣＲＳ）、送信フォーマットインジケータチャネル（ＴＦＩＣＨ）、増強ＴＦＩＣＨ（
ｅＴＦＩＣＨ）、物理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）、および
増強ＰＣＦＩＣＨ（ＥＰＣＦＩＣＨ）の少なくとも１つの一部として送信され得る。
【００１５】
　[0015]例示的な実施形態の第４のセットによれば、ワイヤレス通信のための装置は、プ
ロセッサと、プロセッサに結合されたメモリとを含み得る。プロセッサは、共有スペクト
ラム中の物理キャリアを通じたダウンリンク送信のために基地局によって使用されるべき
フレームのサブフレームの数を決定し、物理キャリアを通じて、フレームのサブフレーム
の決定された数に基づいて、フレームのための制御フォーマットインジケータ値を送信す
るように構成され得る。いくつかの例では、プロセッサはさらに、例示的な実施形態の第
３のセットの方法の１つまたは複数の態様を実装するように構成され得る。
【００１６】
　[0016]説明される方法および装置の適用可能性のさらなる範囲が、以下の発明を実施す
るための形態、特許請求の範囲、および図面から明らかになろう。発明を実施するための
形態の趣旨および範囲内の様々な変更および改変が当業者には明らかになるので、発明を
実施するための形態および特定の例は、例示として与えられるにすぎない。
【００１７】
　[0017]以下の図面を参照することにより、本発明の性質および利点のさらなる理解が得
られ得る。添付の図において、同様のコンポーネントまたは特徴は同じ参照ラベルを有し
得る。さらに、同じタイプの様々なコンポーネントは、参照ラベルの後に、ダッシュと、
それらの同様のコンポーネントを区別する第２のラベルとを続けることによって区別され
得る。本明細書で第１の参照ラベルだけが使用される場合、説明は、第２の参照ラベルに
かかわらず、同一の第１の参照ラベルを有する同様のコンポーネントのいずれにも適用可
能である。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システムの図。
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【図２Ａ】本開示の様々な態様による、免許不要スペクトラムにおいてｌｏｎｇ　ｔｅｒ
ｍ　ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ（ＬＴＥ）を使用するための展開シナリオの例を示す図。
【図２Ｂ】本開示の様々な態様による、免許不要スペクトラムまたは共有スペクトラムを
通じたワイヤレス通信のためのスタンドアロンモードの例を示すワイヤレス通信システム
を示す。
【図３】本開示の様々な態様による、免許不要スペクトラムにおけるセルラーダウンリン
クのための免許不要フレーム／間隔の例を示す図。
【図４Ａ】本開示の様々な態様による、免許不要スペクトラムにおけるセルラーダウンリ
ンクとセルラーアップリンクの両方によって使用可能な周期的なゲーティング間隔の例を
示す図。
【図４Ｂ】本開示の様々な態様による、ＬＢのようなコンテンションベースのプロトコル
がどのようにＳ’サブフレーム内で実装され得るかの例を示す図。
【図５】本開示の様々な態様による、共有スペクトラムの周期的なゲーティング間隔内で
のクロスキャリアスケジューリングの例を示す図。
【図６Ａ】本開示の様々な態様による、第１の物理キャリアおよび第２の物理キャリアが
第１の物理キャリアのためのダウンリンク制御送信について監視され得る第１の例を示す
図。
【図６Ｂ】本開示の様々な態様による、第１の物理キャリアおよび第２の物理キャリアが
第１の物理キャリアのためのダウンリンク制御送信について監視され得る第２の例を示す
図。
【図７】本開示の様々な態様による、第１のグループおよび第２のグループにグループ化
される物理キャリアの例を示す図。
【図８】本開示の様々な態様による、第１の物理キャリアおよび第２の物理キャリアが第
１の物理キャリアのためのダウンリンク制御送信について監視され得る別の例を示す図。
【図９Ａ】本開示の様々な態様による、重複しない共通探索空間（ＣＳＳ：common searc
h space）およびＵＥ固有探索空間（ＵＳＳ：UE-specific search space）の例を示す図
。
【図９Ｂ】本開示の様々な態様による、完全に重複する共通探索空間（ＣＳＳ）およびＵ
Ｅ固有探索空間（ＵＳＳ）の例を示す図。
【図１０】本開示の様々な態様による、ＣＣＡ成功の指示の例示的なブロードキャストを
示す図。
【図１１】本開示の様々な態様による、それぞれの周期的なゲーティング間隔の間の制御
フォーマットインジケータ値の例示的な送信を示す図。
【図１２Ａ】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための装置の
ブロック図。
【図１２Ｂ】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための装置の
ブロック図。
【図１３Ａ】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するためのダウン
リンク制御管理モジュールのブロック図。
【図１３Ｂ】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するためのＣＣＡ
成功指示管理モジュールのブロック図。
【図１３Ｃ】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための占有帯
域幅管理モジュールのブロック図。
【図１３Ｄ】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための制御フ
ォーマットインジケータ値管理モジュールのブロック図。
【図１４】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のために構成されるＵＥを示すブ
ロック図。
【図１５】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のために構成されるｅＮＢを示す
ブロック図。
【図１６】本開示の様々な態様による、ｅＮＢとＵＥとを含むように示される多入力多出
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力（ＭＩＭＯ）通信システムのブロック図。
【図１７】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の例を示すフローチ
ャート。
【図１８】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の例を示すフローチ
ャート。
【図１９】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の例を示すフローチ
ャート。
【図２０】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の例を示すフローチ
ャート。
【図２１】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の例を示すフローチ
ャート。
【図２２】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の例を示すフローチ
ャート。
【図２３】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の例を示すフローチ
ャート。
【図２４】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の例を示すフローチ
ャート。
【図２５】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の例を示すフローチ
ャート。
【図２６】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の例を示すフローチ
ャート。
【図２７】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の例を示すフローチ
ャート。
【図２８】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の例を示すフローチ
ャート。
【図２９】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の例を示すフローチ
ャート。
【図３０】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の例を示すフローチ
ャート。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　[0055]共有スペクトラム中の複数の物理キャリアへのアクセス権をめぐって送信デバイ
スが争う、方法、装置、システム、およびデバイスが説明される。複数の物理キャリアの
すべてへのアクセス権が保証されるとは限らないことがあるので、物理キャリアがクロス
スケジューリングされるときに問題が発生することがある。たとえば、第１の物理キャリ
アが第２の物理キャリアとクロススケジューリングされ、送信デバイスが第１の物理キャ
リアへのアクセス権を得ることは可能であるが第２の物理キャリアへのアクセス権を得る
ことが可能ではないとき、受信デバイスは、第１の物理キャリアを介した送信を利用する
ために必要な制御情報を受信することができない。したがって、第２の物理キャリアへの
アクセス権を得ることなく第１の物理キャリアを予約することは、リソースを無駄にする
ことがあり、および／または送信を遅らせることがある。
【００２０】
　[0056]いくつかの場合、本明細書で説明される方法、装置、システム、およびデバイス
は、共有される免許不要スペクトラム（たとえば、通常はＷｉＦｉ通信のために使用され
るＷＬＡＮ帯域）を使用するためのより多くの機会を、セルラーネットワークの事業者（
オペレータ（たとえば、Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ（ＬＴＥ）またはＬＴ
Ｅ－Ａｄｖａｎｃｅｄ（ＬＴＥ－Ａ）通信ネットワークの事業者）に提供することができ
る。
【００２１】
　[0057]本明細書で説明される技法は、ＬＴＥに限定されず、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤ
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ＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ－ＦＤＭＡ、および他のシステムなどの様々なワイヤレス通信シ
ステムにも使用され得る。「システム」および「ネットワーク」という用語はしばしば互
換的に使用される。ＣＤＭＡシステムは、ＣＤＭＡ２０００、Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅ
ｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ（ＵＴＲＡ）などの無線技術を実装する
ことができる。ｃｄｍａ２０００は、ＩＳ－２０００規格、ＩＳ－９５規格、およびＩＳ
－８５６規格をカバーする。ＩＳ－２０００　Ｒｅｌｅａｓｅ　０およびＡは、通常、Ｃ
ＤＭＡ２０００　１Ｘ、１Ｘなどと呼ばれる。ＩＳ－８５６（ＴＩＡ－８５６）は、通常
、ＣＤＭＡ２０００　１ｘＥＶ－ＤＯ、Ｈｉｇｈ　Ｒａｔｅ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ（
ＨＲＰＤ）などと呼ばれる。ＵＴＲＡは、Ｗｉｄｅｂａｎｄ　ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登
録商標））とＣＤＭＡの他の変形形態とを含む。ＴＤＭＡシステムは、Ｇｌｏｂａｌ　Ｓ
ｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ（ＧＳＭ（登録商標）
）などの無線技術を実装することができる。ＯＦＤＭＡシステムは、Ｕｌｔｒａ　Ｍｏｂ
ｉｌｅ　Ｂｒｏａｄｂａｎｄ（ＵＭＢ）、Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、
ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ
（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭなどの無線技術を実装す
ることができる。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　
Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍ（ＵＭＴＳ）の一部である。ＬＴＥ
およびＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ（ＬＴＥ－Ａ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳの
新しいリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａおよび
ＧＳＭは、「第３世代パートナーシッププロジェクト」（３ＧＰＰ（登録商標））と称す
る団体の文書に記載されている。ＣＤＭＡ２０００およびＵＭＢは、「第３世代パートナ
ーシッププロジェクト２」（３ＧＰＰ２）と称する団体の文書に記載されている。本明細
書で説明される技法は、上で言及されたシステムおよび無線技術、ならびに他のシステム
および無線技術に使用され得る。しかしながら、以下の説明は、例としてＬＴＥシステム
を説明し、以下の説明の大部分においてＬＴＥ用語が使用されるが、本技法はＬＴＥ適用
例以外に適用可能である。
【００２２】
　[0058]以下の説明は、例を与えるものであり、特許請求の範囲に記載された範囲、適用
可能性、または構成を限定するものではない。本開示の趣旨および範囲から逸脱すること
なく、説明される要素の機能および構成において変更が行われ得る。様々な実施形態は、
必要に応じて様々な手順またはコンポーネントを省略し、置換し、または追加することが
できる。たとえば、説明される方法は、説明される順序とは異なる順序で実行されてよく
、様々なステップが追加され、省略され、または組み合わせられてよい。また、いくつか
の実施形態に関して説明される特徴が、他の実施形態において組み合わせられてもよい。
【００２３】
　[0059]図１は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システム１００の図を示す
。ワイヤレス通信システム１００は、複数のアクセスポイント（たとえば、基地局、ｅＮ
Ｂ、またはＷＬＡＮアクセスポイント）１０５と、ある数のユーザ機器（ＵＥ）１１５と
、コアネットワーク１３０とを含む。アクセスポイント１０５のいくつかは、様々な実施
形態ではコアネットワーク１３０またはいくつかのアクセスポイント１０５（たとえば、
基地局またはｅＮＢ）の一部であり得る、基地局コントローラ（図示せず）の制御下でＵ
Ｅ１１５と通信することができる。アクセスポイント１０５のいくつかは、バックホール
１３２を通じて、コアネットワーク１３０と制御情報および／またはユーザデータを通信
することができる。いくつかの実施形態では、アクセスポイント１０５のいくつかは、有
線またはワイヤレス通信リンクであり得るバックホールリンク１３４を通じて、互いに直
接または間接的に通信することができる。ワイヤレス通信システム１００は、複数のキャ
リア（様々な周波数の波形信号）上での動作をサポートすることができる。マルチキャリ
ア送信機は、変調された信号を複数のキャリア上で同時に送信することができる。たとえ
ば、各通信リンク１２５は、様々な無線技術に従って変調されたマルチキャリア信号であ
り得る。各々の変調された信号は、異なるキャリア上で送られることがあり、制御情報（
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たとえば、参照信号、制御チャネルなど）、オーバーヘッド情報、データなどを搬送する
ことができる。
【００２４】
　[0060]アクセスポイント１０５は、１つまたは複数のアクセスポイントアンテナを介し
てＵＥ１１５とワイヤレスに通信することができる。アクセスポイント１０５の各々は、
通信カバレッジをそれぞれのカバレッジエリア１１０に与え得る。いくつかの実施形態で
は、アクセスポイント１０５は、基地局、基地局装置（ＢＴＳ）、無線基地局、無線送受
信機、基本サービスセット（ＢＳＳ）、拡張サービスセット（ＥＳＳ）、ＮｏｄｅＢ、ｅ
ｖｏｌｖｅｄ　ＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）、ｈｏｍｅ　ＮｏｄｅＢ、ｈｏｍｅ　ｅＮｏｄｅＢ
、ＷＬＡＮアクセスポイント、ＷｉＦｉノード、ノード、または何らかの他の好適な用語
で呼ばれることがある。アクセスポイントのためのカバレッジエリア１１０は、カバレッ
ジエリアの一部分のみを構成するセクタ（図示されず）に分割され得る。ワイヤレス通信
システム１００は、異なるタイプのアクセスポイント１０５（たとえば、マクロ基地局、
マイクロ基地局、および／またはピコ基地局）を含み得る。アクセスポイント１０５はま
た、セルラーおよび／またはＷＬＡＮ無線アクセス技術のような、異なる無線技術を利用
することができる。アクセスポイント１０５は、同じまたは異なるアクセスネットワーク
または事業者展開と関連付けられ得る。同じまたは異なるタイプのアクセスポイント１０
５のカバレッジエリアを含み、同じまたは異なる無線技術を利用し、ならびに／または、
同じもしくは異なるアクセスネットワークに属する、異なるアクセスポイント１０５のカ
バレッジエリアは重複することがある。
【００２５】
　[0061]いくつかの実施形態では、ワイヤレス通信システム１００は、ＬＴＥ／ＬＴＥ－
Ａ通信システム（またはネットワーク）を含んでよく、このＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信シス
テムは、１つまたは複数の免許不要スペクトラムまたは共有スペクトラムの、動作モード
または展開シナリオをサポートすることができる。他の実施形態では、ワイヤレス通信シ
ステム１００は、免許不要スペクトラムおよびＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａと異なるアクセス技術
、または免許スペクトラムおよびＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａと異なるアクセス技術を使用するワ
イヤレス通信をサポートすることができる。ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信システムでは、ｅｖ
ｏｌｖｅｄ　ＮｏｄｅＢまたはｅＮＢという用語が一般に、オブアクセスポイント１０５
を記述するために使用され得る。ワイヤレス通信システム１００は、異なるタイプのｅＮ
Ｂが様々な地理的領域にカバレッジを与える、異種ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークであ
り得る。たとえば、各ｅＮＢ１０５は、通信カバレッジを、マクロセル、ピコセル、フェ
ムトセル、および／または他のタイプのセルに与え得る。ピコセル、フェムトセル、およ
び／または他のタイプのセルなどのスモールセルは、低電力ノードまたはＬＰＮを含み得
る。マクロセルは一般に、比較的大きい地理的エリア（たとえば、半径数キロメートル）
をカバーし、サービスに加入しているＵＥによるネットワークプロバイダとの無制限アク
セスを可能にし得る。ピコセルは一般に、比較的小さい地理的エリアをカバーし、ネット
ワークプロバイダのサービスに加入しているＵＥによる無制限アクセスを可能にし得る。
またフェムトセルは、一般に、比較的小さい地理的エリア（たとえば、自宅）をカバーし
、無制限アクセスに加えて、フェムトセルとの関連を有するＵＥ（たとえば、限定加入者
グループ（ＣＳＧ）中のＵＥ、自宅内のユーザのためのＵＥなど）による制限されたアク
セスも提供することができる。マクロセルのためのｅＮＢは、マクロｅＮＢと呼ばれ得る
。ピコセルのためのｅＮＢは、ピコｅＮＢと呼ばれ得る。また、フェムトセルのためのｅ
ＮＢは、フェムトｅＮＢまたはホームｅＮＢと呼ばれ得る。ｅＮＢは、１つまたは複数（
たとえば、２つ、３つ、４つなど）のセルをサポートすることができる。
【００２６】
　[0062]コアネットワーク１３０は、バックホール１３２（たとえば、Ｓ１アプリケーシ
ョンプロトコルなど）を介してｅＮＢ１０５と通信することができる。ｅＮＢ１０５はま
た、たとえば、バックホールリンク１３４（たとえば、Ｘ２アプリケーションプロトコル
など）を介して、および／またはバックホール１３２を介して（たとえば、コアネットワ
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ーク１３０を通じて）、直接または間接的に互いに通信することができる。ワイヤレス通
信システム１００は、同期動作または非同期動作をサポートすることができる。同期動作
の場合、ｅＮＢは同様のフレームタイミングおよび／またはゲーティングタイミングを有
してよく、異なるｅＮＢからの送信は概ね時間的に揃えられてよい。非同期動作の場合、
ｅＮＢは異なるフレームタイミングおよび／またはゲーティングタイミングを有してよく
、異なるｅＮＢからの送信は時間的に揃えられないことがある。本明細書で説明される技
法は、同期動作または非同期動作のいずれにも使用され得る。
【００２７】
　[0063]ＵＥ１１５は、ワイヤレス通信システム１００全体にわたって分散されてよく、
各ＵＥ１１５は固定式または移動式であり得る。ＵＥ１１５は、当業者によって、モバイ
ルデバイス、モバイル局、加入者局、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユ
ニット、リモートユニット、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデ
バイス、モバイル加入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモート端
末、ハンドセット、ユーザエージェント、モバイルクライアント、クライアント、または
何らかの他の好適な用語で呼ばれることもある。ＵＥ１１５は、携帯電話、携帯情報端末
（ＰＤＡ）、ワイヤレスモデム、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、タブ
レットコンピュータ、ラップトップコンピュータ、コードレス電話、時計または眼鏡など
のウェアラブルアイテム、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局などであり得る。ＵＥ
１１５は、マクロｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢ、リレーなどと通信することが可
能であり得る。ＵＥ１１５はまた、セルラーもしくは他のＷＷＡＮアクセスネットワーク
、またはＷＬＡＮアクセスネットワークのような、異なるアクセスネットワーク上で通信
することが可能であり得る。
【００２８】
　[0064]ワイヤレス通信システム１００において示された通信リンク１２５は、（たとえ
ば、ＵＥ１１５からｅＮＢ１０５への）アップリンク（ＵＬ）送信を搬送するためのアッ
プリンク、および／または（たとえば、ｅＮＢ１０５からＵＥ１１５への）ダウンリンク
（ＤＬ）送信を搬送するためのダウンリンクを含み得る。ＵＬ送信は逆方向リンク送信と
呼ばれることもあり、ＤＬ送信は順方向リンク送信と呼ばれることもある。ダウンリンク
送信は、免許スペクトラム（たとえば、ＬＴＥ）、免許不要スペクトラム、または両方を
使用して行われ得る。同様に、アップリンク送信は、免許スペクトラム（たとえば、ＬＴ
Ｅ）、免許不要スペクトラム、または両方を使用して行われ得る。
【００２９】
　[0065]ワイヤレス通信システム１００のいくつかの実施形態では、免許スペクトラムに
おけるＬＴＥダウンリンク容量が免許不要スペクトラムにオフロードされ得る補助ダウン
リンクモードと、ＬＴＥのダウンリンク容量とアップリンク容量の両方が免許スペクトラ
ムから免許不要スペクトラムにオフロードされ得るキャリアアグリゲーションモードと、
基地局（たとえば、ｅＮＢ）とＵＥとの間のＬＴＥダウンリンク通信およびアップリンク
通信が免許不要スペクトラムにおいて行われ得るスタンドアロンモードとを含む、免許不
要スペクトラムまたは共有スペクトラムを通じたＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａのための様々な展開
シナリオがサポートされ得る。基地局またはｅＮＢ１０５、ならびにＵＥ１１５は、これ
らまたは同様の動作モードの１つまたは複数をサポートすることができる。ＯＦＤＭＡ通
信信号は、免許不要スペクトラムおよび／または免許スペクトラムにおけるＬＴＥダウン
リンク送信のために通信リンク１２５の中で使用され得るが、ＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号は
、免許不要スペクトラムおよび／または免許スペクトラムにおけるＬＴＥアップリンク送
信のために通信リンク１２５の中で使用され得る。
【００３０】
　[0066]いくつかの例では、免許不要スペクトラムのキャリア上でスケジューリングされ
る送信は、免許スペクトラムのキャリアを使用してスケジューリングされ得る。たとえば
、免許スペクトラム中の第１のキャリアは、免許不要スペクトラム中の第２のキャリアを
通じた受信デバイスへの送信をスケジューリングするように構成されるアンカーキャリア
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であり得る。しかしながら、送信デバイスは、第２のキャリアへのアクセス権がクリアチ
ャネルアセスメント（ＣＣＡ）手順を使用して得られる場合にのみ、スケジューリングさ
れた送信を第２のキャリアを通じて送信することが可能であり得る。したがって、いくつ
かの例では、第１のキャリアは、第２のキャリアのためのＣＣＡが成功したかどうかの指
示を受信デバイスに送信することができる。この指示は、受信デバイスが、スケジューリ
ングされた送信について第２のキャリアを聴取する(listen)かどうかを確かめることを可
能にし得る。以下のさらなる詳細において説明されるように、受信デバイスはまた、第１
のキャリアで受信される指示に基づいて、第２のキャリアのためのＡＣＫ／ＮＡＣＫとＣ
ＳＩパラメータとを調整することができる。
【００３１】
　[0067]図２Ａは、本開示の様々な態様による、免許不要スペクトラムにおいてＬＴＥを
使用するための展開シナリオの例を示す図を示す。一実施形態では、図２Ａは、免許不要
スペクトラムまたは共有スペクトラムを通じてＬＴＥ／ＬＴＥ－ＡをサポートするＬＴＥ
ネットワークのための補助ダウンリンクモードおよびキャリアアグリゲーションモードの
例を示す、ワイヤレス通信システム２００を示す。ワイヤレス通信システム２００は、図
１のワイヤレス通信システム１００の部分の例であり得る。その上、基地局２０５は図１
の基地局１０５の例であってよく、ＵＥ２１５、２１５－ａ、および２１５－ｂは図１の
ＵＥ１１５の例であってよい。
【００３２】
　[0068]ワイヤレス通信システム２００における補助ダウンリンクモードの例では、基地
局２０５は、ダウンリンク２２０を使用してＵＥ２１５にＯＦＤＭＡ通信信号を送信する
ことができる。ダウンリンク２２０は、免許不要スペクトラム中の周波数Ｆ１と関連付け
られ得る。基地局２０５は、双方向リンク２２５を使用してＯＦＤＭＡ通信信号を同じＵ
Ｅ２１５に送信することができ、双方向リンク２２５を使用してＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号
をそのＵＥ２１５から受信することができる。双方向リンク２２５は、免許スペクトラム
における周波数Ｆ４と関連付けられ得る。免許不要スペクトラム中のダウンリンク２２０
および免許スペクトラム中の双方向リンク２２５は、同時に動作することができる。ダウ
ンリンク２２０は、ダウンリンク容量のオフロードを基地局２０５に提供することができ
る。いくつかの実施形態では、ダウンリンク２２０は、ユニキャストサービス（たとえば
、１つのＵＥへ宛てられる）のサービスのために、またはマルチキャストサービス（たと
えば、いくつかのＵＥへ宛てられる）のために使用され得る。このシナリオは、免許スペ
クトラムを使用し、トラフィックおよび／またはシグナリング輻輳の一部を軽減する必要
がある、あらゆるサービス提供者（たとえば、従来のモバイルネットワーク事業者または
ＭＮＯ）に対して発生し得る。
【００３３】
　[0069]ワイヤレス通信システム２００におけるキャリアアグリゲーションモードの一例
では、基地局２０５は、双方向リンク２３０を使用してＵＥ２１５－ａにＯＦＤＭＡ通信
信号を送信することができ、双方向リンク２３０を使用して同じＵＥ２１５－ａからＳＣ
－ＦＤＭＡ通信信号を受信することができる。双方向リンク２３０は、免許不要スペクト
ラムにおける周波数Ｆ１と関連付けられ得る。基地局２０５はまた、双方向リンク２３５
を使用してＯＦＤＭＡ通信信号を同じＵＥ２１５－ａに送信することができ、双方向リン
ク２３５を使用してＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号を同じＵＥ２１５－ａから受信することがで
きる。双方向リンク２３５は、免許スペクトラムにおける周波数Ｆ２と関連付けられ得る
。双方向リンク２３０は、ダウンリンク容量およびアップリンク容量のオフロードを基地
局２０５に提供することができる。上で説明された補助ダウンリンクのように、このシナ
リオは、免許スペクトラムを使用し、トラフィックおよび／またはシグナリング輻輳の一
部を軽減する必要がある、あらゆるサービス提供者（たとえば、ＭＮＯ）に対して発生し
得る。
【００３４】
　[0070]ワイヤレス通信システム２００におけるキャリアアグリゲーションモードの別の
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例では、基地局２０５は、双方向リンク２４０を使用してＵＥ２１５－ｂにＯＦＤＭＡ通
信信号を送信することができ、双方向リンク２４０を使用して同じＵＥ２１５－ｂからＳ
Ｃ－ＦＤＭＡ通信信号を受信することができる。双方向リンク２４０は、免許不要スペク
トラムにおける周波数Ｆ３と関連付けられ得る。基地局２０５はまた、双方向リンク２４
５を使用してＯＦＤＭＡ通信信号を同じＵＥ２１５－ｂに送信することができ、双方向リ
ンク２４５を使用してＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号を同じＵＥ２１５－ｂから受信することが
できる。双方向リンク２４５は、免許スペクトラムにおける周波数Ｆ２と関連付けられ得
る。双方向リンク２４０は、ダウンリンク容量およびアップリンク容量のオフロードを基
地局２０５に提供することができる。この例および上で与えられた例は、説明のために提
示され、容量のオフロードのために免許スペクトラムを通じたＬＴＥと免許不要スペクト
ラムまたは共有スペクトラムを通じたＬＴＥを組み合わせる、他の同様の動作モードまた
は展開シナリオが存在し得る。
【００３５】
　[0071]上で説明されたように、免許不要スペクトラム中でＬＴＥを使用することによっ
て提供される容量オフロードから恩恵を受け得る典型的なサービス提供者は、ＬＴＥ帯域
を用いる従来のＭＮＯである。これらのサービス提供者にとって、運用上の構成は、免許
スペクトラム上のＬＴＥ一次コンポーネントキャリア（ＰＣＣ）と免許不要スペクトラム
上の二次コンポーネントキャリア（ＳＣＣ）とを使用するブートストラップモード（たと
えば、補助ダウンリンク、キャリアアグリゲーション）を含み得る。
【００３６】
　[0072]キャリアアグリゲーションモードでは、データおよび制御は一般に、ＬＴＥ（た
とえば、双方向リンク２２５、２３５、および２４５）で通信され得るが、データは一般
に、免許不要スペクトラムまたは共有スペクトラム（たとえば、双方向リンク２３０およ
び２４０）を通じてＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａで通信され得る。免許不要スペクトラムまたは共
有スペクトラムを使用するときにサポートされるキャリアアグリゲーション機構は、ハイ
ブリッド周波数分割複信－時分割複信（ＦＤＤ－ＴＤＤ）キャリアアグリゲーション、ま
たは複数のコンポーネントキャリアにわたって異なる対称性を伴うＴＤＤ－ＴＤＤキャリ
アアグリゲーションに属し得る。
【００３７】
　[0073]図２Ｂは、本開示の様々な態様による、免許不要スペクトラムまたは共有スペク
トラムのためのスタンドアロンモードの例を示すワイヤレス通信システム２５０を示す。
ワイヤレス通信システム２５０は、図１のワイヤレス通信システム１００および／または
図２Ａの２００の部分の例であり得る。その上、基地局２０５は、図１および／または図
２Ａを参照して説明された基地局１０５および／または２０５の一例であり得るが、ＵＥ
２１５－ｃは、図１および／または図２ＡのＵＥ１１５および／または２１５の一例であ
り得る。
【００３８】
　[0074]ワイヤレス通信システム２５０におけるスタンドアロンモードの例では、基地局
２０５は、双方向リンク２５５を使用してＵＥ２１５－ｃにＯＦＤＭＡ通信信号を送信す
ることができ、双方向リンク２５５を使用してＵＥ２１５－ｃからＳＣ－ＦＤＭＡ通信信
号を受信することができる。双方向リンク２５５は、図２Ａを参照して上で説明された免
許不要スペクトラムにおける周波数Ｆ３と関連付けられ得る。スタンドアロンモードは、
スタジアム内アクセス（たとえば、ユニキャスト、マルチキャスト）などの非従来型のワ
イヤレスアクセスシナリオにおいて使用され得る。この動作モードの典型的なサービス提
供者は、免許スペクトラムを有しないスタジアム所有者、ケーブル会社、イベント主催者
、ホテル、企業または大規模会社であり得る。
【００３９】
　[0075]いくつかの実施形態では、図１、図２Ａ、および／もしくは図２Ｂを参照して説
明されたｅＮＢ１０５および／もしくは基地局２０５、または、図１、図２Ａ、および／
もしくは図２Ｂを参照して説明されたＵＥ１１５および／もしくは２１５などの送信デバ
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イスは、共有スペクトラムのチャネルへの（たとえば、免許スペクトラムまたは免許不要
スペクトラムの物理チャネルへの）アクセス権を得るためにゲーティング間隔を使用する
ことができる。ゲーティング間隔は、ＥＴＳＩ（ＥＮ３０１　８９３）において指定され
ているＬＢＴプロトコルに基づくリスンビフォートーク（ＬＢＴ：Listen Before Talk）
プロトコルのような、コンテンションベースプロトコルの適用を定義し得る。ＬＢＴプロ
トコルの適用を定義するゲーティング間隔を使用するとき、ゲーティング間隔は、送信装
置がクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）を実行する必要があるときを示し得る。ＣＣ
Ａの結果は、共有された免許不要スペクトラムのチャネルが利用可能であるか、または使
用中であるかを送信装置に示し得る。チャネルが利用可能である（たとえば、使用のため
に「クリア」である）ことをＣＣＡが示すとき、ゲーティング間隔は、通常はあらかじめ
定義された送信間隔の間、送信装置がチャネルを使用することを可能にし得る。いくつか
の場合、チャネルが利用可能であることをＣＣＡが示す場合、チャネルのためのチャネル
状態情報（ＣＳＩ）は、ＣＣＡがクリアされるフレーム中の参照信号などに基づいて、測
定され報告され得る。いくつかの例では、ＣＳＩは、瞬時的な、すなわち短期のＣＳＩで
あってよく、および／または、統計的な、すなわち長期のＣＳＩであってよい。チャネル
が利用可能ではない（たとえば、使用中または予約済みである）ことをＣＣＡが示すとき
、ゲーティング間隔は、送信装置が送信間隔の間にチャネルを使用するのを妨げ得る。い
くつかの場合、チャネルが利用可能ではないことをＣＣＡが示す場合、ＣＳＩは前のフレ
ームに基づいて測定されてよく、および／またはそのフレームに対しては省略されてよい
。いくつかの例では、ＣＣＡは拡張ＣＣＡ（ＥＣＣＡ）であってよく、ＥＣＣＡでは、免
許不要の無線周波数スペクトラムバンドに対するコンテンションの成功は複数のＮ個のＣ
ＣＡの実行に依存し、ここでＮはあらかじめ定義された正の整数である。
【００４０】
　[0076]いくつかの場合、送信装置が、周期的にゲーティング間隔を生成し、周期的なフ
レーム構造の少なくとも１つの境界とゲーティング間隔の少なくとも１つの境界を同期さ
せることが有用であり得る。たとえば、共有スペクトラムにおいてセルラーダウンリンク
のための周期的なゲーティング間隔を生成し、セルラーダウンリンクと関連付けられる周
期的なフレーム構造（たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無線フレーム）の少なくとも１つの
境界と周期的なゲーティング間隔の少なくとも１つの境界を同期させることが有用であり
得る。そのような同期の例が図３に示される。
【００４１】
　[0077]図３は、本開示の様々な態様による、免許不要スペクトラムにおけるセルラーダ
ウンリンクのための免許不要フレーム／間隔３０５、３１５、および／または３２５の例
３００を示す。免許不要フレーム／間隔３０５、３１５、および／または３２５は、免許
不要スペクトラムを通じた送信をサポートするｅＮＢによって周期的なゲーティング間隔
として使用され得る。そのようなｅＮＢの例は、図１、図２Ａ、および／または図２Ｂを
参照して説明されたアクセスポイント１０５および／または基地局２０５であり得る。免
許不要フレーム／間隔３０５、３１５、および／または３２５は、図１、図２Ａ、および
／または図２Ｂを参照して説明されたワイヤレス通信システム１００、２００、および／
または２５０とともに使用され得る。
【００４２】
　[0078]例として、免許不要フレーム／間隔３０５の持続時間が、セルラーダウンリンク
と関連付けられる周期的なフレーム構造のＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無線フレーム３１０の持続
時間に等しい（またはそれにほぼ等しい）ものとして示されている。いくつかの実施形態
では、「ほぼ等しい」は、免許不要フレーム／間隔３０５の持続時間が周期的なフレーム
構造の持続時間のサイクリックプレフィックス（ＣＰ）持続時間内であることを意味する
。
【００４３】
　[0079]免許不要フレーム／間隔３０５の少なくとも１つの境界は、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ
無線フレームＮ－１～Ｎ＋１を含む周期的なフレーム構造の少なくとも１つの境界と同期
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され得る。いくつかの場合、免許不要フレーム／間隔３０５は、周期的なフレーム構造の
フレーム境界と揃えられた境界を有し得る。他の場合には、免許不要フレーム／間隔３０
５は、周期的なフレーム構造のフレーム境界と同期されているがそれからオフセットされ
ている境界を有し得る。たとえば、免許不要フレーム／間隔３０５の境界は、周期的なフ
レーム構造のサブフレーム境界と揃えられてよく、または周期的なフレーム構造のサブフ
レーム中間点境界（たとえば、特定のサブフレームの中間点）と揃えられてよい。
【００４４】
　[0080]いくつかの場合、周期的なフレーム構造は、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無線フレームＮ
－１～Ｎ＋１を含み得る。各ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無線フレーム３１０は、たとえば、１０
ミリ秒の持続時間を有してよく、免許不要フレーム／間隔３０５も、１０ミリ秒の持続時
間を有してよい。これらの場合、免許不要フレーム／間隔３０５の境界は、ＬＴＥ／ＬＴ
Ｅ－Ａ無線フレームの１つ（たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無線フレーム（Ｎ））の境界
（たとえば、フレーム境界、サブフレーム境界、またはサブフレーム中間点境界）と同期
され得る。
【００４５】
　[0081]例として、免許不要フレーム／間隔３１５および３２５の持続時間が、セルラー
ダウンリンクと関連付けられる周期的なフレーム構造の持続時間の約数（またはそのほぼ
約数）であるものとして示されている。いくつかの例では、「～のほぼ約数」は、免許不
要フレーム／間隔３１５、３２５の持続時間が周期的なフレーム構造の約数（たとえば、
１／２または１／１０）の持続時間のサイクリックプレフィックス（ＣＰ）持続時間内で
あることを意味する。たとえば、免許不要フレーム／間隔３１５は、５ミリ秒の持続時間
を有してよく、免許不要フレーム／間隔３２５は、１または２ミリ秒の持続時間を有して
よい。
【００４６】
　[0082]図４Ａは、免許不要スペクトラムにおけるセルラーダウンリンクとセルラーアッ
プリンクの両方によって使用可能な周期的なゲーティング間隔４０５の例４００を示す。
周期的なゲーティング間隔４０５は、免許不要スペクトラムまたは共有スペクトラムにお
けるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信をサポートするｅＮＢおよびＵＥによって使用され得る。そ
のようなｅＮＢの例は、図１、図２Ａ、および／または図２Ｂを参照して説明されたｅＮ
Ｂ１０５および２０５であり得る。そのようなＵＥの例は、図１、図２Ａ、および／また
は図２Ｂを参照して説明されたＵＥ１１５および２１５であり得る。
【００４７】
　[0083]例として、周期的なゲーティング間隔４０５の持続時間は、セルラーダウンリン
クと関連付けられる周期的なフレーム構造４４０の持続時間に等しい（またはほぼ等しい
）ものとして示されている。周期的なゲーティング間隔４０５の境界は、周期的なフレー
ム構造４４０の境界と同期され得る（たとえば、揃えられ得る）。
【００４８】
　[0084]周期的なフレーム構造４４０は、１０個のサブフレーム（たとえば、ＳＦ０、Ｓ
Ｆ１、…、ＳＦ９）を有するＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無線フレームを含み得る。サブフレーム
ＳＦ０～ＳＦ４はダウンリンク（Ｄ）サブフレーム４１０であってよく、サブフレームＳ
Ｆ５は特別（Ｓ’）サブフレーム４１５であってよく、サブフレームＳＦ６～ＳＦ８はア
ップリンク（Ｕ）サブフレーム４２０であってよく、サブフレームＳＦ９は特別（Ｓ’）
サブフレーム４２５であってよい。Ｓ’サブフレームＳＦ９は、サブフレームＳＦ０～Ｓ
Ｆ４におけるダウンリンク送信のためにＣＣＡ（たとえば、ダウンリンクＣＣＡまたはＤ
ＣＣＡ４３０）を実行するためにｅＮＢによって使用され得る。Ｓ’サブフレームＳＦ５
は、サブフレームＳＦ６～ＳＦ９の一部におけるアップリンク送信のためにＣＣＡ（たと
えば、アップリンクＣＣＡまたはＵＬＣＣＡ４３５）を実行するためにＵＥによって使用
され得る。いくつかの場合、Ｓ’サブフレームは、ＥＣＣＡを実行するためにｅＮＢによ
って使用され得る。
【００４９】
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　[0085]Ｓ’サブフレーム４１５および４２５は、１ミリ秒の持続時間を有するので、免
許不要スペクトラムの特定の物理チャネルをめぐって争う送信デバイスがＣＣＡを実行し
得る、１つまたは複数のＣＣＡスロットまたはウィンドウを含み得る。物理チャネルが利
用可能であるが、Ｓ’サブフレーム４１５または４２５の終了の前にデバイスのＣＣＡが
完了したことを送信デバイスのＣＣＡが示すとき、デバイスは、Ｓ’サブフレーム４１５
または４２５の終了までチャネルを予約するために１つまたは複数の信号を送信すること
ができる。いくつかの場合、１つまたは複数の信号は、チャネル使用パイロット信号（Ｃ
ＵＰＳ）、チャネル使用ビーコン信号（ＣＵＢＳ）、および／またはセル固有参照信号（
ＣＲＳ）を含み得る。ＣＵＰＳ、ＣＵＢＳ、および／またはＣＲＳは、チャネル同期とチ
ャネル予約の両方のために使用され得る。すなわち、別のデバイスがチャネル上でＣＵＰ
Ｓ、ＣＵＢＳ、またはＣＲＳを送信し始めた後にチャネルのためのＣＣＡを実行するデバ
イスは、ＣＵＰＳ、ＣＵＢＳ、またはＣＲＳのエネルギーを検出し、チャネルが現在利用
不可能であると決定することができる。
【００５０】
　[0086]いくつかの場合、ｅＮＢのような送信デバイスは、Ｄサブフレーム４１０のよう
な許可されたサブフレームのすべての間に送信すべきデータを有するとは限らない。たと
えば、送信デバイスはデータを有しないことがあるが、他の情報（たとえば、一次同期信
号（ＰＳＳ）、二次同期信号（ＳＳＳ）、セル固有参照信号（ＣＲＳ）、増強ＣＲＳ（ｅ
ＣＲＳ）など）を送信することがある。１つのペイロードの組合せのようなＣＵＢＳの一
部分が、送信デバイスがデータを送信していないこと、および／または同期信号だけを送
信していることを示すために、使用および／または予約され得る。いくつかの例では、増
強送信フォーマットインジケータチャネル（ｅＴＦＩＣＨ：enhanced transmission form
at indicator channel）または増強物理フォーマットインジケータチャネル（ｅＰＦＩＣ
Ｈ：enhanced physical format indicator channel）の一部分（たとえば、１つのペイロ
ードの組合せ）が、送信デバイスがデータを送信していないこと、および／または同期信
号だけを送信していることを示すために、使用および／または予約され得る。
【００５１】
　[0087]いくつかの例では、ｅＮＢのような送信デバイスは、Ｄサブフレーム４１０のよ
うな許可されたサブフレームのすべてが終了する前に、送信を止めることができる。送信
デバイスが送信のために使用することを意図するサブフレームの数を示すために、ＣＵＢ
Ｓなどに追加のビットが追加され得るが、これはＣＵＢＳの想定される数を増やすことが
ある。いくつかの場合、送信の終わりを示すために、次のサブフレームのシンボル０のよ
うな送信の終わりにおいて、ＣＵＢＳと同様のもののような信号が使用され得る。いくつ
かの例では、物理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）または同様の
信号などの信号が、サブフレームの最初のシンボルなどにおいて、アクティブなサブフレ
ームの数を搬送することができる。いくつかの場合、ＰＣＦＩＣＨまたは同様の信号が、
現在のサブフレームが送信に使用されるべきサブフレームの最後のものであるかどうかを
示すために、少なくとも１つのビットを搬送することができる。
【００５２】
　[0088]送信デバイスが、物理チャネルのためのＣＣＡの完了、および／または、物理チ
ャネルを通じたＣＵＰＳ、ＣＵＢＳ、もしくはＣＲＳの送信に成功した後、送信デバイス
は、波形（たとえば、ＬＴＥベースの波形）を送信するために、所定の時間の期間（たと
えば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無線フレームの一部分）までの間、物理チャネルを使用するこ
とができる。
【００５３】
　[0089]図４Ｂは、図４Ａを参照して説明されたＳ’サブフレーム４１５または４２５の
ような、ＬＢＴのようなコンテンションベースのプロトコルがどのようにＳ’サブフレー
ム４５０内で実装され得るかの例を示す。コンテンションベースのプロトコルは、たとえ
ば、図１、図２Ａ、および／もしくは図２Ｂを参照して説明された、ワイヤレス通信シス
テム１００、２００、および／もしくは３００、アクセスポイントもしくはｅＮＢ１０５
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および／もしくは２０５、ならびに／または、ＵＥ１１５および／または２１５とともに
使用され得る。
【００５４】
　[0090]Ｓ’サブフレーム４１５として使用されるとき、Ｓ’サブフレーム４５０は、ガ
ード期間（またはサイレント期間）４５５とＣＣＡ期間４６０とを有し得る。例として、
ガード期間４５５およびＣＣＡ期間４６０の各々は、０．５ミリ秒という持続時間を有し
てよく、７個のＯＦＤＭシンボル位置４６１５（図４Ｂではスロット１～７としてラべリ
ングされている）を含んでよい。Ｓ’サブフレーム４２５として使用されるとき、Ｓ’サ
ブフレーム４５０は、ガード期間４５５の代わりにアップリンク送信期間を有し得る。
【００５５】
　[0091]いくつかの場合、ｅＮＢは、免許不要スペクトラムの送信期間が送信期間の間の
送信に利用可能かどうかを決定するために、免許不要スペクトラムの後続の送信期間のた
めのＣＣＡ４７０を実行するためにＯＦＤＭシンボル位置４６５の１つまたは複数を選択
することができる。いくつかの場合、ＣＣＡ４７０はＥＣＣＡ手順の一部である。いくつ
かの例では、チャネルが利用可能であることをＣＣＡが示す場合、チャネルまたはキャリ
アのためのＣＳＩフィードバックのようなＣＳＩは、ＣＣＡ４７０を実行するために使用
されるＯＦＤＭシンボル位置４６５を含むフレームのような、あるフレーム中の参照信号
に基づいて、測定および／または報告され得る。いくつかの例では、チャネルが利用可能
ではないことをＣＣＡが示す場合、チャネルまたはキャリアのためのＣＳＩフィードバッ
クのようなＣＳＩは前のフレームに基づいて測定されてよく、またはそのフレームに対し
ては省略されてよい。いくつかの場合、ＯＦＤＭシンボル位置４６５の異なる１つが、Ｓ
’サブフレーム４５０の異なる発生において（すなわち、免許不要スペクトラムの異なる
送信期間にＣＣＡ４７０を実行するために使用される異なるＳ’サブフレームにおいて）
ｅＮＢによって擬似ランダムに特定または選択され得る。ＯＦＤＭシンボル位置の擬似ラ
ンダムな特定または選択は、ホッピングシーケンスを使用して制御され得る。他の場合、
同じＯＦＤＭシンボル位置４６５が、Ｓ’サブフレームの異なる発生においてｅＮＢによ
って選択され得る。
【００５６】
　[0092]ワイヤレス通信システムのｅＮＢは、同じまたは異なる事業者によって運用され
得る。いくつかの実施形態において、異なる事業者によって運用されるｅＮＢは、特定の
Ｓ’サブフレーム４５０中のＯＦＤＭシンボル位置４６５の異なる１つを選択し、これに
よって、異なる事業者間のＣＣＡの競合を防ぐことができる。異なる事業者の擬似ランダ
ムな選択機構が協調する場合、ＯＦＤＭシンボル位置４６５は、異なる事業者のｅＮＢが
いくつかの送信期間のための最早のＯＦＤＭシンボル位置（すなわち、スロット１）にお
いてＣＣＡ４７０を実行するための等しい機会を各々有するように、複数の異なる事業者
によって擬似ランダムに選択され得る。したがって、経時的に、異なる事業者のｅＮＢは
各々、他の事業者のｅＮＢの必要性とは無関係に、まずＣＣＡ４７０を実行し免許不要ス
ペクトラムの送信期間へのアクセス権を得るための機会を有し得る。ＣＣＡ４７０の成功
の後で、ｅＮＢは、他のデバイスおよび／または事業者が免許不要スペクトラムの送信間
隔の１つまたは複数の物理チャネルを使用するのを防ぐために、ＣＵＰＳ、ＣＵＢＳ、ま
たはＣＲＳを送信することができる。
【００５７】
　[0093]図５は、共有スペクトラムの周期的なゲーティング間隔５０５内のクロスキャリ
アスケジューリングの例５００を示す。周期的なゲーティング間隔５０５は、図４に示さ
れる周期的なゲーティング間隔４０５の１つまたは複数の態様の例であってよく、ある数
のサブフレーム（たとえば、ＳＦ０、ＳＦ１、…、ＳＦ９と標識される１０個のサブフレ
ーム）を含み得る。示される例では、サブフレームＳＦ０～ＳＦ４は、ダウンリンク（Ｄ
）サブフレーム５１０であり、サブフレームＳＦ５は、アップリンクＣＣＡ（ＵＣＣＡ）
を実行するために異なる事業者の装置（たとえば、ＵＥ）に対してある数のＣＣＡスロッ
トが提供され得る特別（Ｓ’）サブフレーム５１５であり、サブフレームＳＦ６～ＳＦ８
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は、アップリンク（Ｕ）サブフレーム５２０であり、サブフレームＳＦ９は、ダウンリン
クＣＣＡ（ＤＣＣＡ）を実行するために異なる事業者の装置（たとえば、ｅＮＢ）に対し
てある数のＣＣＡスロットが提供され得る特別（Ｓ’）サブフレーム５２５である。
【００５８】
　[0094]図５は、サブフレームの２つのシーケンスを示す。サブフレームの最初のシーケ
ンス５３０は第１の物理キャリア（たとえば、第１のコンポーネントキャリア（ＣＣ１）
）のためのものとして示されており、サブフレームの２番目のシーケンス５３５は第２の
物理キャリア（たとえば、第２のコンポーネントキャリア（ＣＣ２））のためのものとし
て示されている。いくつかの場合、サブフレームのシーケンス５３０、５３５の１つまた
は両方が、免許不要スペクトラムまたは共有スペクトラム中のサブフレームのシーケンス
であり得る。いくつかの場合、サブフレーム５３０、５３５のシーケンスの１つまたは両
方が、免許スペクトラムおよび／またはＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ帯域中のサブフレームのシー
ケンスであり得る。ＣＣ２のダウンリンクサブフレーム５１０は、ＣＣ１のダウンリンク
サブフレーム５１０を介してクロスキャリアスケジューリングされ得る。ＣＣ２のアップ
リンクサブフレーム５２０はまた、ＣＣ１のダウンリンクサブフレーム５１０を介してク
ロスキャリアスケジューリングされ得る。
【００５９】
　[0095]共有スペクトラムにおけるデータ送信のために複数の物理キャリア（たとえば、
ＣＣ１およびＣＣ２）に依存するときに生じる問題は、各物理キャリア上の送信がＣＣＡ
を受けることがあり、ＣＣＡが各物理キャリアに対して別々に（たとえば、ＣＣ１とＣＣ
２に対して別々に）パス（pass）または失敗（fail）することがある、ということである
。したがって、ＣＣＡは、第１の物理キャリア上ではアップリンク送信期間またはダウン
リンク送信期間に対してパスし得るが、第２の物理キャリア上ではＣＣＡがアップリンク
送信期間またはダウンリンク送信期間に対して失敗し、この第２の物理キャリアは第１の
物理キャリアを動的にスケジューリングするので、第１の物理キャリア上のアップリンク
送信期間またはダウンリンク送信期間が無駄にされ得る。たとえば、ＤＣＣＡ５４０がＣ
Ｃ２に対してパスする場合、ダウンリンク送信期間５４５は、ＣＣ２を介したダウンリン
ク送信のために予約され得る。しかしながら、ＤＣＣＡ５４０がＣＣ１に対して失敗する
場合、ダウンリンク送信期間５４５はＣＣ１のために予約されなくてよい。ＣＣ２のダウ
ンリンク送信期間５４５のダウンリンクサブフレーム５１０が、ＣＣ１のダウンリンク送
信期間５４５のダウンリンクサブフレーム５１０を介して（たとえば、ＤＬ５５０のため
のクロスキャリアスケジューリングを介して）クロスキャリアスケジューリングされたと
すると、ＣＣ１のダウンリンク送信期間５４５のダウンリンクサブフレーム５１０を介し
て搬送されることになっていたダウンリンク制御情報は入手不可能になり、ＣＣ２のダウ
ンリンク送信期間５４５のダウンリンクサブフレーム５１０を実質的に無駄にし、また、
ＣＣ２のアップリンク送信期間５６０にＵＣＣＡ５５５を実行するために特別サブフレー
ム５１５を使用するのを不可能にする。さらに、ＣＣ２のアップリンク送信期間５６０の
アップリンクサブフレーム５２０がＣＣ１のダウンリンク送信期間５４５のダウンリンク
サブフレーム５１０を介して（たとえば、ＵＬ５６５のためのクロスキャリアスケジュー
リングを介して）クロスキャリアスケジューリングされたとすると、ＣＣ１のダウンリン
ク送信期間５４５のダウンリンクサブフレーム５１０を介して搬送されることになってい
たアップリンク制御情報が入手不可能になり得る。またさらに、ＣＣ１のアップリンク送
信期間５６０のアップリンクサブフレーム５２０が、ＣＣ１のダウンリンク送信期間５４
５のダウンリンクサブフレーム５１０を介してスケジューリングされたとすると、ＣＣ１
のダウンリンク送信期間５４５のダウンリンクサブフレーム５１０を介して搬送されるこ
とになっていたアップリンク制御情報は入手不可能になり、ＣＣ１のアップリンク送信期
間５６０ためのＵＣＣＡ５５５がパスした場合でも、ＣＣ１のアップリンク送信期間５６
０のアップリンクサブフレーム５２０は使用可能ではないことがある。
【００６０】
　[0096]クロスキャリアスケジューリングされることが可能な１つまたは複数の物理キャ
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リア（たとえば、１つまたは複数のＣＣ）の動的スケジューリングを可能にするために、
別の物理キャリア上でのＣＣＡの失敗にもかかわらず（たとえば、図５を参照して説明さ
れたＣＣＡの失敗のようなＣＣＡの失敗にもかかわらず）、１つまたは複数の物理キャリ
アがクロススケジューリングされることが可能である物理キャリアに対してＣＣＡがパス
するか失敗するかに応じて、１つまたは複数の物理キャリアの各々がクロスキャリアスケ
ジューリングまたは同一キャリアスケジューリングされ得るように、１つまたは複数の物
理キャリアの各々は、クロスキャリアスケジューリングに加えて同一キャリアスケジュー
リングをサポートするように構成され得る。ＵＥは次いで、１つまたは複数の物理キャリ
アを動的にスケジューリングするために使用される制御情報について複数の物理キャリア
（たとえば、第１の物理キャリアと第２の物理キャリアとを含む２つ以上の物理キャリア
）を監視するように構成され得る。したがって、たとえば、第１の物理キャリアおよび第
２の物理キャリアは、第１の物理キャリアのためのダウンリンク制御送信について監視さ
れ得る。
【００６１】
　[0097]１つまたは複数の物理キャリアを動的にスケジューリングするために使用される
制御情報について複数の物理キャリアを監視することは、アップリンクスケジューリング
とダウンリンクスケジューリングの両方の状況で、また、準持続的スケジューリング（Ｓ
ＰＳ：semi-persistent acheduling）の状況で使用されてよい。
【００６２】
　[0098]図６Ａは、第１の物理キャリア（たとえば、ＣＣ１）および第２の物理キャリア
（たとえば、ＣＣ２）が第１の物理キャリアのためのダウンリンク制御送信について監視
され得る、第１の例６００を示す。具体的には、ＣＣ１のＥＰＤＣＣＨリソース６１０（
たとえば、制御チャネル）は、所与のサブフレーム６０５におけるＣＣ１上での送信（た
とえば、ＰＤＳＣＨ送信）のためのダウンリンク制御送信を搬送することができ、または
、ＣＣ２のＥＰＤＣＣＨリソース６１５は、所与のサブフレーム６０５におけるＣＣ１上
での送信（たとえば、ＰＤＳＣＨ送信）のためのダウンリンク制御送信を搬送することが
できる。したがって、ＵＥは、ＣＣ１のためのダウンリンク制御送信について、第１の物
理キャリアと第２の物理キャリアの両方を監視することができる。所与のサブフレーム６
０５において、ＵＥは、ＣＣ１上でのＰＤＳＣＨ送信のためのダウンリンク制御送信がＣ
Ｃ１のＥＰＤＣＣＨリソース６１０またはＣＣ２のＥＰＤＣＣＨリソース６１５を使用し
てスケジューリングされたことを知り得る。別のサブフレームにおいて、ＵＥは、ＣＣ１
のためのダウンリンク制御送信が前のサブフレームと同じまたは異なるＥＰＤＣＣＨリソ
ース（たとえば、ＣＣ１のＥＰＤＣＣＨリソース６１０またはＣＣ２のＥＰＤＣＣＨリソ
ース６１５）を使用してスケジューリングされたことを知り得る。いくつかの場合、ダウ
ンリンク制御送信が搬送されるＥＰＤＣＣＨリソース６１０または６１５の識別情報は、
ＣＣＡがＣＣ１および／もしくはＣＣ２に対して成功したかどうか、ならびに／または、
ＣＣ１および／もしくはＣＣ２と関連付けられる干渉のレベルに依存し得る。
【００６３】
　[0099]いくつかの場合、第１の物理キャリアおよび／または第２の物理キャリアはまた
、第２の物理キャリアのためのダウンリンク制御送信について監視され得る。たとえば、
ＣＣ１のＥＰＤＣＣＨリソース６１０はさらにまたは代替的に、所与のサブフレーム６０
５におけるＣＣ２上での送信（たとえば、ＰＤＳＣＨ送信）のためのダウンリンク制御送
信を搬送することができ、および／または、ＣＣ２のＥＰＤＣＣＨリソース６１５はさら
にまたは代替的に、所与のサブフレーム６０５におけるＣＣ２上での送信（たとえば、Ｐ
ＤＳＣＨ送信）のためのダウンリンク制御送信を搬送することができる。したがって、Ｕ
Ｅは、ＣＣ２のためのダウンリンク制御送信について、第１の物理キャリアと第２の物理
キャリアの両方を監視することができる。
【００６４】
　[0100]例として、図６Ａは、第１の物理キャリア（たとえば、ＣＣ１）または第２の物
理キャリア（たとえば、ＣＣ２）の少なくとも１つが複数の異なる物理キャリア（たとえ
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ば、ＣＣ１およびＣＣ２のためのＥＰＤＣＣＨ）のための制御チャネルを含み得る例６０
０を示す。しかしながら、いくつかの場合、図６Ｂを参照して説明されるように、別々の
制御チャネルが各物理キャリアに対して提供され得る。
【００６５】
　[0101]図６Ｂは、第１の物理キャリア（たとえば、ＣＣ１）および第２の物理キャリア
（たとえば、ＣＣ２）が第１の物理キャリアのためのダウンリンク制御送信について監視
され得る、第２の例６５０を示す。具体的には、ＣＣ１のＥＰＤＣＣＨリソース６６０は
、所与のサブフレーム６５５におけるＣＣ１上での送信（たとえば、ＰＤＳＣＨ送信）の
ためのダウンリンク制御送信を搬送することができ、または、ＣＣ２のＥＰＤＣＣＨリソ
ース６６５は、所与のサブフレーム６５５におけるＣＣ１上での送信（たとえば、ＰＤＳ
ＣＨ送信）のためのダウンリンク制御送信を搬送することができる。したがって、ＵＥは
、ＣＣ１のためのダウンリンク制御送信について、第１の物理キャリアと第２の物理キャ
リアの両方を監視することができる。所与のサブフレーム６５５において、ＵＥは、ＣＣ
１上でのＰＤＳＣＨ送信のためのダウンリンク制御送信がＣＣ１のＥＰＤＣＣＨリソース
６６０またはＣＣ２のＥＰＤＣＣＨリソース６６５を使用してスケジューリングされたこ
とを知り得る。別のサブフレームにおいて、ＵＥは、ＣＣ１のためのダウンリンク制御送
信が前のサブフレームと同じまたは異なるＥＰＤＣＣＨリソース（たとえば、ＣＣ１のＥ
ＰＤＣＣＨリソース６６０またはＣＣ２のＥＰＤＣＣＨリソース６６５）を使用してスケ
ジューリングされたことを知り得る。いくつかの場合、ダウンリンク制御送信が搬送され
るＥＰＤＣＣＨリソース６６０または６６５の識別情報は、ＣＣＡがＣＣ１および／もし
くはＣＣ２に対して成功したかどうか、ならびに／または、ＣＣ１および／もしくはＣＣ
２と関連付けられる干渉のレベルに依存し得る。
【００６６】
　[0102]いくつかの場合、第１の物理キャリアおよび／または第２の物理キャリアはまた
、第２の物理キャリアのためのダウンリンク制御送信について監視され得る。たとえば、
ＣＣ１の第２のＥＰＤＣＣＨリソース６７０は、所与のサブフレーム６５５におけるＣＣ
２上での送信（たとえば、ＰＤＳＣＨ送信）のためのダウンリンク制御送信を搬送するこ
とができ、または、ＣＣ２の第２のＥＰＤＣＣＨリソース６７５は、所与のサブフレーム
６５５におけるＣＣ２上での送信（たとえば、ＰＤＳＣＨ送信）のためのダウンリンク制
御送信を搬送することができる。したがって、ＵＥは、ＣＣ２のためのダウンリンク制御
送信について、第１の物理キャリアと第２の物理キャリアの両方を監視することができる
。
【００６７】
　[0103]いくつかの場合、ＥＰＤＣＣＨリソース６６０、６６５、６７０、および／また
は６７５はＰＤＣＣＨリソースであり得る。
【００６８】
　[0104]図６Ａおよび／または図６Ｂを参照して説明される技法は、送信デバイスがアク
セス権をめぐって争う共有スペクトラム（たとえば、免許不要スペクトラムまたは共有ス
ペクトラム）中の物理キャリアとともに物理キャリアがクロスキャリアスケジューリング
されるときには、特に有用であり得る。送信デバイスが保証されたアクセス権を有する帯
域中の（たとえば、免許スペクトラムおよび／またはＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ帯域中の）物理
キャリアとともに物理キャリアがクロスキャリアスケジューリングされるとき、図６Ａお
よび／または図６Ｂを参照して説明される技法は望ましくないことがある。
【００６９】
　[0105]ＵＥが第１の物理キャリアのためのダウンリンク制御送信について第１の物理キ
ャリアと第２の物理キャリアの両方を監視するように構成されるとき、ＵＥがダウンリン
ク制御送信のために単一の物理キャリアだけを監視するように構成されるときに実行され
るであろうものと同一または同様の、ブラインド復号の最大の数を維持するのが望ましい
ことがある。ブラインド復号の適切な最大の数を維持しながら、第１の物理キャリアまた
は第２の物理キャリアを通じたスケジューリングの柔軟性も提供するために、様々な技法
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が利用され得る。第１の技法は、第１の物理キャリアおよび第２の物理キャリアを、可能
なダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）フォーマットの共通のセット（および場合によっては
適切な数の可能なＤＣＩフォーマット）および／または可能なＤＣＩサイズの共通のセッ
ト（および場合によっては適切な数の可能なＤＣＩサイズ）と関連付けることを含み得る
。第１の物理キャリアのためのダウンリンク制御送信は次いで、可能なＤＣＩフォーマッ
トの共通のセットおよび／または可能なＤＣＩサイズの共通のセットに基づいてブライン
ド復号され得る。第２の技法は、異なる物理キャリアの制御チャネルの間で物理チャネル
の制御リソースの同じセットを共有することを含み得る。第３の技法は、第１の物理キャ
リアと第２の物理キャリアとの間のクロスキャリアスケジューリングに基づいて、第１の
物理キャリアまたは第２の物理キャリアの少なくとも１つの上でのダウンリンク制御送信
のために実行されるブラインド復号の数を制約することを含み得る。第４の技法は、ダウ
ンリンク制御送信が異なる物理キャリア上での送信をスケジューリングするために使用さ
れるとき、第１の物理キャリアまたは第２の物理キャリアの少なくとも１つと関連付けら
れる可能なＤＣＩフォーマットのセットおよび／または可能なＤＣＩサイズのセットを制
約することを含み得る。可能なＤＣＩフォーマットの制約されたセットおよび／または可
能なＤＣＩサイズのセットは次いで、ブラインド復号の数を制約し得る（たとえば、多入
力多出力（ＭＩＭＯ）システムにおける３つのＤＣＩサイズへの制約は、ブラインド復号
の数を約６０に制約することがあり、一方、非ＭＩＭＯシステムにおける２つのＤＣＩサ
イズへの制約は、ブラインド復号の数を約４４に制約することがある）。
【００７０】
　[0106]適切な数のブラインド復号を維持するための第１の技法（すなわち、第１の物理
キャリアおよび第２の物理キャリアを、可能なＤＣＩフォーマットの共通のセットおよび
／または可能なＤＣＩサイズの共通のセットと関連付けること）が、以下でさらに詳しく
説明される。
【００７１】
　[0107]ワイヤレス通信システム中の複数のＵＥの各々は、各物理キャリアのためのダウ
ンリンク送信モード（ＴＭ）によって別々に構成されてよく、各ダウンリンクＴＭは、Ｄ
ＣＩフォーマットのセットと関連付けられてよい。たとえば、ダウンリンク送信モード１
０（ＴＭ１０）は、ＤＣＩフォーマット１ＡおよびＤＣＩフォーマット２Ｄと関連付けら
れ得る。特定のＵＥおよび特定の物理チャネルのためのＤＣＩフォーマットのＤＣＩサイ
ズは、ＤＣＩフォーマット自体および／または様々な他の要因に依存し得る。他の要因は
、システム帯域幅、ＤＣＩフォーマットが別のＤＣＩフォーマットとサイズが一致してい
るかどうか、および／または、特定のＵＥおよび特定の物理チャネルのためのＤＣＩフォ
ーマットに対して有効にされる機能のセットを含み得る。有効にされる機能のセットは、
たとえば、非周期的なサウンディング参照信号（ＳＲＳ）のトリガ、クロスキャリアスケ
ジューリング、１つまたは複数のチャネル状態情報（ＣＳＩ）プロセス）を含む多地点協
調（ＣｏＭＰ）、ＵＥ固有探索空間（ＵＳＳ）、共通探索空間（ＣＳＳ）、アンテナポー
トの数などを含み得る。したがって、同じ帯域幅およびダウンリンクＴＭのもとでも、２
つの異なる物理キャリアによって使用されるＤＣＩフォーマットに対するＤＣＩサイズは
異なり得る。
【００７２】
　[0108]ＤＣＩフォーマットに対するＤＣＩサイズの数がより多いことは、実行され得る
ブラインド復号の最大の数を増やし、ＵＥが物理キャリアのためのダウンリンク制御送信
のために２つ以上の物理キャリアを監視するように構成されるときに、探索空間の共有を
防ぎ得る。しかしながら、可能なＤＣＩフォーマットとＤＣＩサイズの共通のセット（お
よび場合によっては適切な数の可能なＤＣＩフォーマットとＤＣＩサイズ）の使用が特定
のＵＥによる使用のために構成されるすべての物理キャリアに対して強制される場合、特
定のＵＥによって実行されるブラインド復号の最大の数は減らされ得る。
【００７３】
　[0109]いくつかの場合、すべての物理キャリアにわたる可能なＤＣＩフォーマットおよ
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びＤＣＩサイズの共通のセットの使用は、制約が多すぎることがある（たとえば、２つ以
上の物理キャリアが異なるシステム帯域幅を有するとき）。これらの場合、ＤＣＩサイズ
のマッチングがグループ中の２つ以上の物理キャリアにわたって実行されてよく、クロス
キャリア送信が物理キャリアのそのグループについて許可され得る。この点で、図７は、
複数の物理キャリア（たとえば、ＣＣ１、ＣＣ２、…、ＣＣ５）の例７００を示す。物理
キャリアＣＣ１およびＣＣ２は、クロスキャリアスケジューリングの目的で第１のグルー
プ（たとえば、グループ１）へとグループ化されてよく、グループ１内でＤＣＩサイズの
マッチングが行われ得る。物理キャリアＣＣ３、ＣＣ４、およびＣＣ５は、クロスキャリ
アスケジューリングの目的で第２のグループ（たとえば、グループ２）へとグループ化さ
れてよく、グループ２内でＤＣＩサイズのマッチングが行われ得る。いくつかの場合、よ
り多数または少数のグループが形成され得る。いくつかの場合、１つまたは複数の物理キ
ャリアはグループ化されないことがある。例として、物理キャリアＣＣ１～ＣＣ５の各々
は、そのグループ中の物理キャリアの各々によって共有される制御チャネルを有するもの
として示されている。他の実施形態では、物理キャリアの各々は、そのグループ中の物理
キャリアの各々に対して別々の制御チャネルを有し得る。例として、制御チャネルは、Ｅ
ＰＤＣＣＨ制御チャネルであるものとして示されている。代替的な実施形態では、制御チ
ャネルは、ＰＤＣＣＨまたは他のタイプの制御チャネルの形態をとり得る。
【００７４】
　[0110]適切な数のブラインド復号を維持する（すなわち、異なる物理キャリアの制御チ
ャネルの間で物理チャネルの制御リソースの同じセットを共有する）ための第２の技法の
例が図６Ａおよび／または図７に示されており、共有される制御リソースのセットはＥＰ
ＤＣＣＨリソースの共有されるセットを含む。
【００７５】
　[0111]適切な数のブラインド復号を維持するための（すなわち、第１の物理キャリアと
第２の物理キャリアとの間のクロスキャリアスケジューリングに基づいて、第１の物理キ
ャリアまたは第２の物理キャリアの少なくとも１つの上でのダウンリンク制御送信のため
に実行されるブラインド復号の数を制約する）ための第３の技法が、以下でさらに詳しく
説明される。第３の技法は、異なるＤＣＩサイズのもとでのブラインド復号の数を減らす
際に、および／または誤った警告の確率（たとえば、特定の物理キャリアのためのダウン
リンク制御送信として送信を誤って特定する確率）を下げるために有用であり得る。
【００７６】
　[0112]いくつかの場合、ダウンリンク制御送信のために実行されるブラインド復号の数
は、第１の物理キャリアと第２の物理キャリアの少なくとも１つの上でのダウンリンク制
御送信について、制約された数の復号候補を監視することによって、制約され得る。制約
された数の復号候補は、第１の物理キャリアと第２の物理キャリアとの間のクロスキャリ
アスケジューリングに基づき得る。第１の物理キャリアまたは第２の物理キャリアの少な
くとも１つの上でのダウンリンク制御送信のために実行されるブラインド復号の数は、さ
らに、または代替的に、第１の物理キャリアと第２の物理キャリアとの間のクロスキャリ
アスケジューリングに基づいてダウンリンク制御送信について制約された数のリソースセ
ットを監視することによって、制約され得る。第１の物理キャリアまたは第２の物理キャ
リアの少なくとも１つの上でのダウンリンク制御送信のために実行されるブラインド復号
の数は、さらに、または代替的に、第１の物理キャリアと第２の物理キャリアとの間のク
ロスキャリアスケジューリングに基づいて制約されたサイズを有する少なくとも１つのリ
ソースセットを監視することによって、制約され得る。
【００７７】
　[0113]図８は、第１の物理キャリア（たとえば、ＣＣ１）および第２の物理キャリア（
たとえば、ＣＣ２）が第１の物理キャリアのためのダウンリンク制御送信について監視さ
れ得る、例８００を示す。具体的には、ＣＣ１の第１のＥＰＤＣＣＨリソース８１０（た
とえば、第１のリソースセット）または第２のＥＰＤＣＣＨリソース８１５（たとえば、
第２のリソースセット）のいずれかが、所与のサブフレーム８０５におけるＣＣ１上での
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送信（たとえば、ＰＤＳＣＨ送信）のためのダウンリンク制御送信を搬送することができ
る。代替的に、ＣＣ２のＥＰＤＣＣＨリソース８２５（たとえば、第２のＥＰＤＣＣＨリ
ソース８２５またはＣＣ２のリソースセット）が、所与のサブフレーム８０５におけるＣ
Ｃ１上での送信（たとえば、ＰＤＳＣＨ送信）のためのダウンリンク制御送信を搬送する
ことができる。したがって、ＵＥは、ＣＣ１の第１のＥＰＤＣＣＨリソース８１０と第２
のＥＰＤＣＣＨリソース８１５の両方を監視することがあるが、ＣＣ１のためのダウンリ
ンク制御送信についてはＣＣ２の第２のＥＰＤＣＣＨリソース８２５しか監視しないこと
がある。所与のサブフレーム８０５において、ＵＥは、ＣＣ１上でのＰＤＳＣＨ送信のた
めのダウンリンク制御送信がＣＣ１の第１のＥＰＤＣＣＨリソース８１０、ＣＣ１の第２
のＥＰＤＣＣＨリソース８１５、またはＣＣ２の第２のＥＰＤＣＣＨリソース８２５を使
用してスケジューリングされたことを知り得る。別のサブフレームにおいて、ＵＥは、Ｃ
Ｃ１のためのダウンリンク制御送信が前のサブフレームと同じまたは異なるＥＰＤＣＣＨ
リソースを使用してスケジューリングされたことを知り得る。いくつかの場合、ダウンリ
ンク制御送信が搬送されるＥＰＤＣＣＨリソース８１０、８１５、または８１０の識別情
報は、ＣＣＡがＣＣ１および／もしくはＣＣ２に対して成功したかどうか、ならびに／ま
たは、ＣＣ１および／もしくはＣＣ２と関連付けられる干渉のレベルに依存し得る。
【００７８】
　[0114]いくつかの場合、第１の物理キャリアおよび／または第２の物理キャリアはまた
、第２の物理キャリアのためのダウンリンク制御送信について監視され得る。たとえば、
ＣＣ１の第２のＥＰＤＣＣＨリソース８１５が、所与のサブフレーム８０５におけるＣＣ
２上での送信（たとえば、ＰＤＳＣＨ送信）のためのダウンリンク制御送信を搬送するこ
とができる。代替的に、ＣＣ２の第１のＥＰＤＣＣＨリソース８２０または第２のＥＰＤ
ＣＣＨリソース８２５が、所与のサブフレーム８０５におけるＣＣ２上での送信（たとえ
ば、ＰＤＳＣＨ送信）のためのダウンリンク制御送信を搬送することができる。したがっ
て、ＵＥは、ＣＣ２のためのダウンリンク制御送信について、第１の物理キャリアと第２
の物理キャリアの両方を監視することができる。
【００７９】
　[0115]いくつかの場合、ＥＰＤＣＣＨリソース６６０、６６５、６７０、および／また
は６７５はＰＤＣＣＨリソースであり得る。
【００８０】
　[0116]適切な数のブラインド復号を維持する（すなわち、ダウンリンク制御送信が異な
る物理キャリア上での送信をスケジューリングするために使用されるとき、第１の物理キ
ャリアまたは第２の物理キャリアの少なくとも１つと関連付けられる可能なＤＣＩフォー
マットのセットおよび／または可能なＤＣＩサイズのセットを制約する）ための第４の技
法の例も、図８を参照して説明され得る。たとえば、ＵＥは、ダウンリンクグラントとア
ップリンクグラントの両方と関連付けられるＤＣＩ（たとえば、ＤＣＩフォーマット１Ａ
、２Ｄ、０、および４）についてはＣＣ１を監視し得るが、アップリンクグラントと関連
付けられるＤＣＩ（たとえば、ＤＣＩフォーマット０および４）についてはＣＣ２しか監
視しないことがあり、ＤＣＩフォーマット１Ａおよび２Ｄと関連付けられるＤＣＩについ
てはＣＣ２を監視するのを控え得る。別の例では、ＵＥは、ＭＩＭＯと関連付けられる（
または関連付けられない）ＤＣＩフォーマットを伴うＣＣ１および／またはＣＣ２だけを
監視し得る。このようにして、ブラインド復号の数は、別個のＤＣＩサイズがあっても制
約され得る。同じＤＣＩサイズが存在しても、この制約は誤った警告の確率を下げるのを
助け得る。ブラインド復号の数はさらに、たとえばＵＥがＳＰＳによって構成されないと
きにＤＣＩフォーマット１Ａと関連付けられるＤＣＩについてＣＣ１だけを監視すること
によって、ＵＥがＳＰＳによって構成されないとき、制約され得る。
【００８１】
　[0117]ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａシステムのようなワイヤレス通信システムでは、ＵＥは、場
合によっては、システム情報ブロードキャストについて一次コンポーネントキャリア（Ｐ
ＣＣ）を監視し、および／またはシステム情報を搬送する専用のシグナリングを受信する
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ことがある。いくつかの場合、ＵＥは、少なくとも１つの二次コンポーネントキャリア（
ＳＣＣ）を通じて送信または受信する前に、ＰＣＣおよび／または専用のシグナリングを
介してシステム情報を受信することが必要であり得る。しかしながら、ＰＣＣの使用がＣ
ＣＡを条件とする場合、システム情報の配信は遅延を受けることがある（しかし、ＳＣＣ
システム情報はそれでも、専用のシグナリングを使用してＳＣＣ　ＰＤＳＣＨによって配
信され得る）。
【００８２】
　[0118]別の物理キャリア上でのＣＣＡの失敗にもかかわらず（たとえば、図５を参照し
て説明されたＣＣＡの失敗のようなＣＣＡの失敗にもかかわらず）１つまたは複数の物理
キャリア（たとえば、１つまたは複数のＣＣ）のためのシステム情報の受信を可能にする
ために、物理キャリアのためのシステム情報が専用のシグナリングを介して送受信されて
よく、および／または、クロスキャリアシステム情報ブロードキャストが有効にされてよ
い。
【００８３】
　[0119]いくつかの場合、専用のシグナリングを介したシステム情報の送受信は、物理キ
ャリアの共有データチャネル（たとえば、ＰＤＳＣＨ）を通じた専用のシグナリングを介
して物理キャリア（たとえば、ＰＣＣまたはＳＣＣ）のためのシステム情報を送信するこ
とによって、提供され得る。ＵＥは次いで、物理キャリアの共有データチャネルを監視し
、物理キャリアの共有データチャネルを通じた専用のシグナリングを介して物理キャリア
のためのシステム情報を受信することができる。
【００８４】
　[0120]いくつかの場合、ＵＥは、専用のシグナリングのためにどの物理キャリアを使用
するかを決定するために、過去のＣＣＡの成績またはシステム情報の配信の履歴を監視す
ることができる。たとえば、物理キャリア（たとえば、ＰＣＣまたはＳＣＣ）のＣＣＡの
成績が１つまたは複数のＣＣＡの失敗（たとえば、最近のＣＣＡの失敗）と関連付けられ
るとき、別の物理キャリア（たとえば、ＰＣＣまたはＳＣＣの他方）の共有データチャネ
ルがシステム情報の専用のシグナリングのために使用されてよく、他の物理キャリアの共
有データチャネルが、第２の物理キャリアのためのシステム情報について監視されてよい
。
【００８５】
　[0121]クロスキャリアシステム情報ブロードキャストは、キャリアグループ中の他の物
理キャリアの各々を通じた、キャリアグループ中のある数の物理キャリアの各々のための
システム情報のブロードキャストである。したがって、第１の物理キャリアのためのシス
テム情報ブロードキャストは、第１の物理キャリアと第２の物理キャリアの両方を通じて
、場合によってはキャリアグループ中の他の物理キャリアを通じてブロードキャストされ
てよい。
【００８６】
　[0122]クロスキャリアシステム情報ブロードキャストは、すべての物理キャリアに対し
て、または特定のキャリアグループ中の物理キャリアのすべてに対して（たとえば、図７
を参照して説明されたキャリアグループの一方または両方に対してなど、グループごとに
）有効にされ得る。いくつかの場合、キャリアグループ内の物理キャリアは、少なくとも
１つのＰＣＣと少なくとも１つのＳＣＣとを含み得る。いくつかの場合、システム情報ブ
ロードキャストは、物理ブロードキャストチャネル（たとえば、ＰＢＣＨ）を通じて送信
され得る。
【００８７】
　[0123]たとえば図６Ａおよび／または図６Ｂを参照して説明されたように、１つまたは
２つのリソースセットがダウンリンク制御送信またはＤＣＩのための共通探索空間（ＣＳ
Ｓ）として使用されるとき、１つまたは２つのリソースセットのサイズの組合せは限られ
ていることがある。たとえば、１つまたは２つのリソースセットのサイズは、一方のリソ
ースセットが４個の物理リソースブロック（ＰＲＢ）ペアを含み他方のリソースセットが
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８つのＰＲＢペアを含む組合せのような、１つの固定された組合せに限られていることが
ある。いくつかの場合、ＣＳＳのリソースセットまたはＰＲＢペアの位置（たとえば、周
波数位置）は、少なくとも１つのリソースセットを使用して情報を送信するセルのセル識
別子（ＩＤ）に基づき得る。たとえば、２０メガヘルツ（ＭＨｚ）システムの周波数イン
ターリーブされた構造では、４個のＰＲＢペアがＰＲＢインデックス０、３０、６０、お
よび９０に配置されてよく、８つのＰＲＢペアが第１のセルＩＤに対してＰＲＢインデッ
クス１、１３、２５、３７、５５、６７、７９、および９１に（中間の６個のＰＲＢは避
けられる）、第２のセルＩＤに対してＰＲＢインデックス２、１４、２６、３８、５６、
６８、８０、および９２に配置されてよい。周波数ダイバーシティを利用し、ＬＴＥの８
０％の占有帯域幅の閾値を満たすために、ＰＲＢペアの周波数位置は、所与の帯域幅の少
なくとも端を占有し得る。
【００８８】
　[0124]いくつかの場合、ＣＳＳとして使用されるリソースセットのサイズおよび位置は
ＵＥに示され得る。たとえば、サイズおよび位置は、ＥＰＢＣＨを介してＵＥにブロード
キャストされ得る。代替的に、ＵＥは、リソースセットのサイズと位置とを決定するため
に、ある数のブラインド復号を実行することができる。
【００８９】
　[0125]いくつかの場合、ＥＰＤＣＣＨ（またはＰＤＣＣＨ）の容量を扱うためのＣＳＳ
およびＵＳＳリソースセットと、ＣＳＳおよびＵＳＳの中のＵＥによって監視されるリソ
ースセットの総数との間には、相互作用があり得る。たとえば、３つ以上のＥＰＤＣＣＨ
リソースセットがＵＥごとにサポートされてよく、リソースセットごとに最大で８つのＰ
ＲＢペアがある。この例では、第１のリソースセットはＣＳＳの一部であってよく、第２
および第３のリソースセットはＵＳＳの一部であってよい。第１のリソースセットは、ユ
ニキャストトラフィックとともに他のトラフィックを搬送することができる。第２の例で
は、２つのＥＰＤＣＣＨリソースセットがＵＥごとにサポートされてよく、少なくとも１
つのリソースセットは８つよりも多くのＰＲＢペアを有する。この例では、第１のリソー
スセットはＣＳＳの一部であってよく、第２のリソースセットはＵＳＳの一部であってよ
い。第１のリソースセットは最大で８つのＰＲＢペア（たとえば、２個、４個、または８
つのＰＲＢペア）を含んでよく、第２のリソースセットは最大で１６個のＰＲＢペア（た
とえば、２個、４個、８つ、または１６個のＰＲＢペア）を含んでよい。代替的に、およ
びさらなる例として、第１のリソースセットおよび第２のリソースセットは各々、最大で
１６個のＰＲＢペアまたは最大で１２個のＰＲＢペアを含み得る。第３の例では、ＥＰＤ
ＣＣＨリソースセットの数はシステム帯域幅に依存し得る。この例では、最大で８つのＰ
ＲＢペアを各々有する２つのリソースセットが、１０ＭＨｚ以下のシステム帯域幅に対し
て維持されてよく、１０ＭＨｚを超えるシステム帯域幅に対しては、この段落の最初の２
つの例を参照して説明されたように構成される２つまたは３つのリソースセットが維持さ
れてよい。
【００９０】
　[0126]ＵＥの観点からは、先行する段落において説明されたリソースセットの数を仮定
すると、ＵＥは、１つのＣＳＳ　ＥＰＤＣＣＨリソースセットと最大で２つのＵＳＳ　Ｅ
ＰＤＣＣＨリソースセットとを監視することができ、または、最大で２つのＣＳＳ　ＥＰ
ＤＣＣＨリソースセットと最大で２つのＵＳＳ　ＥＰＤＣＣＨリソースセットとを監視す
ることができる。ＵＥのためのＣＳＳリソースセットおよびＵＳＳリソースセットは、別
々であってよく、または一緒であってよい。後者の場合、先行する段落において説明され
たリソースセットの数を仮定すると、ＵＥは、１つのＣＳＳ＋ＵＳＳ　ＥＰＤＣＣＨリソ
ースセットと最大で１つのＵＳＳ　ＥＰＤＣＣＨリソースセットとを監視することができ
る。代替的に、ＵＥは、２つのＣＳＳ＋ＵＳＳ　ＥＰＤＣＣＨリソースセットを監視する
ことができる。ＣＳＳ　ＥＰＤＣＣＨリソースセットおよびＵＳＳ　ＥＰＤＣＣＨリソー
スセットは、部分的に重複することがあり、または完全に重複することがある。
【００９１】
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　[0127]図９Ａは、重複しないＣＳＳリソースセットとＵＳＳリソースセットの例９００
を示す。具体的には、ＣＳＳリソースセットはある周波数帯域のバンド９１０と、９２０
と、９３０と、９４０とを占有し、第１のＵＳＳリソースセットはその周波数帯域のバン
ド９１５と９３５とを占有し、第２のＵＳＳリソースセットはその周波数帯域のバンド９
０５と９２５とを占有する。対照的に、図９Ｂは、完全に重複したＣＳＳリソースセット
とＵＳＳリソースセットの例９５０を示す。具体的には、ＣＳＳリソースセットおよび第
１のＵＳＳリソースセットはある周波数帯域のバンド９５５と、９６５と、９７０と、９
８０とを占有し、第２のＵＳＳリソースセットはその周波数帯域のバンド９６０と９７５
とを占有する。例９００および９５０では、すべてのＵＥがＣＳＳリソースセットを監視
し得るが、異なるＵＥは異なるＵＥリソースセットを監視し得る。
【００９２】
　[0128]ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａシステムでは、アップリンクグラントの中のダウンロード割
当てインデックス（ＤＡＩ）は、所与の関連付けセット内でスケジューリングされるダウ
ンリンクサブフレームの総数を示し得る。関連付けセットは、所与のアップリンクサブフ
レームからの確認応答（ＡＣＫ）／否定確認応答（ＮＡＣＫ）フィードバックを要求する
ダウンリンクサブフレームのセットである。ＤＡＩは、関連付け（association）セット
のための１つまたは複数のダウンリンクグラントをＵＥが逃したかどうかを検出する際に
、ＵＥを助け得る。物理キャリアがクロススケジューリングされ、送信デバイスが共有ス
ペクトラム中の物理キャリアへのアクセス権をめぐって争う、システム（たとえば、免許
不要スペクトラムおよび／または共有スペクトラムのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａシステム）では
、所与の物理キャリアのために基地局によって実行される、ＣＣＡ、またはＥＣＣＡ動作
の一部としてのＣＣＡが成功したかどうかをＵＥに示すことが有用であり得る。したがっ
て、いくつかの場合、基地局は、共有スペクトラムの第１の物理キャリアを通じて、共有
スペクトラムの第２の物理キャリアのために基地局によって実行されたＣＣＡが成功した
かどうかの指示をＵＥに送信することができる。
【００９３】
　[0129]物理キャリアのために基地局によって実行されたＣＣＡが成功したかどうかの基
地局の指示は、明示的または暗黙的であり得る。たとえば、特定の物理キャリアのために
基地局によって実行されたＣＣＡが成功したかどうかの明示的な指示は、別の物理キャリ
アと関連付けられるアップリンクグラント、ブロードキャスト信号、またはＵＥ固有信号
の１ビットによって与えられる指示を含み得る。特定の物理キャリアのために基地局によ
って実行されたＣＣＡが成功したかどうかの暗黙的な指示は、たとえば、別の物理キャリ
アを使用して送信されるアップリンクグラントと関連付けられるＤＡＩを含み得る（たと
えば、ＣＣＡが失敗するとき、２ビットのＤＡＩは、ＣＣＡが失敗した物理キャリアの関
連付けセットのためにダウンリンクサブフレームがスケジューリングされないことを示す
ために、バイナリ１１に設定され得る）。いくつかの例では、チャネルが利用可能である
ことをＣＣＡが示す場合、ＣＣＡを含むフレーム中の参照信号に基づいて、ＣＳＩが測定
および／または報告され得る。いくつかの場合、チャネルが利用可能ではないことをＣＣ
Ａが示す場合、ＣＳＩは前のフレームに基づいて測定および／もしくは報告されてよく、
またはＣＣＡを含むそのフレームに対しては省略されてよい。
【００９４】
　[0130]ＵＥは、２つ以上の物理キャリアのためのＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を搬送するよう
に構成されるアップリンクサブフレームの中の全体のＡＣＫ／ＮＡＣＫペイロードサイズ
を決定するために、物理キャリアのために実行されたＣＣＡが成功したかどうかの指示を
使用することができる。たとえば、ＵＥが５つの物理キャリアを使用するように構成され
るが、基地局によって実行されたＣＣＡがそれらの物理キャリアのうちの３つだけに対し
て成功する場合、５つの物理キャリアのための情報に確認応答／否定確認応答するように
構成されるアップリンクサブフレーム中のＡＣＫ／ＮＡＣＫペイロードサイズは、ＣＣＡ
が成功した３つの物理キャリアのためのＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報に基づいて決定され得る。
【００９５】
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　[0131]図１０は、物理キャリアＣＣ１～ＣＣ５のためのＣＣＡ成功の指示の例１０００
ブロードキャストを示す。具体的には、各物理キャリアはＮ－１個のビットのセットを搬
送することができ、ＮはＣＣＡ成功の指示が送信されている物理キャリアのグループ中の
物理キャリアの数である。例１０００では、Ｎ＝５であるので、各物理キャリアは、グル
ープ中の他の物理キャリアのために実行されるＣＣＡの成功または失敗を示すための４ビ
ットを含み得る。各ビットは、物理キャリアのそれぞれ１つに対してＣＣＡが成功したと
きに論理「１」をとることができ、物理キャリアのそれぞれ１つに対してＣＡが失敗した
ときに論理「０」をとることができる。４ビットのセットが搬送される物理キャリアのた
めにビットが含まれる必要はなく、それは、４ビットのセットを搬送する物理キャリアの
ためのＣＣＡの成功は暗黙的に知られているからである。図１０に示される例１０００で
は、ＣＣＡは、物理キャリアＣＣ１、ＣＣ２、およびＣＣ４に対して成功するので、関連
するＣＣＡの成功と失敗とを示すＮ－１ビットのセット１００５、１０１０、または１０
１５は、物理キャリアＣＣ１、ＣＣ２、およびＣＣ４の各々を通じて送信される。Ｎ－１
ビットのそれぞれのセットは、ＣＣＡが実行される各サブフレームに対して提供され得る
。
【００９６】
　[0132]免許不要スペクトラムにおいて、チャネルに対する規定された占有帯域幅の閾値
があり得る。占有帯域幅の閾値は、規制当局（たとえば、連邦通信委員会）によって課さ
れ得る。占有帯域幅は、０．５％のエネルギーから９９．５％のエネルギーまでの周波数
スイープ（sweep）として定義される。占有帯域幅の閾値は、たとえば、占有帯域幅がノ
ミナルの帯域幅の８０％以上である必要があることを示し得る。限られた数のＵＥだけが
ダウンリンク送信のためにスケジューリングされ、それらの対応するダウンリンク送信が
占有帯域幅の閾値に従ってダウンリンクシステム帯域幅を埋めないとき、占有帯域幅の閾
値を満たすために、フレーム中の少なくとも１つの免許不要リソースを通じてフィラー信
号が送信され得る。いくつかの場合、フィラー信号は、チャネル使用ビーコン信号（ＣＵ
ＢＳ）のような所定のシーケンスを含み得る。
【００９７】
　[0133]他の実施形態では、占有帯域幅の閾値を満たせないことは、フレームのための占
有帯域幅の閾値を満たすようにフレームを通じて送信される少なくとも１つのチャネルの
帯域幅を増やすことによって、解消され得る。たとえば、トランスポートブロックサイズ
が多数のリソースを占有するように増やされ得るように、変調次数（modulation order）
またはコードレートが下げられ得る。
【００９８】
　[0134]他の実施形態では、占有帯域幅の閾値を満たせないことは、少なくとも１つのＵ
Ｅに探索空間リソース（たとえば、追加の探索空間リソース）を割り振ることによって解
消され得る。
【００９９】
　[0135]いくつかの場合、拡張／増強物理制御フォーマットインジケータチャネル（ＥＰ
ＣＦＩＣＨ）が、物理キャリアのブラインド復号の一部としてブラインド復号され得る。
ＥＰＣＦＩＣＨの一部分が、制御フォーマットインジケータ値を搬送するために使用され
得る。制御フォーマットインジケータ値は、物理キャリアを通じたダウンリンク送信のた
めに基地局によって使用されるであろうフレームのサブフレームの数を決定するために使
用され得る。いくつかの場合、追加のビットなどを通じて、ＣＵＢＳは、送信のために使
用されるべきサブフレームの数を示すために使用され得る。いくつかの場合、物理キャリ
アを通じたダウンリンク送信のために基地局によって使用されるであろうフレームのサブ
フレームの数は、１）ＵＥのスリープスケジュールを決定するために、または２）ＡＣＫ
／ＮＡＣＫ送信をスケジューリングするために、ＵＥによって使用され得る。
【０１００】
　[0136]例として、ＥＰＣＦＩＣＨは、フレームの最初のサブフレームの間に送受信され
てよく、いくつかの場合、フレームの最初のサブフレームの最初のシンボルにおいて送受
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信されてよい。代替的に、ＥＰＣＦＩＣＨは、フレームの最後のサブフレームの最後のシ
ンボルの間に送受信され得る。後者は、どれだけのダウンリンクサブフレームを基地局が
送信するかを基地局が先験的に知らないとき、送信の終わりまたは送信されるべき最後の
サブフレームを示すのに有用であり得る。さらに、ＣＵＢＳ信号は、送信の終わりを示す
ために、送信の終わりにおいて、または次のサブフレームの最初のシンボルのような次の
サブフレームにおいて送信され得る。
【０１０１】
　[0137]制御フォーマットインジケータ値のビット幅は、フレームの構造に基づき得る。
たとえば、フレームがＮ個のダウンリンクサブフレームを有する場合、ｌｏｇ2（Ｎ）個
のビットは、フレーム中の任意のあり得る数のスケジューリングされたダウンリンクサブ
フレームを基地局がＵＥに通知することを可能にする。
【０１０２】
　[0138]図１１は、それぞれの周期的なゲーティング間隔（またはフレーム）ｎ、ｎ＋１
、およびｎ＋２の間の、制御フォーマットインジケータ値１１０５、１１１０、および１
１１５の例示的な送信１１００を示す。００１という制御フォーマットインジケータ値は
、基地局がフレームの最初のサブフレームにダウンリンクサブフレームをスケジューリン
グしたことを示すことができ、０１０という制御フォーマットインジケータ値は、基地局
がフレームの最初のサブフレームおよび２番目のサブフレームにダウンリンクサブフレー
ムをスケジューリングしたことを示すことができ、以下同様である。
【０１０３】
　[0139]図１２Ａは、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するため
の装置１２１５のブロック図１２００を示す。いくつかの実施形態では、装置１２１５は
、図１、図２Ａ、および／または図２Ｂを参照して説明されたＵＥ１１５および／または
２１５の１つまたは複数の１つまたは複数の態様の例であり得る。装置１２１５はまた、
プロセッサであってよい。装置１２１５は、受信機モジュール１２１０、通信管理モジュ
ール１２２０、および／または送信機モジュール１２３０を含み得る。これらのコンポー
ネントの各々は互いに通信していることがある。
【０１０４】
　[0140]デバイス１２１５のコンポーネントは、ハードウェアにおいて適用可能な機能の
一部またはすべてを実行するように適応された１つまたは複数の特定用途向け集積回路（
ＡＳＩＣ）を使用して、個々にまたは集合的に実装され得る。代替的には、それらの機能
は、１つまたは複数の他の処理ユニット（またはコア）によって、１つまたは複数の集積
回路上で実行され得る。他の実施形態では、当技術分野において知られている任意の方式
でプログラムされ得る、他のタイプの集積回路（たとえば、ストラクチャード／プラット
フォームＡＳＩＣ、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、および他のセ
ミカスタムＩＣ）が使用され得る。各ユニットの機能はまた、全体的または部分的に、１
つまたは複数の汎用プロセッサまたは特定用途向けプロセッサによって実行されるように
フォーマットされた、メモリ内に具現化される命令によって実装され得る。
【０１０５】
　[0141]いくつかの実施形態では、受信機モジュール１２１０は、第１の無線周波数スペ
クトラムバンドおよび／または第２の無線周波数スペクトラムバンドの中で送信を受信す
るように動作可能な高周波（ＲＦ）受信機などのＲＦ受信機であるか、またはそれを含み
得る。いくつかの場合、第１の無線周波数スペクトラムバンドは免許無線周波数スペクト
ラムバンド（たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無線周波数スペクトラムバンド）であってよ
く、および／または、第２の無線周波数スペクトラムバンドは免許不要無線周波数スペク
トラムバンドであってよい。受信機モジュール１２１０は、図１、図２Ａ、および／また
は図２Ｂを参照して説明されたワイヤレス通信システム１００、２００、および／または
２５０の１つまたは複数の通信リンクのような、第１の無線周波数スペクトラムバンドお
よび／または第２の無線周波数スペクトラムバンドを含むワイヤレス通信システムの１つ
または複数の通信リンク（たとえば、物理チャネル）を通じて様々なタイプのデータおよ
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び／または制御信号（すなわち、送信）を受信するために使用され得る。
【０１０６】
　[0142]いくつかの実施形態では、送信機モジュール１２３０は、第１の無線周波数スペ
クトラムバンドおよび／または第２の無線周波数スペクトラムバンドにおいて送信するよ
うに動作可能なＲＦ送信機のようなＲＦ送信機であるか、またはそれを含み得る。送信機
モジュール１２３０は、図１、図２Ａ、および／または図２Ｂを参照して説明されたワイ
ヤレス通信システム１００、２００、および／または２５０の１つまたは複数の通信リン
クのような、ワイヤレス通信システムの１つまたは複数の通信リンク（たとえば、物理チ
ャネル）を通じて様々なタイプのデータおよび／または制御信号（すなわち、送信）を送
信するために使用され得る。
【０１０７】
　[0143]いくつかの実施形態では、通信管理モジュール１２２０は、第１の無線周波数ス
ペクトラムバンドおよび／または第２の無線周波数スペクトラムバンドを通じたワイヤレ
ス通信を管理するために使用され得る。たとえば、通信管理モジュール１２２０は、第１
の無線周波数スペクトラムバンドと第２の無線周波数スペクトラムバンドとを使用する補
助ダウンリンクモードおよび／もしくはキャリアアグリゲーションモードで、ならびに／
または、第２の無線周波数スペクトラムバンドを使用するスタンドアロン動作モードで、
ワイヤレス通信を管理するために使用され得る。いくつかの場合、通信管理モジュール１
２２０は、装置１２１５がダウンリンク制御送信を受信できるある数の物理キャリアのた
めのダウンリンク制御情報を管理することができる。ダウンリンク制御情報は、たとえば
、ある数の物理キャリアのための同一キャリアまたはクロスキャリアスケジューリング情
報、システム情報、ＣＣＡが特定の物理キャリアに対して成功したかどうかのインジケー
タ、および／または制御状態インジケータ値を含み得る。
【０１０８】
　[0144]図１２Ｂは、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するため
の装置１２５５のブロック図１２５０を示す。いくつかの実施形態では、装置１２５５は
、図１２Ａを参照して説明された装置１２１５、ならびに／または、図１、図２Ａ、およ
び／もしくは図２Ｂを参照して説明されたＵＥ１１５および／もしくは２１５の１つまた
は複数の１つまたは複数の態様の例であり得る。装置１２５５はまた、プロセッサであっ
てよい。装置１２５５は、受信機モジュール１２６０、通信管理モジュール１２６５、お
よび／または送信機モジュール１２７０を含み得る。これらのコンポーネントの各々は互
いに通信していることがある。
【０１０９】
　[0145]装置１２５５のコンポーネントは、個別にまたは集合的に、ハードウェア中の適
用可能な機能の一部またはすべてを実行するように適応された１つまたは複数のＡＳＩＣ
を使用して実装され得る。代替的には、それらの機能は、１つまたは複数の他の処理ユニ
ット（またはコア）によって、１つまたは複数の集積回路上で実行され得る。他の実施形
態では、当技術分野で知られている任意の方式でプログラムされ得る他のタイプの集積回
路（たとえば、ストラクチャード／プラットフォームＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、および他のセ
ミカスタムＩＣ）が使用され得る。各ユニットの機能はまた、全体的または部分的に、１
つまたは複数の汎用プロセッサまたは特定用途向けプロセッサによって実行されるように
フォーマットされた、メモリ内に具現化される命令によって実装され得る。
【０１１０】
　[0146]いくつかの実施形態では、受信機モジュール１２６０は、第１の無線周波数スペ
クトラムバンドおよび／または第２の無線周波数スペクトラムバンドの中で送信を受信す
るように動作可能なＲＦ受信機などのＲＦ受信機であるか、またはそれを含み得る。いく
つかの場合、第１の無線周波数スペクトラムバンドは免許無線周波数スペクトラムバンド
（たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無線周波数スペクトラムバンド）であってよく、および
／または、第２の無線周波数スペクトラムバンドは免許不要無線周波数スペクトラムバン
ドであってよい。ＲＦ受信機は、第１の無線周波数スペクトラムバンドおよび第２の無線
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周波数スペクトラムバンドのための別々の受信機を含み得る。いくつかの場合、別々の受
信機は、第１の無線周波数スペクトラムバンドを通じて通信するための第１の免許スペク
トラムモジュール１２６２、および第２の無線周波数スペクトラムバンドを通じて通信す
るための第１の免許不要スペクトラムモジュール１２６４という形態をとり得る。第１の
免許スペクトラムモジュール１２６２および／または第１の免許不要スペクトラムモジュ
ール１２６４を含む受信機モジュール１２６０は、図１、図２Ａ、および／または図２Ｂ
を参照して説明されたワイヤレス通信システム１００、２００、および／または２５０の
１つまたは複数の通信リンクのような、ワイヤレス通信システムの１つまたは複数の通信
リンク（たとえば、物理チャネル）を通じて、様々なタイプのデータおよび／または制御
信号（すなわち、送信）を受信するために使用され得る。
【０１１１】
　[0147]いくつかの実施形態では、送信機モジュール１２７０は、第１の無線周波数スペ
クトラムバンドおよび／または第２の無線周波数スペクトラムバンドにおいて送信するよ
うに動作可能なＲＦ送信機のようなＲＦ送信機であるか、またはそれを含み得る。ＲＦ送
信機は、第１の無線周波数スペクトラムバンドおよび第２の無線周波数スペクトラムバン
ドのための別々の送信機を含み得る。いくつかの場合、別々の送信機は、第１の無線周波
数スペクトラムバンドを通じて通信するための第２の免許スペクトラムモジュール１２７
２、および第２の無線周波数スペクトラムバンドを通じて通信するための第２の免許不要
スペクトラムモジュール１２７４という形態をとり得る。第２の免許スペクトラムモジュ
ール１２７２および／または第２の免許不要スペクトラムモジュール１２７４を含む送信
機モジュール１２７０は、図１、図２Ａ、および／または図２Ｂを参照して説明されたワ
イヤレス通信システム１００、２００、および／または２５０の１つまたは複数の通信リ
ンクのような、ワイヤレス通信システムの１つまたは複数の通信リンク（たとえば、物理
チャネル）を通じて、様々なタイプのデータおよび／または制御信号（すなわち、送信）
を送信するために使用され得る。
【０１１２】
　[0148]いくつかの実施形態では、通信管理モジュール１２６５は、図１２Ａを参照して
説明された通信管理モジュール１２２０の１つまたは複数の態様の例であってよく、ダウ
ンリンク制御管理モジュール１２７５、ＣＣＡ成功指示管理モジュール１２８０、占有帯
域幅管理モジュール１２８５、および／または制御フォーマットインジケータ値管理モジ
ュール１２９０を含んでよい。
【０１１３】
　[0149]いくつかの実施形態では、ダウンリンク制御管理モジュール１２７５は、たとえ
ば図６Ａおよび／または図６Ｂを参照して説明されたように、共有スペクトラムにおいて
事業者によって使用される少なくとも第１の物理キャリアと第２の物理キャリアとを特定
するために、ならびに、第１の物理キャリアのためのダウンリンク制御送信について第１
の物理キャリアと第２の物理キャリアの両方を監視するために、使用され得る。いくつか
の場合、ダウンリンク制御管理モジュール１２７５は、チャネルが利用可能かどうかの指
示を、ＣＣＡ成功指示管理モジュール１２８０から受信することができる。いくつかの例
では、チャネルが利用可能であるという指示が受信される場合、ダウンリンク制御管理モ
ジュール１２７５は、ＣＣＡを含むフレーム中の参照信号などに基づいて、アップリンク
サブフレーム中の第２の物理レイヤのためのＣＳＩフィードバックのようなＣＳＩを測定
および／または報告することができる。いくつかの例では、チャネルが利用可能ではない
という指示が受信される場合、ダウンリンク制御管理モジュール１２７５は、前のフレー
ムに基づいてＣＳＩを測定および／または報告することができ、またはそのフレームのた
めのＣＳＩを省略することができる。
【０１１４】
　[0150]いくつかの実施形態では、ＣＣＡ成功指示管理モジュール１２８０は、免許不要
スペクトラムまたは共有スペクトラムのような共有スペクトラムの第１の物理キャリアを
通じて、基地局によって実行されたＣＣＡ、またはＥＣＣＡ動作の一部としてのＣＣＡが
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共有スペクトラムの第２の物理キャリアに対して成功したかどうかの指示を受信するため
に、使用され得る。
【０１１５】
　[0151]いくつかの実施形態では、占有帯域幅管理モジュール１２８５は、フレームのた
めにスケジューリングされる送信の全体のセットがそのフレームのための占有帯域幅の閾
値を満たすかどうかを決定するために使用され得る。満たさない場合、占有帯域幅管理モ
ジュール１２８５は、その決定に基づいて、フレーム中の少なくとも１つのスケジューリ
ングされていないリソースを通じてフィラー信号を送信することができる。
【０１１６】
　[0152]いくつかの実施形態では、制御フォーマットインジケータ値管理モジュール１２
９０は、共有スペクトラム中の物理キャリアを通じて、フレームのための制御フォーマッ
トインジケータ値を受信することができる。制御フォーマットインジケータ値に基づいて
、制御フォーマットインジケータ値管理モジュール１２９０は、物理キャリアを通じたダ
ウンリンク送信のために基地局によって使用されるべきフレームのサブフレームの数を決
定することができる。
【０１１７】
　[0153]図１３Ａは、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するため
のダウンリンク制御管理モジュール１３０５のブロック図１３００を示す。ダウンリンク
制御管理モジュール１３０５は、図１２Ｂを参照して説明されたダウンリンク制御管理モ
ジュール１２７５の１つまたは複数の態様の例であり得る。ダウンリンク制御管理モジュ
ール１３０５は、キャリア特定モジュール１３１０、キャリア監視モジュール１３１５、
復号制約モジュール１３２０、復号モジュール１３２５、および／またはシステム情報処
理モジュール１３３０を含み得る。
【０１１８】
　[0154]ダウンリンク制御管理モジュール１３０５のコンポーネントは、個別にまたは集
合的に、ハードウェア中の適用可能な機能の一部またはすべてを実行するように適応され
た１つまたは複数のＡＳＩＣを使用して実装され得る。代替的には、それらの機能は、１
つまたは複数の他の処理ユニット（またはコア）によって、１つまたは複数の集積回路上
で実行され得る。他の実施形態では、当技術分野で知られている任意の方式でプログラム
され得る他のタイプの集積回路（たとえば、ストラクチャード／プラットフォームＡＳＩ
Ｃ、ＦＰＧＡ、および他のセミカスタムＩＣ）が使用され得る。各ユニットの機能はまた
、全体的または部分的に、１つまたは複数の汎用プロセッサまたは特定用途向けプロセッ
サによって実行されるようにフォーマットされた、メモリ内に具現化される命令によって
実装され得る。
【０１１９】
　[0155]いくつかの実施形態では、キャリア特定モジュール１３１０は、共有スペクトラ
ムまたは免許不要スペクトラムにおいて事業者によって使用される少なくとも第１の物理
キャリアと第２の物理キャリアとを特定するために使用され得る。
【０１２０】
　[0156]いくつかの実施形態では、第１の物理キャリアまたは第２の物理キャリアの少な
くとも１つは、たとえば図６Ａおよび／または図６Ｂを参照して説明されたように、異な
る物理キャリアのための制御チャネルを含み得る。他の実施形態では、第１の物理キャリ
アまたは第２の物理キャリアの少なくとも１つは、たとえば図６Ａを参照して説明された
ように、複数の異なる物理キャリアのための制御チャネルを含み得る。
【０１２１】
　[0157]いくつかの実施形態では、少なくとも第１の物理キャリアおよび第２の物理キャ
リアは、可能なＤＣＩフォーマットの共通のセットおよび／または可能なＤＣＩサイズの
共通のセットと関連付けられ得る。
【０１２２】
　[0158]いくつかの場合、第１の物理キャリアまたは第２の物理キャリアの少なくとも１
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つは一次コンポーネントキャリアを含んでよく、第１の物理キャリアまたは第２の物理キ
ャリアの他方は二次コンポーネントキャリアを含んでよい。
【０１２３】
　[0159]いくつかの実施形態では、キャリア監視モジュール１３１５は、第１の物理キャ
リアのためのダウンリンク制御送信について、キャリア特定モジュール１３１０によって
特定される第１の物理キャリアと第２の物理キャリアの両方を監視するために使用され得
る。いくつかの場合、キャリア監視モジュール１３１５はまた、第２の物理キャリアのた
めのダウンリンク制御送信について、第１の物理キャリアと第２の物理キャリアとを監視
することができる。
【０１２４】
　[0160]いくつかの実施形態では、ダウンリンク制御送信について第１の物理キャリアと
第２の物理キャリアとを監視することは、少なくとも第１のＤＣＩフォーマットについて
第１の物理キャリアを、少なくとも第２のＤＣＩフォーマットについて第２の物理キャリ
アを監視することを含み得る。第１のＤＣＩフォーマットは第２のＤＣＩフォーマットと
は異なり得る。
【０１２５】
　[0161]いくつかの実施形態では、ダウンリンク制御送信について第１の物理キャリアと
第２の物理キャリアとを監視することは、少なくとも第１のＤＣＩサイズについて第１の
物理キャリアを、少なくとも第２のＤＣＩサイズについて第２の物理キャリアを監視する
ことを含み得る。第１のＤＣＩサイズは第２のＤＣＩサイズとは異なり得る。
【０１２６】
　[0162]いくつかの実施形態では、ダウンリンク制御送信について第１の物理キャリアと
第２の物理キャリアとを監視することは、第２の物理キャリアの監視を第１の物理キャリ
アのためのアップリンクグラントと関連付けられるＤＣＩに制約することを含み得る。い
くつかの場合、ダウンリンク制御送信について第１の物理キャリアと第２の物理キャリア
とを監視することはさらに、１）第１の物理キャリアのためのダウンリンクグラントと関
連付けられる少なくとも第１のＤＣＩフォーマットについて第１の物理キャリアを監視し
、第１の物理キャリアのためのアップリンクグラントと関連付けられる少なくとも第２の
ＤＣＩフォーマットを監視することと、２）第１の物理キャリアのためのアップリンクグ
ラントと関連付けられる少なくとも第２のＤＣＩフォーマットについて第２の物理キャリ
アを監視することとを含み得る。いくつかの場合、方法１７００は、第１の物理キャリア
のためのダウンリンクグラントと関連付けられる少なくとも第１のＤＣＩフォーマットに
ついて第２の物理キャリアを監視するのを控えることを含み得る。第１の物理キャリアの
ためのダウンリンクグラントと関連付けられる第１のＤＣＩフォーマットは、第１の物理
キャリアのためのアップリンクグラントと関連付けられる第２のＤＣＩフォーマットとは
異なり得る。この段落において説明される動作の例が、図８を参照して説明される。
【０１２７】
　[0163]いくつかの実施形態では、ダウンリンク制御送信について第１の物理キャリアと
第２の物理キャリアとを監視することは、クロスキャリアスケジューリングに基づいて、
第１の物理キャリアまたは第２の物理キャリアの少なくとも１つの上でのダウンリンク制
御送信について、制約された数の復号候補を監視することを含み得る。
【０１２８】
　[0164]いくつかの実施形態では、ダウンリンク制御送信について第１の物理キャリアと
第２の物理キャリアとを監視することは、クロスキャリアスケジューリングに基づいて、
ダウンリンク制御送信について制約された数のリソースセットを監視することを含み得る
。
【０１２９】
　[0165]いくつかの実施形態では、ダウンリンク制御送信について第１の物理キャリアと
第２の物理キャリアとを監視することは、クロスキャリアスケジューリングに基づいて、
制約されたサイズを含む少なくとも１つのリソースセットを監視することを含み得る。
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【０１３０】
　[0166]いくつかの実施形態では、監視することは、たとえば図９Ａおよび／または図９
Ｂを参照して説明されたように、少なくとも１つのリソースセットを含むＣＳＳを監視す
ることを含み得る。いくつかの実施形態では、ＣＳＳの少なくとも１つのリソースセット
は、たとえば図９Ａを参照して説明されたように、ＵＳＳとは別であり得る。他の実施形
態では、ＣＳＳの少なくとも１つのリソースセットは、少なくとも部分的にＵＳＳと重複
し得る。いくつかの場合、その少なくとも部分的な重複は、たとえば図９Ｂを参照して説
明されたように、完全な重複であってよい。
【０１３１】
　[0167]いくつかの実施形態では、ＣＳＳおよびＵＳＳのためにＵＥによって監視される
リソースセットの総数が制約され得る。
【０１３２】
　[0168]いくつかの実施形態では、少なくとも１つのリソースセットのリソースの１つま
たは複数の位置は、少なくとも１つのリソースセットを使用して情報を送信するセルのセ
ルＩＤに基づき得る。
【０１３３】
　[0169]いくつかの実施形態では、キャリア監視モジュール１３１５は、第１の物理キャ
リアのためのシステム情報について第１の物理キャリアの共有データチャネル（たとえば
、ＰＤＳＣＨ）を監視することができる。いくつかの実施形態では、第１の物理キャリア
の共有データチャネルは、第２の物理キャリアと関連付けられるＣＣＡの失敗に応答して
、第１の物理キャリアのためのシステム情報について監視され得る。
【０１３４】
　[0170]いくつかの実施形態では、復号制約モジュール１３２０が、第１の物理キャリア
と第２の物理キャリアとの間のクロスキャリアスケジューリングに基づいて、第１の物理
キャリアまたは第２の物理キャリアの少なくとも１つの上でのダウンリンク制御送信のた
めに実行されるブラインド復号の数を制約するために使用され得る。
【０１３５】
　[0171]いくつかの実施形態では、復号モジュール１３２５が、第１の物理キャリアまた
は第２の物理キャリアの少なくとも１つの上でのダウンリンク制御送信のためにある数の
ブラインド復号を実行するために使用され得る。いくつかの場合、復号モジュール１３２
５によって実行されるブラインド復号の数は、ある数の要因に基づいて制約され得る。い
くつかの場合、ダウンリンク制御送信は、可能なＤＣＩフォーマットの共通のセットおよ
び／またはＤＣＩサイズの共通のセットに基づいて、第１の物理キャリアまたは第２の物
理キャリアについてブラインド復号され得る。
【０１３６】
　[0172]いくつかの実施形態では、システム情報処理モジュール１３３０は、ある数の物
理キャリアのためのシステム情報を受信するために使用され得る。いくつかの場合、例と
して、システム情報処理モジュール１３３０は、第１の物理キャリアの共有データチャネ
ルを通じた専用のシグナリングを介して、第１の物理キャリアのためのシステム情報を受
信することができる。いくつかの場合、さらなる例として、システム情報ブロードキャス
トは、第１の物理キャリアと第２の物理キャリアの各々の物理ブロードキャストチャネル
を通じて、第１の物理キャリアのために受信され得る。
【０１３７】
　[0173]図１３Ｂは、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するため
のＣＣＡ成功指示管理モジュール１３４０のブロック図１３３５を示す。ＣＣＡ成功指示
管理モジュール１３４０は、図１２Ｂを参照して説明されたＣＣＡ成功指示管理モジュー
ル１２８０の１つまたは複数の態様の例であり得る。ＣＣＡ成功指示管理モジュール１３
４０は、ＣＣＡ成功指示受信モジュール１３４５および／またはＡＣＫ／ＮＡＣＫペイロ
ードサイズ決定モジュール１３５０を含み得る。
【０１３８】
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　[0174]ＣＣＡ成功指示管理モジュール１３４０のコンポーネントは、個別にまたは集合
的に、ハードウェア中の適用可能な機能の一部またはすべてを実行するように適応された
１つまたは複数のＡＳＩＣを使用して実装され得る。代替的には、それらの機能は、１つ
または複数の他の処理ユニット（またはコア）によって、１つまたは複数の集積回路上で
実行され得る。他の実施形態では、当技術分野で知られている任意の方式でプログラムさ
れ得る他のタイプの集積回路（たとえば、ストラクチャード／プラットフォームＡＳＩＣ
、ＦＰＧＡ、および他のセミカスタムＩＣ）が使用され得る。各ユニットの機能はまた、
全体的または部分的に、１つまたは複数の汎用プロセッサまたは特定用途向けプロセッサ
によって実行されるようにフォーマットされた、メモリ内に具現化される命令によって実
装され得る。
【０１３９】
　[0175]いくつかの実施形態では、ＣＣＡ成功指示受信モジュール１３４５は、共有スペ
クトラムの第１の物理キャリアを通じて、基地局によって実行されたＣＣＡ、またはＥＣ
ＣＡ動作の一部としてのＣＣＡが共有スペクトラムの第２の物理キャリアに対して成功し
たかどうかの指示を受信するために、使用され得る。
【０１４０】
　[0176]いくつかの実施形態では、第２の物理キャリアのためのアップリンクグラントは
第１の物理キャリアを通じて受信されてよく、基地局によって実行されたＣＣＡが成功し
たかどうかの指示は、アップリンクグラントの一部としてＣＣＡ成功指示受信モジュール
１３４５によって受信され得る。他の実施形態では、基地局によって実行されたＣＣＡが
成功したかどうかの指示を含む信号は、第１の物理キャリアを通じて送信されるブロード
キャスト信号またはＵＥ固有信号の少なくとも１つを介して受信され得る。さらに他の実
施形態では、ダウンリンク割当てインデックスが、第１の物理キャリアを通じてＣＣＡ成
功指示受信モジュール１３４５によって受信されてよく、第２の物理キャリアのためのＣ
ＣＡが成功したかどうかの指示は、ダウンリンク割当てインデックスにおいて暗黙的であ
ってよい。
【０１４１】
　[0177]いくつかの実施形態では、ＡＣＫ／ＮＡＣＫペイロードサイズ決定モジュール１
３５０が、物理キャリアのためのＣＣＡが成功したかどうかの指示に基づいて、アップリ
ンクサブフレーム中の全体のＡＣＫ／ＮＡＣＫペイロードサイズを決定するために使用さ
れ得る。
【０１４２】
　[0178]図１３Ｃは、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するため
の占有帯域幅管理モジュール１３６０のブロック図１３５５を示す。占有帯域幅管理モジ
ュール１３６０は、図１２Ｂを参照して説明された占有帯域幅管理モジュール１２８５の
１つまたは複数の態様の例であり得る。占有帯域幅管理モジュール１３６０は、占有帯域
幅決定モジュール１３６５、フィラー信号送信モジュール１３７０、占有帯域幅拡張モジ
ュール１３７５、および／またはリソース割振りモジュール１３８０を含み得る。
【０１４３】
　[0179]占有帯域幅管理モジュール１３６０のコンポーネントは、個別にまたは集合的に
、ハードウェア中の適用可能な機能の一部またはすべてを実行するように適応された１つ
または複数のＡＳＩＣを使用して実装され得る。代替的には、それらの機能は、１つまた
は複数の他の処理ユニット（またはコア）によって、１つまたは複数の集積回路上で実行
され得る。他の実施形態では、当技術分野で知られている任意の方式でプログラムされ得
る他のタイプの集積回路（たとえば、ストラクチャード／プラットフォームＡＳＩＣ、Ｆ
ＰＧＡ、および他のセミカスタムＩＣ）が使用され得る。各ユニットの機能はまた、全体
的または部分的に、１つまたは複数の汎用プロセッサまたは特定用途向けプロセッサによ
って実行されるようにフォーマットされた、メモリ内に具現化される命令によって実装さ
れ得る。
【０１４４】
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　[0180]いくつかの実施形態では、占有帯域幅決定モジュール１３６５が、フレームのた
めにスケジューリングされる送信の全体のセットがそのフレームのための占有帯域幅の閾
値を満たすかどうかを決定するために使用され得る。
【０１４５】
　[0181]いくつかの実施形態では、フィラー信号送信モジュール１３７０が、占有帯域幅
決定モジュール１３６５によって行われる決定（たとえば、占有帯域幅がフレームの占有
帯域幅の閾値を満たさないという決定）に基づいて、フレーム中の少なくとも１つのスケ
ジューリングされていないリソースを通じてフィラー信号を送信するために使用され得る
。いくつかの場合、フィラー信号は、チャネル使用ビーコン信号（ＣＵＢＳ：channel us
age beacon signal）のような所定のシーケンスを含み得る。
【０１４６】
　[0182]いくつかの実施形態では、占有帯域幅拡張モジュール１３７５は、フレームを通
じて送信される少なくとも１つのチャネルの帯域幅を、当該フレームのための占有帯域幅
の閾値を満たすように増やすために、使用され得る。占有帯域幅拡張モジュール１３７５
は、占有帯域幅がそのフレームの占有帯域幅の閾値を満たさないという占有帯域幅決定モ
ジュール１３６５によって行われた決定に基づいて、アクティブ化され得る。いくつかの
場合、フレームを通じて送信される少なくとも１つのチャネルの帯域幅を増やすことは、
フレームを通じて送信される少なくとも１つのチャネルの変調次数またはコードレートを
下げることを含み得る。
【０１４７】
　[0183]いくつかの実施形態では、リソース割振りモジュール１３８０が、占有帯域幅決
定モジュール１３６５によって行われた決定に基づいて、探索空間リソースを少なくとも
１つのＵＥに割り振るために使用され得る。
【０１４８】
　[0184]図１３Ｄは、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するため
の制御フォーマットインジケータ値管理モジュール１３９０のブロック図１３８５を示す
。制御フォーマットインジケータ値管理モジュール１３９０は、図１２Ｂを参照して説明
された制御フォーマットインジケータ値管理モジュール１２９０の１つまたは複数の態様
の例であり得る。制御フォーマットインジケータ値管理モジュール１３９０は、制御フォ
ーマットインジケータ値受信モジュール１３９２、サブフレーム使用決定モジュール１３
９４、スリープスケジュール決定モジュール１３９６、および／またはＡＣＫ／ＮＡＣＫ
スケジューリングモジュール１３９８を含み得る。
【０１４９】
　[0185]制御フォーマットインジケータ値管理モジュール１３９０のコンポーネントは、
個別にまたは集合的に、ハードウェア中の適用可能な機能の一部またはすべてを実行する
ように適応された１つまたは複数のＡＳＩＣを使用して実装され得る。代替的には、それ
らの機能は、１つまたは複数の他の処理ユニット（またはコア）によって、１つまたは複
数の集積回路上で実行され得る。他の実施形態では、当技術分野で知られている任意の方
式でプログラムされ得る他のタイプの集積回路（たとえば、ストラクチャード／プラット
フォームＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、および他のセミカスタムＩＣ）が使用され得る。各ユニッ
トの機能はまた、全体的または部分的に、１つまたは複数の汎用プロセッサまたは特定用
途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマットされた、メモリ内に具現化され
る命令によって実装され得る。
【０１５０】
　[0186]いくつかの実施形態では、制御フォーマットインジケータ値受信モジュール１３
９２が、共有スペクトラム中の物理キャリアを通じてフレームのための制御フォーマット
インジケータ値を受信するために使用され得る。いくつかの実施形態では、制御フォーマ
ットインジケータ値は、フレームの最初のサブフレームの間に受信されてよく、いくつか
の場合、最初のサブフレームの最初のシンボルの間に受信されてよい。他の実施形態では
、制御フォーマットインジケータ値は、フレームの最後のサブフレームの最後のシンボル
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の間に受信されてよい。制御フォーマットインジケータ値のビット幅は、フレームの構造
に基づき得る。
【０１５１】
　[0187]いくつかの実施形態では、サブフレーム使用決定モジュール１３９４が、制御フ
ォーマットインジケータ値受信モジュール１３９２によって受信される制御フォーマット
インジケータ値に基づいて、物理キャリアを通じたダウンリンク送信のために基地局によ
って使用されるべきフレームのサブフレームの数を決定するために使用され得る。
【０１５２】
　[0188]いくつかの実施形態では、スリープスケジュール決定モジュール１３９６が、制
御フォーマットインジケータ値受信モジュール１３９２によって受信される制御フォーマ
ットインジケータ値に基づいて、フレームのためのＵＥのスリープスケジュールを決定す
るために使用され得る。
【０１５３】
　[0189]いくつかの実施形態では、ＡＣＫ／ＮＡＣＫスケジューリングモジュール１３９
８が、制御フォーマットインジケータ値受信モジュール１３９２によって受信される制御
フォーマットインジケータ値に基づいて、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ送信をスケジューリングする
ために使用され得る。
【０１５４】
　[0190]図１４は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のために構成されるＵＥ
１４１５のブロック図１４００を示す。ＵＥ１４１５は様々な構成を有してよく、パーソ
ナルコンピュータ（たとえば、ラップトップコンピュータ、ネットブックコンピュータ、
タブレットコンピュータなど）、携帯電話、ＰＤＡ、デジタルビデオレコーダ（ＤＶＲ）
、インターネット機器、ゲームコンソール、電子リーダーなどに含まれてよく、またはそ
の一部であってよい。いくつかの場合、ＵＥ１４１５は、モバイル動作を容易にするため
に、小型バッテリーなどの内部電源（図示されず）を有し得る。いくつかの実施形態では
、ＵＥ１４１５は、図１２Ａおよび／もしくは図１２Ｂを参照して説明された装置１２１
５および／もしくは１２５５の１つ、ならびに／または、図１、図２Ａ、および／もしく
は図２Ｂを参照して説明されたＵＥ１１５および／もしくは２１５の１つの、１つまたは
複数の態様の例であり得る。ＵＥ１４１５は、図１、図２Ａ、図２Ｂ、図３、図４Ａ、図
４Ｂ、図５、図６Ａ、図６Ｂ、図７、図８、図９Ａ、図９Ｂ、図１０、図１１、図１２Ａ
、図１２Ｂ、図１３Ａ、図１３Ｂ、図１３Ｃ、および／または図１３Ｄを参照して説明さ
れた特徴および機能の少なくともいくつかを実装するように構成され得る。ＵＥ１４１５
は、図１、図２Ａ、および／または図２Ｂを参照して説明されたｅＮＢまたは装置１０５
および／２０５の１つまたは複数と通信するように構成され得る。
【０１５５】
　[0191]ＵＥ１４１５は、プロセッサモジュール１４１０、メモリモジュール１４２０、
少なくとも１つの送受信機モジュール（送受信機モジュール１４７０によって表される）
、少なくとも１つのアンテナ（アンテナ１４８０によって表される）、および／またはＵ
Ｅ共有ＲＦスペクトラムバンドモジュール１４４０を含み得る。これらのコンポーネント
の各々は、１つまたは複数のバス１４３５上で、直接または間接的に互いに通信している
ことがある。
【０１５６】
　[0192]メモリモジュール１４２０は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）および／また
は読取り専用メモリ（ＲＯＭ）を含み得る。メモリモジュール１４２０は、実行されると
、プロセッサモジュール１４１０に、第１の無線周波数スペクトラムバンド（たとえば、
ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａおよび／または免許無線周波数スペクトラムバンド）および／または
第２の無線周波数スペクトラムバンドを通じて通信するための本明細書で説明される様々
な機能を実行させるように構成される命令を含む、コンピュータ可読の、コンピュータ実
行可能ソフトウェア（ＳＷ）コード１４２５を記憶し得る。代替的に、ソフトウェアコー
ド１４２５は、プロセッサモジュール１４１０によって直接実行可能でないことがあるが
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、（たとえば、コンパイルされ実行されたとき）ＵＥ１４１５に本明細書で説明される様
々な機能を実行させるように構成され得る。
【０１５７】
　[0193]プロセッサモジュール１４１０は、インテリジェントハードウェアデバイス、た
とえば、ＣＰＵ、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣなどを含み得る。プロセッサモジュー
ル１４１０は、送受信機モジュール１４７０を通じて受信された情報、および／またはア
ンテナ１４８０を通じた送信のために送受信機モジュール１４７０に送られるべき情報を
処理することができる。プロセッサモジュール１４１０は、単独で、またはＵＥ共有ＲＦ
スペクトラムバンドモジュール１４４０とともに、第１の無線周波数スペクトラムバンド
および／または第２の無線周波数スペクトラムバンドを通じて通信する様々な態様を扱う
ことができる。
【０１５８】
　[0194]送受信機モジュール１４７０は、パケットを変調し、変調されたパケットを送信
のためにアンテナ１４８０に与え、アンテナ１４８０から受信されたパケットを復調する
ように構成されるモデムを含み得る。いくつかの場合、（１つまたは複数の）送受信機モ
ジュール１４７０は、１つまたは複数の送信機モジュールおよび１つまたは複数の別個の
受信機モジュールとして実装され得る。送受信機モジュール１４７０は、第１の無線周波
数スペクトラムバンドおよび／または第２の無線周波数スペクトラムバンドにおける通信
をサポートし得る。（１つまたは複数の）送受信機モジュール１４７０は、図１、図２Ａ
、および／もしくは図２Ｂを参照して説明されたｅＮＢまたは装置１０５および／もしく
は２０５の１つまたは複数と、（１つまたは複数の）アンテナ１４８０を介して双方向に
通信するように構成され得る。ＵＥ１４１５は単一のアンテナを含み得るが、ＵＥ１４１
５が複数のアンテナ１４８０を含み得る実施形態があり得る。
【０１５９】
　[0195]ＵＥ共有ＲＦスペクトラムバンドモジュール１４４０は、第１の無線周波数スペ
クトラムバンドおよび／または第２の無線周波数スペクトラムバンドのような共有無線周
波数スペクトラムバンドでのワイヤレス通信に関する、図１、図２Ａ、図２Ｂ、図３、図
４Ａ、図４Ｂ、図５、図６Ａ、図６Ｂ、図７、図８、図９Ａ、図９Ｂ、図１０、図１１、
図１２Ａ、図１２Ｂ、図１３Ａ、図１３Ｂ、図１３Ｃ、および／または図１３Ｄを参照し
て説明された特徴および／または機能の一部またはすべてを実行および／または制御する
ように構成され得る。たとえば、ＵＥ共有ＲＦスペクトラムバンドモジュール１４４０は
、第２の無線周波数スペクトラムバンドにおいて補足ダウンリンクモード、キャリアアグ
リゲーションモード、および／またはスタンドアロン動作モードをサポートするように構
成され得る。ＵＥ共有ＲＦスペクトラムバンドモジュール１４４０は、ＬＴＥ通信を処理
するように構成されるＬＴＥモジュール１４４５、免許不要スペクトラムもしくは共有ス
ペクトラムを通じてＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信を処理するように構成されるＬＴＥ免許不要
モジュール１４５０、および／または、免許不要スペクトラムにおいてＬＴＥ／ＬＴＥ－
Ａ通信以外の通信を処理するように構成される免許不要モジュール１４５５を含み得る。
ＵＥ共有ＲＦスペクトラムバンドモジュール１４４０はまた、ＵＥ　ＬＴＥ免許不要通信
管理モジュール１４６０を含み得る。ＵＥ　ＬＴＥ免許不要通信管理モジュール１４６０
は、図１２Ａおよび／または図１２Ｂを参照して説明された通信管理モジュール１２２０
および／または１２６５の１つまたは複数の態様の例であり得る。ＵＥ共有ＲＦスペクト
ラムバンドモジュール１４４０またはその部分は、プロセッサを含んでよく、ならびに／
または、ＵＥ共有ＲＦスペクトラムバンドモジュール１４４０の機能の一部またはすべて
は、プロセッサモジュール１４１０によって、および／もしくはプロセッサモジュール１
４１０に関連して実行され得る。
【０１６０】
　[0196]図１５は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のために構成されるノー
ド１５０５のブロック図１５００を示す。ノード１５０５は様々な構成を有してよく、ア
クセスポイント、基地局、基地局装置（ＢＴＳ）、無線基地局、無線送受信機、基本サー
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ビスセット（ＢＳＳ）、拡張サービスセット（ＥＳＳ）、ＮｏｄｅＢ、ｅｖｏｌｖｅｄ　
ＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）、Ｈｏｍｅ　ＮｏｄｅＢ、Ｈｏｍｅ　ｅＮｏｄｅＢ、ＷＬＡＮアク
セスポイント、ＷｉＦｉノード、および／またはＵＥを有してよく、それらに含まれてよ
く、またはそれらの一部であってよい。いくつかの実施形態では、ノード１５０５は、図
１、図２Ａ、および／または図２Ｂを参照して説明されたアクセスポイント１０５および
／または２０５の１つの１つまたは複数の態様の例であり得る。ノード１５０５は、図１
、図２Ａ、図２Ｂ、図３、図４Ａ、図４Ｂ、図５、図６Ａ、図６Ｂ、図７、図８、図９Ａ
、図９Ｂ、図１０、図１１、図１２Ａ、図１２Ｂ、図１３Ａ、図１３Ｂ、図１３Ｃ、およ
び／または図１３Ｄを参照して説明された特徴および機能の少なくともいくつかを実装ま
たは支援するように構成され得る。ノード１５０５は、プロセッサモジュール１５１０、
メモリモジュール１５２０、少なくとも１つの送受信機モジュール（送受信機モジュール
１５５５によって表される）、少なくとも１つのアンテナ（アンテナ１５６０によって表
される）、および／またはｅＮＢ共有ＲＦスペクトラムバンドモジュール１５７０を含み
得る。ノード１５０５はまた、基地局通信モジュール１５３０と、ネットワーク通信モジ
ュール１５４０と、システム通信管理モジュール１５５０の１つまたは複数を含み得る。
これらのコンポーネントの各々は、１つまたは複数のバス１５３５上で、直接または間接
的に互いに通信していることがある。
【０１６１】
　[0197]メモリモジュール１５２０は、ＲＡＭおよび／またはＲＯＭを含み得る。メモリ
モジュール１５２０は、実行されると、プロセッサモジュール１５１０に、第１の無線周
波数スペクトラムバンド（たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａおよび／または免許無線周波数
スペクトラムバンド）および／または第２の無線周波数スペクトラムバンドを通じて通信
するための本明細書で説明される様々な機能を実行させるように構成される命令を含む、
コンピュータ可読の、コンピュータ実行可能ソフトウェア（ＳＷ）コード１５２５を記憶
し得る。代替的に、ソフトウェアコード１５２５は、プロセッサモジュール１５１０によ
って直接実行可能でないことがあるが、（たとえば、コンパイルされ実行されると）ノー
ド１５０５に本明細書で説明される様々な機能を実行させるように構成され得る。
【０１６２】
　[0198]プロセッサモジュール１５１０は、インテリジェントハードウェアデバイス、た
とえば、中央処理ユニット（ＣＰＵ）、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣなどを含み得る
。プロセッサモジュール１５１０は、（１つまたは複数の）送受信機モジュール１５５５
、基地局通信モジュール１５３０、および／またはネットワーク通信モジュール１５４０
を通じて受信された情報を処理することができる。プロセッサモジュール１５１０はまた
、アンテナ１５６０を通じた送信のために送受信機モジュール１５５５へ、１つまたは複
数の他のノードまたはｅＮＢ１５０５－ａおよび１５０５－ｂへの送信のために基地局通
信モジュール１５３０へ、ならびに／または、図１を参照して説明されたコアネットワー
ク１３０の態様の例であり得るコアネットワーク１５４５への送信のためにネットワーク
通信モジュール１５４０へ送られるべき情報を処理することができる。プロセッサモジュ
ール１５１０は、単独で、またはｅＮＢ共有ＲＦスペクトラムバンドモジュール１５７０
とともに、第１の無線周波数スペクトラムバンドおよび／または第２の無線周波数スペク
トラムバンドを通じて通信する様々な態様を処理することができる。
【０１６３】
　[0199]送受信機モジュール１５５５は、パケットを変調し、変調されたパケットを送信
のためにアンテナ１５６０に与え、アンテナ１５６０から受信されたパケットを復調する
ように構成されるモデムを含み得る。いくつかの場合、（１つまたは複数の）送受信機モ
ジュール１５５５は、１つまたは複数の送信機モジュールおよび１つまたは複数の別個の
受信機モジュールとして実装され得る。送受信機モジュール１５５５は、第１の無線周波
数スペクトラムバンドおよび／または第２の無線周波数スペクトラムバンドにおける通信
をサポートし得る。送受信機モジュール１５５５は、たとえば、図１、図２Ａ、図２Ｂ、
図１２Ａ、図１２Ｂ、および／または図１４を参照して説明されたＵＥまたは装置１１５
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、２１５、１２１５、１２５５、および／または１４１５の１つまたは複数と、アンテナ
１５６０を介して双方向に通信するように構成され得る。ノード１５０５は一般に、複数
のアンテナ１５６０（たとえば、アンテナアレイ）を含み得る。ノード１５０５は、ネッ
トワーク通信モジュール１５４０を通じてコアネットワーク１５４５と通信することがで
きる。ノード１５０５はまた、基地局通信モジュール１５３０を使用して、ｅＮＢ１５０
５－ａおよび１５０５－ｂのような他のノードまたはｅＮＢと通信することができる。
【０１６４】
　[0200]図１５のアーキテクチャによれば、システム通信管理モジュール１５５０は、他
のノード、基地局、ｅＮＢ、および／または装置との通信を管理することができる。いく
つかの場合、システム通信管理モジュール１５５０の機能は、（１つまたは複数の）送受
信機モジュール１５５５のコンポーネントとして、コンピュータプログラム製品として、
および／またはプロセッサモジュール１５１０の１つまたは複数のコントローラ要素とし
て実装され得る。
【０１６５】
　[0201]ｅＮＢ共有ＲＦスペクトラムバンドモジュール１５７０は、第１の無線周波数ス
ペクトラムバンドおよび／または第２の無線周波数スペクトラムバンドのような共有無線
周波数スペクトラムバンドでのワイヤレス通信に関する、図１、図２Ａ、図２Ｂ、図３、
図４Ａ、図４Ｂ、図５、図６Ａ、図６Ｂ、図７、図８、図９Ａ、図９Ｂ、図１０、図１１
、図１２Ａ、図１２Ｂ、図１３Ａ、図１３Ｂ、図１３Ｃ、および／または図１３Ｄを参照
して説明された特徴および／または機能の一部またはすべてを実行し、制御し、および／
または支援するように構成され得る。いくつかの場合、ｅＮＢ共有ＲＦスペクトラムバン
ドモジュール１５７０は、第２の無線周波数スペクトラムバンドにおいて補足ダウンリン
クモード、キャリアアグリゲーションモード、および／またはスタンドアロン動作モード
をサポートするように構成され得る。ｅＮＢ共有ＲＦスペクトラムバンドモジュール１５
７０は、ＬＴＥ通信を処理するように構成されるＬＴＥモジュール１５７５、免許不要ス
ペクトラムもしくは共有スペクトラムにおいてＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信を処理するように
構成されるＬＴＥ免許不要モジュール１５８０、および／または、免許不要スペクトラム
もしくは共有スペクトラムにおいてＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信以外の通信を処理するように
構成される免許不要モジュール１５８５を含み得る。ｅＮＢ共有ＲＦスペクトラムバンド
モジュール１５７０はまた、ｅＮＢ　ＬＴＥ免許不要通信管理モジュール１５９０を含み
得る。ｅＮＢ　ＬＴＥ免許不要通信管理モジュール１５９０は、図１、図２Ａ、図２Ｂ、
図１２Ａ、図１２Ｂ、および／もしくは図１４を参照して説明された、装置ならびに／ま
たはＵＥ１１５、２１５、１２１５、１２５５、および／もしくは１４１５によって受信
される、データおよび／または制御情報の一部またはすべてを生成して送信することがで
きる。いくつかの場合、例として、ｅＮＢ　ＬＴＥ免許不要通信管理モジュール１５９０
は、準静的な方式で（たとえば、無線リソース制御（ＲＲＣ）構成／再構成メッセージを
使用して）、ある数のＵＥの各々に、所与の物理キャリア上で監視されるべきＤＣＩフォ
ーマットのセット／サブセットのような制御情報を示し得る。ｅＮＢ共有ＲＦスペクトラ
ムバンドモジュール１５７０またはその部分は、プロセッサを含んでよく、ならびに／ま
たは、ｅＮＢ共有ＲＦスペクトラムバンドモジュール１５７０の機能の一部またはすべて
は、プロセッサモジュール１５１０によって、および／もしくはプロセッサモジュール１
５１０に関連して実行され得る。
【０１６６】
　[0202]図１６は、本開示の様々な態様による、ｅＮＢ１６０５とＵＥ１６１５とを含む
ように示される多入力多出力（ＭＩＭＯ）通信システム１６００のブロック図を示す。ｅ
ＮＢ１６０５およびＵＥ１６１５は、第１の無線周波数スペクトラムバンド（たとえば、
ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａおよび／または免許無線周波数スペクトラムバンド）および／または
第２の無線周波数スペクトラムバンドを通じたワイヤレス通信をサポートし得る。ｅＮＢ
１６０５は、図１、図２Ａ、図２Ｂ、および／または図１５を参照して説明されたｅＮＢ
１０５、２０５、および／または１５０５の１つの１つまたは複数の態様の例であり得る
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。ＵＥ１６１５は、図１２Ａおよび／もしくは図１２Ｂを参照して説明された装置１２０
５および／もしくは１２５５の１つ、ならびに／または、図１、図２Ａ、図２Ｂ、および
／もしくは図１４を参照して説明されたＵＥ１１５、２１５、および／もしくは１４１５
の１つの、１つまたは複数の態様の例であり得る。ＭＩＭＯ通信システム１６００は、図
１、図２Ａ、および／または図２Ｂを参照して説明されたワイヤレス通信システム１００
、２００、および／または２５０の態様を示し得る。
【０１６７】
　[0203]ｅＮＢ１６０５はアンテナ１６３４－ａ～１６３４－ｘを備えてよく、ＵＥ１６
１５はアンテナ１６５２－ａ～１６５２－ｎを備えてよい。ＭＩＭＯ通信システム１６０
０では、ｅＮＢ１６０５は複数の通信リンクを通じて同時にデータを送ることが可能であ
り得る。各通信リンクは「レイヤ」と呼ばれることがあり、通信リンクの「ランク」は、
通信に使用されるレイヤの数を示し得る。たとえば、ｅＮＢ１６０５が２つの「レイヤ」
を送信する２×２ＭＩＭＯシステムでは、ｅＮＢ１６０５とＵＥ１６１５との間の通信リ
ンクのランクは２であり得る。
【０１６８】
　[0204]ｅＮＢ１６０５において、送信メモリ１６４２と通信可能に結合される送信（Ｔ
ｘ）プロセッサ１６２０が、データソースからデータを受信することができる。送信プロ
セッサ１６２０は、データを処理することができる。送信プロセッサ１６２０はまた、あ
る数の参照シンボルおよび／またはセル固有参照信号のための参照シーケンスを生成する
ことができる。送信（Ｔｘ）ＭＩＭＯプロセッサ１６３０は、可能な場合、データシンボ
ル、制御シンボル、および／または参照シンボルに対して空間処理（たとえば、プリコー
ディング）を実行することができ、出力シンボルストリームを送信（Ｔｘ）変調器１６３
２－ａ～１６３２－ｘに与えることができる。各変調器１６３２は、出力サンプルストリ
ームを取得するために、（たとえば、ＯＦＤＭなどのための）それぞれの出力シンボルス
トリームを処理することができる。各変調器１６３２はさらに、ダウンリンク（ＤＬ）信
号を取得するために、出力サンプルストリームを処理する（たとえば、アナログに変換し
、増幅し、フィルタリングし、アップコンバートする）ことができる。１つの例では、変
調器１６３２－ａ～１６３２－ｘからのＤＬ信号は、それぞれアンテナ１６３４－ａ～１
６３４－ｘを介して送信され得る。
【０１６９】
　[0205]ＵＥ１６１５において、アンテナ１６５２－ａ～１６５２－ｎは、ｅＮＢ１６０
５からＤＬ信号を受信することができ、受信された信号をそれぞれ受信（Ｒｘ）復調器１
６５４－ａ～１６５４－ｎに与えることができる。各復調器１６５４は、入力サンプルを
取得するために、それぞれの受信された信号を調整する（たとえば、フィルタリングし、
増幅し、ダウンコンバートし、デジタル化する）ことができる。各復調器１６５４はさら
に、受信されたシンボルを取得するために、（たとえば、ＯＦＤＭなどのために）入力サ
ンプルを処理することができる。ＭＩＭＯ検出器１６５６は、すべての復調器１６５４－
ａ～１６５４－ｎから受信されたシンボルを取得し、可能な場合は受信されたシンボルに
対してＭＩＭＯ検出を実行し、検出されたシンボルを与えることができる。受信（Ｒｘ）
プロセッサ１６５８は、検出されたシンボルを処理し（たとえば、復調し、デインターリ
ーブし、および復号し）、ＵＥ　１６１５のための復号されたデータをデータ出力に与え
、復号された制御情報をプロセッサ１６８０またはメモリ１６８２に与えることができる
。
【０１７０】
　[0206]アップリンク（ＵＬ）上で、ＵＥ１６１５において、送信（Ｔｘ）プロセッサ１
６６４は、データソースからデータを受信し、処理することができる。送信プロセッサ１
６６４はまた、ある数の参照シンボルおよび／または参照信号のための参照シーケンスを
生成することができる。送信プロセッサ１６６４からのシンボルは、可能な場合、送信（
Ｔｘ）ＭＩＭＯプロセッサ１６６６によってプリコーディングされ、送信（Ｔｘ）復調器
１６５４－ａ～１６５４－ｎによって（たとえば、ＳＣ－ＦＤＭＡなどのために）さらに



(40) JP 6486951 B2 2019.3.20

10

20

30

40

50

処理され、ｅＮＢ１６０５から受信された送信パラメータに従ってｅＮＢ１６０５に送信
され得る。ｅＮＢ１６０５において、ＵＥ１６１５からのＵＬ信号がアンテナ１６３４に
よって受信され、受信機（Ｒｘ）復調器１６３２によって処理され、可能な場合はＭＩＭ
Ｏ検出器１６３６によって検出され、受信（Ｒｘ）プロセッサ１６３８によってさらに処
理され得る。受信プロセッサ１６３８は、復号されたデータをデータ出力およびプロセッ
サ１６４０に与えることができる。
【０１７１】
　[0207]プロセッサ１６４０および１６８０は、第１の無線周波数スペクトラムバンドお
よび／または第２の無線周波数スペクトラムバンドにおけるワイヤレス通信を管理するた
めに、それぞれのモジュールまたは機能１６４１と１６８１とを含み得る。いくつかの実
施形態では、モジュールまたは機能１６４１は、図１５を参照して説明されたｅＮＢ　Ｌ
ＴＥ免許不要通信管理モジュール１５９０の１つまたは複数の態様の例であってよく、な
らびに／または、モジュールまたは機能１６８１は、図１２Ａ、図１２Ｂ、および／もし
くは図１４を参照して説明された、通信管理モジュール１２２０、１２６５、および／も
しくは１４６０の１つまたは複数の態様の例であってよい。ｅＮＢ１６０５は、ＵＥ１６
１５および／または他のＵＥもしくは装置と通信するためにモジュールまたは機能１６４
１を使用することができるが、ＵＥ１６１５は、ｅＮＢ１６０５および／または他のｅＮ
Ｂもしくは装置と通信するためにモジュールまたは機能１６８１を使用することができる
。いくつかの場合、ｅＮＢ１６０５およびＵＥ１６１５は、ＣＣＡの実行に成功した後で
、第２の無線周波数スペクトラムバンドだけを通じて１つまたは複数のチャネルを送信す
ることができる。
【０１７２】
　[0208]ｅＮＢ１６０５のコンポーネントは、個別にまたは集合的に、ハードウェア中の
適用可能な機能の一部またはすべてを実行するように適合された１つまたは複数のＡＳＩ
Ｃを使用して実装され得る。述べられたモジュールの各々は、ＭＩＭＯ通信システム１６
００の動作に関する１つまたは複数の機能を実行するための手段であり得る。同様に、Ｕ
Ｅ１６１５のコンポーネントは、個別にまたは集合的に、適用可能な機能の一部またはす
べてをハードウェアで実行するように適合された１つまたは複数のＡＳＩＣを使用して実
装され得る。述べられたコンポーネントの各々は、ＭＩＭＯ通信システム１６００の動作
に関する１つまたは複数の機能を実行するための手段であり得る。
【０１７３】
　[0209]図１７は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法１７００の
例を示すフローチャートである。明快にするために、方法１７００は、図１２Ａおよび／
もしくは図１２Ｂを参照して説明された装置１２１５および／もしくは１２５５の１つま
たは複数、ならびに／または、図１、図２Ａ、図２Ｂ、図１４、および／もしくは図１６
を参照して説明されたＵＥ１１５、２１５、１４１５、および／もしくは１６１５の１つ
または複数の態様を参照して以下で説明される。いくつかの実施形態では、装置１２１５
もしくは１２５５の１つ、またはＵＥ１１５、２１５、１４１５、もしくは１６１５の１
つのような、装置またはＵＥは、以下で説明される機能を実行するように装置またはＵＥ
の機能要素を制御するために、コードの１つまたは複数のセットを実行することができる
。
【０１７４】
　[0210]ブロック１７０５において、免許不要スペクトラムまたは共有スペクトラムにお
いて事業者（オペレータ）によって使用される少なくとも第１の物理キャリアおよび第２
の物理キャリアが特定され得る。いくつかの場合、ブロック１７０５における（１つまた
は複数の）動作は、図１２Ａ、図１２Ｂ、図１４、および／もしくは図１６を参照して説
明された通信管理モジュール１２２０、１２６５、１４６０、および／もしくは１６８１
、図１２Ｂおよび／もしくは図１３Ａを参照して説明されたダウンリンク制御管理モジュ
ール１２７５および／もしくは１３０５、ならびに／または、図１３Ａを参照して説明さ
れたキャリア特定モジュール１３１０を使用して実行され得る。
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【０１７５】
　[0211]いくつかの実施形態では、第１の物理キャリアまたは第２の物理キャリアの少な
くとも１つは、たとえば図６Ａおよび／または図６Ｂを参照して説明されたように、異な
る物理キャリアのための制御チャネルを含み得る。他の実施形態では、第１の物理キャリ
アまたは第２の物理キャリアの少なくとも１つは、たとえば図６Ａを参照して説明された
ように、複数の異なる物理キャリアのための制御チャネルを含み得る。
【０１７６】
　[0212]いくつかの場合、第１の物理キャリアまたは第２の物理キャリアの少なくとも１
つは一次コンポーネントキャリアを含んでよく、第１の物理キャリアまたは第２の物理キ
ャリアの他方は二次コンポーネントキャリアを含んでよい。
【０１７７】
　[0213]ブロック１７１０において、第１の物理キャリアと第２の物理キャリアの両方が
、第１の物理キャリアのためのダウンリンク制御送信について監視され得る。いくつかの
場合、第１の物理キャリアおよび第２の物理キャリアはまた、第２の物理キャリアのため
のダウンリンク制御送信について監視され得る。いくつかの場合、ブロック１７１０にお
ける（１つまたは複数の）動作は、図１２Ａ、図１２Ｂ、図１４、および／もしくは図１
６を参照して説明された通信管理モジュール１２２０、１２６５、１４６０、および／も
しくは１６８１、図１２Ｂおよび／もしくは図１３Ａを参照して説明されたダウンリンク
制御管理モジュール１２７５および／もしくは１３０５、ならびに／または、図１３Ａを
参照して説明されたキャリア監視モジュール１３１５を使用して実行され得る。
【０１７８】
　[0214]いくつかの実施形態では、ダウンリンク制御送信について第１の物理キャリアと
第２の物理キャリアとを監視することは、少なくとも第１のＤＣＩフォーマットについて
第１の物理キャリアを、少なくとも第２のＤＣＩフォーマットについて第２の物理キャリ
アを監視することを含み得る。第１のＤＣＩフォーマットは第２のＤＣＩフォーマットと
は異なり得る。
【０１７９】
　[0215]いくつかの実施形態では、ダウンリンク制御送信について第１の物理キャリアと
第２の物理キャリアとを監視することは、少なくとも第１のＤＣＩサイズについて第１の
物理キャリアを、少なくとも第２のＤＣＩサイズについて第２の物理キャリアを監視する
ことを含み得る。第１のＤＣＩサイズは第２のＤＣＩサイズとは異なり得る。
【０１８０】
　[0216]いくつかの実施形態では、ダウンリンク制御送信について第１の物理キャリアと
第２の物理キャリアとを監視することは、第２の物理キャリアの監視を第１の物理キャリ
アのためのアップリンクグラントと関連付けられるＤＣＩに制約することを含み得る。い
くつかの場合、ダウンリンク制御送信について第１の物理キャリアと第２の物理キャリア
とを監視することはさらに、１）第１の物理キャリアのためのダウンリンクグラントと関
連付けられる少なくとも第１のＤＣＩフォーマットについて第１の物理キャリアを監視し
、第１の物理キャリアのためのアップリンクグラントと関連付けられる少なくとも第２の
ＤＣＩフォーマットを監視することと、２）第１の物理キャリアのためのアップリンクグ
ラントと関連付けられる少なくとも第２のＤＣＩフォーマットについて第２の物理キャリ
アを監視することと、を含み得る。いくつかの場合、方法１７００は、第１の物理キャリ
アのためのダウンリンクグラントと関連付けられる少なくとも第１のＤＣＩフォーマット
について第２の物理キャリアを監視するのをやめることを含み得る。第１の物理キャリア
のためのダウンリンクグラントと関連付けられる第１のＤＣＩフォーマットは、第１の物
理キャリアのためのアップリンクグラントと関連付けられる第２のＤＣＩフォーマットと
は異なり得る。この段落において説明される動作の例が、図８を参照して説明される。
【０１８１】
　[0217]方法１７００は、第２の無線周波数スペクトラムバンドにおいて、補助ダウンリ
ンクモード、キャリアアグリゲーションモード、またはスタンドアロン動作モードなどの
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様々な状況で実行され得る。
【０１８２】
　[0218]したがって、方法１７００はワイヤレス通信を提供し得る。方法１７００は一実
装形態にすぎず、方法１７００の動作は、他の実装形態が可能であるように再構成され、
または別の方法で修正され得ることに留意されたい。
【０１８３】
　[0219]図１８は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法１８００の
例を示すフローチャートである。明快にするために、方法１８００は、図１２Ａおよび／
もしくは図１２Ｂを参照して説明された装置１２１５および／もしくは１２５５の１つま
たは複数、ならびに／または、図１、図２Ａ、図２Ｂ、図１４、および／もしくは図１６
を参照して説明されたＵＥ１１５、２１５、１４１５、および／もしくは１６１５の１つ
または複数の態様を参照して以下で説明される。いくつかの実施態様では、装置１２１５
もしくは１２５５の１つ、またはＵＥ１１５、２１５、１４１５、もしくは１６１５の１
つのような、装置またはＵＥは、以下で説明される機能を実行するように装置またはＵＥ
の機能要素を制御するために、コードの１つまたは複数のセットを実行することができる
。
【０１８４】
　[0220]ブロック１８０５において、免許不要スペクトラムまたは共有スペクトラムにお
いて事業者によって使用される少なくとも第１の物理キャリアおよび第２の物理キャリア
が特定され得る。第１の物理キャリアおよび第２の物理キャリアは、可能なＤＣＩフォー
マットの共通のセットおよび／または可能なＤＣＩサイズの共通のセットと関連付けられ
得る。いくつかの場合、ブロック１８０５における（１つまたは複数の）動作は、図１２
Ａ、図１２Ｂ、図１４、および／もしくは図１６を参照して説明された通信管理モジュー
ル１２２０、１２６５、１４６０、および／もしくは１６８１、図１２Ｂおよび／もしく
は図１３Ａを参照して説明されたダウンリンク制御管理モジュール１２７５および／もし
くは１３０５、ならびに／または、図１３Ａを参照して説明されたキャリア特定モジュー
ル１３１０を使用して実行され得る。
【０１８５】
　[0221]いくつかの場合、第１の物理キャリアまたは第２の物理キャリアの少なくとも１
つは一次コンポーネントキャリアを含んでよく、第１の物理キャリアまたは第２の物理キ
ャリアの他方は二次コンポーネントキャリアを含んでよい。
【０１８６】
　[0222]ブロック１８１０において、第１の物理キャリアと第２の物理キャリアの両方が
、第１の物理キャリアのためのダウンリンク制御送信について監視され得る。いくつかの
場合、第１の物理キャリアおよび第２の物理キャリアはまた、第２の物理キャリアのため
のダウンリンク制御送信について監視され得る。いくつかの場合、ブロック１８１０にお
ける（１つまたは複数の）動作は、図１２Ａ、図１２Ｂ、図１４、および／もしくは図１
６を参照して説明された通信管理モジュール１２２０、１２６５、１４６０、および／も
しくは１６８１、図１２Ｂおよび／もしくは図１３Ａを参照して説明されたダウンリンク
制御管理モジュール１２７５および／もしくは１３０５、ならびに／または、図１３Ａを
参照して説明されたキャリア監視モジュール１３１５を使用して実行され得る。
【０１８７】
　[0223]ブロック１８１５において、第１の物理キャリアのためのダウンリンク制御送信
は、可能なＤＣＩフォーマットの共通のセットおよび／またはＤＣＩサイズの共通のセッ
トに基づいてブラインド復号され得る。いくつかの場合、ブロック１８１５における（１
つまたは複数の）動作は、図１２Ａ、図１２Ｂ、図１４、および／もしくは図１６を参照
して説明された通信管理モジュール１２２０、１２６５、１４６０、および／もしくは１
６８１、図１２Ｂおよび／もしくは図１３Ａを参照して説明されたダウンリンク制御管理
モジュール１２７５および／もしくは１３０５、ならびに／または、図１３Ａを参照して
説明された復号モジュール１３２５を使用して実行され得る。
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【０１８８】
　[0224]方法１８００は、第２の無線周波数スペクトラムバンドにおいて、補助ダウンリ
ンクモード、キャリアアグリゲーションモード、またはスタンドアロン動作モードなどの
様々な状況で実行され得る。
【０１８９】
　[0225]したがって、方法１８００はワイヤレス通信を提供し得る。方法１８００は一実
装形態にすぎず、方法１８００の動作は、他の実装形態が可能であるように再構成され、
または別の方法で修正され得ることに留意されたい。
【０１９０】
　[0226]図１９は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法１９００の
例を示すフローチャートである。明快にするために、方法１９００は、図１２Ａおよび／
もしくは図１２Ｂを参照して説明された装置１２１５および／もしくは１２５５の１つま
たは複数、ならびに／または、図１、図２Ａ、図２Ｂ、図１４、および／もしくは図１６
を参照して説明されたＵＥ１１５、２１５、１４１５、および／もしくは１６１５の１つ
または複数の態様を参照して以下で説明される。いくつかの実施態様では、装置１２１５
もしくは１２５５の１つ、またはＵＥ１１５、２１５、１４１５、もしくは１６１５の１
つのような、デバイスまたはＵＥは、以下で説明される機能を実行するようにデバイスま
たはＵＥの機能要素を制御するために、コードの１つまたは複数のセットを実行すること
ができる。
【０１９１】
　[0227]ブロック１９０５において、免許不要スペクトラムまたは共有スペクトラムにお
いて事業者によって使用される少なくとも第１の物理キャリアおよび第２の物理キャリア
が特定され得る。いくつかの場合、ブロック１９０５における（１つまたは複数の）動作
は、図１２Ａ、図１２Ｂ、図１４、および／もしくは図１６を参照して説明された通信管
理モジュール１２２０、１２６５、１４６０、および／もしくは１６８１、図１２Ｂおよ
び／もしくは図１３Ａを参照して説明されたダウンリンク制御管理モジュール１２７５お
よび／もしくは１３０５、ならびに／または、図１３Ａを参照して説明されたキャリア特
定モジュール１３１０を使用して実行され得る。
【０１９２】
　[0228]いくつかの場合、第１の物理キャリアまたは第２の物理キャリアの少なくとも１
つは一次コンポーネントキャリアを含んでよく、第１の物理キャリアまたは第２の物理キ
ャリアの他方は二次コンポーネントキャリアを含んでよい。
【０１９３】
　[0229]ブロック１９１０において、第１の物理キャリアと第２の物理キャリアとの間の
クロスキャリアスケジューリングに基づいて、第１の物理キャリアまたは第２の物理キャ
リアの少なくとも１つの上でのダウンリンク制御送信のために実行されるブラインド復号
の数が制約され得る。いくつかの場合、ブロック１９１０における（１つまたは複数の）
動作は、図１２Ａ、図１２Ｂ、図１４、および／もしくは図１６を参照して説明された通
信管理モジュール１２２０、１２６５、１４６０、および／もしくは１６８１、図１２Ｂ
および／もしくは図１３Ａを参照して説明されたダウンリンク制御管理モジュール１２７
５および／もしくは１３０５、ならびに／または、図１３Ａを参照して説明された復号制
約モジュール１３２０を使用して実行され得る。
【０１９４】
　[0230]ブロック１９１５において、第１の物理キャリアと第２の物理キャリアの両方が
、第１の物理キャリアのためのダウンリンク制御送信について監視され得る。いくつかの
場合、第１の物理キャリアおよび第２の物理キャリアはまた、第２の物理キャリアのため
のダウンリンク制御送信について監視され得る。いくつかの場合、ブロック１９１５にお
ける（１つまたは複数の）動作は、図１２Ａ、図１２Ｂ、図１４、および／もしくは図１
６を参照して説明された通信管理モジュール１２２０、１２６５、１４６０、および／も
しくは１６８１、図１２Ｂおよび／もしくは図１３Ａを参照して説明されたダウンリンク
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制御管理モジュール１２７５および／もしくは１３０５、ならびに／または、図１３Ａを
参照して説明されたキャリア監視モジュール１３１５を使用して実行され得る。
【０１９５】
　[0231]いくつかの実施形態では、ダウンリンク制御送信について第１の物理キャリアと
第２の物理キャリアとを監視することは、クロスキャリアスケジューリングに基づいて、
第１の物理キャリアまたは第２の物理キャリアの少なくとも１つの上でのダウンリンク制
御送信について、制約された数の復号候補を監視することを含み得る。
【０１９６】
　[0232]いくつかの実施形態では、ダウンリンク制御送信について第１の物理キャリアと
第２の物理キャリアとを監視することは、クロスキャリアスケジューリングに基づいて、
ダウンリンク制御送信について制約された数のリソースセットを監視することを含み得る
。
【０１９７】
　[0233]いくつかの実施形態では、ダウンリンク制御送信について第１の物理キャリアと
第２の物理キャリアとを監視することは、クロスキャリアスケジューリングに基づいて、
制約されたサイズを含む少なくとも１つのリソースセットを監視することを含み得る。
【０１９８】
　[0234]ブロック１９２０において、ある数のブラインド復号が、第１の物理キャリアま
たは第２の物理キャリアの少なくとも１つの上でのダウンリンク制御送信のために実行さ
れ得る。いくつかの場合、ブロック１９２０における（１つまたは複数の）動作は、図１
２Ａ、図１２Ｂ、図１４、および／もしくは図１６を参照して説明された通信管理モジュ
ール１２２０、１２６５、１４６０、および／もしくは１６８１、図１２Ｂおよび／もし
くは図１３Ａを参照して説明されたダウンリンク制御管理モジュール１２７５および／も
しくは１３０５、ならびに／または、図１３Ａを参照して説明された復号モジュール１３
２５を使用して実行され得る。
【０１９９】
　[0235]方法１９００は、第２の無線周波数スペクトラムバンドにおいて、補助ダウンリ
ンクモード、キャリアアグリゲーションモード、またはスタンドアロン動作モードなどの
様々な状況で実行され得る。
【０２００】
　[0236]したがって、方法１９００はワイヤレス通信を提供し得る。方法１９００は一実
装形態にすぎず、方法１９００の動作は、他の実装形態が可能であるように再構成され、
または別の方法で修正され得ることに留意されたい。
【０２０１】
　[0237]図２０は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法２０００の
例を示すフローチャートである。明快にするために、方法２０００は、図１２Ａおよび／
もしくは図１２Ｂを参照して説明された装置１２１５および／もしくは１２５５の１つま
たは複数、ならびに／または、図１、図２Ａ、図２Ｂ、図１４、および／もしくは図１６
を参照して説明されたＵＥ１１５、２１５、１４１５、および／もしくは１６１５の１つ
または複数の態様を参照して以下で説明される。いくつかの実施態様では、装置１２１５
もしくは１２５５の１つ、またはＵＥ１１５、２１５、１４１５、もしくは１６１５の１
つのような、デバイスまたはＵＥは、以下で説明される機能を実行するようにデバイスま
たはＵＥの機能要素を制御するために、コードの１つまたは複数のセットを実行すること
ができる。
【０２０２】
　[0238]ブロック２００５において、免許不要スペクトラムまたは共有スペクトラムにお
いて事業者によって使用される少なくとも第１の物理キャリアおよび第２の物理キャリア
が特定され得る。いくつかの場合、ブロック２００５における（１つまたは複数の）動作
は、図１２Ａ、図１２Ｂ、図１４、および／もしくは図１６を参照して説明された通信管
理モジュール１２２０、１２６５、１４６０、および／もしくは１６８１、図１２Ｂおよ
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び／もしくは図１３Ａを参照して説明されたダウンリンク制御管理モジュール１２７５お
よび／もしくは１３０５、ならびに／または、図１３Ａを参照して説明されたキャリア特
定モジュール１３１０を使用して実行され得る。
【０２０３】
　[0239]いくつかの場合、第１の物理キャリアまたは第２の物理キャリアの少なくとも１
つは一次コンポーネントキャリアを含んでよく、第１の物理キャリアまたは第２の物理キ
ャリアの他方は二次コンポーネントキャリアを含んでよい。
【０２０４】
　[0240]ブロック２０１０において、第１の物理キャリアと第２の物理キャリアの両方が
、第１の物理キャリアのためのダウンリンク制御送信について監視され得る。いくつかの
場合、第１の物理キャリアおよび第２の物理キャリアはまた、第２の物理キャリアのため
のダウンリンク制御送信について監視され得る。いくつかの場合、ブロック２０１０にお
ける（１つまたは複数の）動作は、図１２Ａ、図１２Ｂ、図１４、および／もしくは図１
６を参照して説明された通信管理モジュール１２２０、１２６５、１４６０、および／も
しくは１６８１、図１２Ｂおよび／もしくは図１３Ａを参照して説明されたダウンリンク
制御管理モジュール１２７５および／もしくは１３０５、ならびに／または、図１３Ａを
参照して説明されたキャリア監視モジュール１３１５を使用して実行され得る。
【０２０５】
　[0241]ブロック２０１５において、第１の物理キャリアのためのシステム情報について
、第１の物理キャリアの共有データチャネル（たとえば、ＰＤＳＣＨ）が監視され得る。
いくつかの場合、ブロック２０１５における（１つまたは複数の）動作は、図１２Ａ、図
１２Ｂ、図１４、および／もしくは図１６を参照して説明された通信管理モジュール１２
２０、１２６５、１４６０、および／もしくは１６８１、図１２Ｂおよび／もしくは図１
３Ａを参照して説明されたダウンリンク制御管理モジュール１２７５および／もしくは１
３０５、ならびに／または、図１３Ａを参照して説明されたキャリア監視モジュール１３
１５を使用して実行され得る。
【０２０６】
　[0242]いくつかの実施形態では、第１の物理キャリアの共有データチャネルは、第２の
物理キャリアと関連付けられるＣＣＡの失敗に応答して、第１の物理キャリアのためのシ
ステム情報について監視され得る。
【０２０７】
　[0243]ブロック２０２０において、第１の物理キャリアのためのシステム情報は、第１
の物理キャリアの共有データチャネルを通じた専用のシグナリングを介して受信され得る
。いくつかの場合、ブロック２０２０における（１つまたは複数の）動作は、図１２Ａ、
図１２Ｂ、図１４、および／もしくは図１６を参照して説明された通信管理モジュール１
２２０、１２６５、１４６０、および／もしくは１６８１、図１２Ｂおよび／もしくは図
１３Ａを参照して説明されたダウンリンク制御管理モジュール１２７５および／もしくは
１３０５、ならびに／または、図１３Ａを参照して説明されたシステム情報処理モジュー
ル１３３０を使用して実行され得る。
【０２０８】
　[0244]方法２０００は、第２の無線周波数スペクトラムバンドにおいて、補助ダウンリ
ンクモード、キャリアアグリゲーションモード、またはスタンドアロン動作モードなどの
様々な状況で実行され得る。
【０２０９】
　[0245]したがって、方法２０００はワイヤレス通信を提供し得る。方法２０００は一実
装形態にすぎず、方法２０００の動作は、他の実装形態が可能であるように再構成され、
または別の方法で修正され得ることに留意されたい。
【０２１０】
　[0246]図２１は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法２１００の
例を示すフローチャートである。明快にするために、方法２１００は、図１２Ａおよび／
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もしくは図１２Ｂを参照して説明された装置１２１５および／もしくは１２５５の１つま
たは複数、ならびに／または、図１、図２Ａ、図２Ｂ、図１４、および／もしくは図１６
を参照して説明されたＵＥ１１５、２１５、１４１５、および／もしくは１６１５の１つ
または複数の態様を参照して以下で説明される。いくつかの実施態様では、装置１２１５
もしくは１２５５の１つ、またはＵＥ１１５、２１５、１４１５、もしくは１６１５の１
つのような、デバイスまたはＵＥは、以下で説明される機能を実行するようにデバイスま
たはＵＥの機能要素を制御するために、コードの１つまたは複数のセットを実行すること
ができる。
【０２１１】
　[0247]ブロック２１０５において、免許不要スペクトラムまたは共有スペクトラムにお
いて事業者によって使用される少なくとも第１の物理キャリアおよび第２の物理キャリア
が特定され得る。いくつかの場合、ブロック２１０５における（１つまたは複数の）動作
は、図１２Ａ、図１２Ｂ、図１４、および／もしくは図１６を参照して説明された通信管
理モジュール１２２０、１２６５、１４６０、および／もしくは１６８１、図１２Ｂおよ
び／もしくは図１３Ａを参照して説明されたダウンリンク制御管理モジュール１２７５お
よび／もしくは１３０５、ならびに／または、図１３Ａを参照して説明されたキャリア特
定モジュール１３１０を使用して実行され得る。
【０２１２】
　[0248]いくつかの場合、第１の物理キャリアまたは第２の物理キャリアの少なくとも１
つは一次コンポーネントキャリアを含んでよく、第１の物理キャリアまたは第２の物理キ
ャリアの他方は二次コンポーネントキャリアを含んでよい。
【０２１３】
　[0249]ブロック２１１０において、第１の物理キャリアと第２の物理キャリアの両方が
、第１の物理キャリアのためのダウンリンク制御送信について監視され得る。いくつかの
場合、第１の物理キャリアおよび第２の物理キャリアはまた、第２の物理キャリアのため
のダウンリンク制御送信について監視され得る。いくつかの場合、ブロック２１１０にお
ける（１つまたは複数の）動作は、図１２Ａ、図１２Ｂ、図１４、および／もしくは図１
６を参照して説明された通信管理モジュール１２２０、１２６５、１４６０、および／も
しくは１６８１、図１２Ｂおよび／もしくは図１３Ａを参照して説明されたダウンリンク
制御管理モジュール１２７５および／もしくは１３０５、ならびに／または、図１３Ａを
参照して説明されたキャリア監視モジュール１３１５を使用して実行され得る。
【０２１４】
　[0250]ブロック２１１５において、システム情報ブロードキャストは、第１の物理キャ
リアと第２の物理キャリアの各々の物理ブロードキャストチャネルを通じて、第１の物理
キャリアのために受信され得る。いくつかの場合、ブロック２１１５における（１つまた
は複数の）動作は、図１２Ａ、図１２Ｂ、図１４、および／もしくは図１６を参照して説
明された通信管理モジュール１２２０、１２６５、１４６０、および／もしくは１６８１
、図１２Ｂおよび／もしくは図１３Ａを参照して説明されたダウンリンク制御管理モジュ
ール１２７５および／もしくは１３０５、ならびに／または、図１３Ａを参照して説明さ
れたシステム情報処理モジュール１３３０を使用して実行され得る。
【０２１５】
　[0251]方法２１００は、第２の無線周波数スペクトラムバンドにおいて、補助ダウンリ
ンクモード、キャリアアグリゲーションモード、またはスタンドアロン動作モードなどの
様々な状況で実行され得る。
【０２１６】
　[0252]したがって、方法２１００はワイヤレス通信を提供し得る。方法２１００は一実
装形態にすぎず、方法２１００の動作は、他の実装形態が可能であるように再構成され、
または別の方法で修正され得ることに留意されたい。
【０２１７】
　[0253]図２２は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法２２００の
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例を示すフローチャートである。明快にするために、方法２２００は、図１２Ａおよび／
もしくは図１２Ｂを参照して説明された装置１２１５および／もしくは１２５５の１つま
たは複数、ならびに／または、図１、図２Ａ、図２Ｂ、図１４、および／もしくは図１６
を参照して説明されたＵＥ１１５、２１５、１４１５、および／もしくは１６１５の１つ
または複数の態様を参照して以下で説明される。いくつかの実施態様では、装置１２１５
もしくは１２５５の１つ、またはＵＥ１１５、２１５、１４１５、もしくは１６１５の１
つのような、デバイスまたはＵＥは、以下で説明される機能を実行するようにデバイスま
たはＵＥの機能要素を制御するために、コードの１つまたは複数のセットを実行すること
ができる。
【０２１８】
　[0254]ブロック２２０５において、免許不要スペクトラムまたは共有スペクトラムにお
いて事業者によって使用される少なくとも第１の物理キャリアおよび第２の物理キャリア
が特定され得る。いくつかの場合、ブロック２２０５における（１つまたは複数の）動作
は、図１２Ａ、図１２Ｂ、図１４、および／もしくは図１６を参照して説明された通信管
理モジュール１２２０、１２６５、１４６０、および／もしくは１６８１、図１２Ｂおよ
び／もしくは図１３Ａを参照して説明されたダウンリンク制御管理モジュール１２７５お
よび／もしくは１３０５、ならびに／または、図１３Ａを参照して説明されたキャリア特
定モジュール１３１０を使用して実行され得る。
【０２１９】
　[0255]いくつかの場合、第１の物理キャリアまたは第２の物理キャリアの少なくとも１
つは一次コンポーネントキャリアを含んでよく、第１の物理キャリアまたは第２の物理キ
ャリアの他方は二次コンポーネントキャリアを含んでよい。
【０２２０】
　[0256]ブロック２２１０において、第１の物理キャリアと第２の物理キャリアの両方が
、第１の物理キャリアのためのダウンリンク制御送信について監視され得る。監視するこ
とは、たとえば図９Ａおよび／または図９Ｂを参照して説明されたように、少なくとも１
つのリソースセットを含むＣＳＳを監視することを含み得る。いくつかの場合、ブロック
２２１０における（１つまたは複数の）動作は、図１２Ａ、図１２Ｂ、図１４、および／
もしくは図１６を参照して説明された通信管理モジュール１２２０、１２６５、１４６０
、および／もしくは１６８１、図１２Ｂおよび／もしくは図１３Ａを参照して説明された
ダウンリンク制御管理モジュール１２７５および／もしくは１３０５、ならびに／または
、図１３Ａを参照して説明されたキャリア監視モジュール１３１５を使用して実行され得
る。
【０２２１】
　[0257]いくつかの実施形態では、ＣＳＳの少なくとも１つのリソースセットは、たとえ
ば図９Ａを参照して説明されたように、ＵＳＳとは別であり得る。他の実施形態では、Ｃ
ＳＳの少なくとも１つのリソースセットは、少なくとも部分的にＵＳＳと重複し得る。い
くつかの場合、その少なくとも部分的な重複は、たとえば図９Ｂを参照して説明されたよ
うに、完全な重複であってよい。
【０２２２】
　[0258]いくつかの実施形態では、ＣＳＳおよびＵＳＳのためにＵＥによって監視される
リソースセットの総数が制約され得る。
【０２２３】
　[0259]いくつかの実施形態では、少なくとも１つのリソースセットのリソースの１つま
たは複数の位置は、少なくとも１つのリソースセットを使用して情報を送信するセルのセ
ルＩＤに基づき得る。
【０２２４】
　[0260]方法２２００は、第２の無線周波数スペクトラムバンドにおいて、補助ダウンリ
ンクモード、キャリアアグリゲーションモード、またはスタンドアロン動作モードなどの
様々な状況で実行され得る。
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【０２２５】
　[0261]したがって、方法２２００はワイヤレス通信を提供し得る。方法２２００は一実
装形態にすぎず、方法２２００の動作は、他の実装形態が可能であるように再構成され、
または別の方法で修正され得ることに留意されたい。
【０２２６】
　[0262]図２３は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法２３００の
例を示すフローチャートである。明快にするために、方法２３００は、図１２Ａおよび／
もしくは図１２Ｂを参照して説明された装置１２１５および／もしくは１２５５の１つま
たは複数、ならびに／または、図１、図２Ａ、図２Ｂ、図１４、および／もしくは図１６
を参照して説明されたＵＥ１１５、２１５、１４１５、および／もしくは１６１５の１つ
または複数の態様を参照して以下で説明される。いくつかの実施態様では、装置１２１５
もしくは１２５５の１つ、またはＵＥ１１５、２１５、１４１５、もしくは１６１５の１
つのような、デバイスまたはＵＥは、以下で説明される機能を実行するようにデバイスま
たはＵＥの機能要素を制御するために、コードの１つまたは複数のセットを実行すること
ができる。
【０２２７】
　[0263]ブロック２３０５において、共有スペクトラムの第２の物理キャリアに対する、
基地局によって実行された、ＥＣＣＡ動作の一部としてのＣＣＡのようなＣＣＡが成功し
たかどうかの指示が、共有スペクトラムの第１の物理キャリアを通じて受信され得る。い
くつかの場合、ブロック２３０５における（１つまたは複数の）動作は、図１２Ａ、図１
２Ｂ、図１４、および／もしくは図１６を参照して説明された通信管理モジュール１２２
０、１２６５、１４６０、および／もしくは１６８１、図１２Ｂおよび／もしくは図１３
Ｂを参照して説明されＣＣＡ成功指示管理モジュール１２８０および／もしくは１３４０
、ならびに／または、図１３Ｂを参照して説明されたＣＣＡ成功指示受信モジュール１３
４５を使用して実行され得る。
【０２２８】
　[0264]いくつかの実施形態では、第２の物理キャリアのためのアップリンクグラントは
第１の物理キャリアを通じて受信されてよく、基地局によって実行されたＣＣＡが成功し
たかどうかの指示は、アップリンクグラントの一部として受信され得る。他の実施形態で
は、基地局によって実行されたＣＣＡが成功したかどうかの指示を含む信号は、第１の物
理キャリアを通じて受信され得る。いくつかの場合、この信号は、ブロードキャスト信号
とＵＥ固有信号の少なくとも１つを含み得る。さらに他の実施形態では、ダウンリンク割
当てインデックスが、第１の物理キャリアを通じて受信されてよく、第２の物理キャリア
のためのＣＣＡが成功したかどうかの指示は、ダウンリンク割当てインデックスにおいて
暗黙的であってよい。
【０２２９】
　[0265]いくつかの場合、第１の物理キャリアまたは第２の物理キャリアの少なくとも１
つは一次コンポーネントキャリアを含んでよく、第１の物理キャリアまたは第２の物理キ
ャリアの他方は二次コンポーネントキャリアを含んでよい。
【０２３０】
　[0266]方法２３００は、第２の無線周波数スペクトラムバンドにおいて、補助ダウンリ
ンクモード、キャリアアグリゲーションモード、またはスタンドアロン動作モードなどの
様々な状況で実行され得る。
【０２３１】
　[0267]したがって、方法２３００はワイヤレス通信を提供し得る。方法２３００は一実
装形態にすぎず、方法２３００の動作は、他の実装形態が可能であるように再構成され、
または別の方法で修正され得ることに留意されたい。
【０２３２】
　[0268]図２４は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法２４００の
例を示すフローチャートである。明快にするために、方法２４００は、図１２Ａおよび／
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もしくは図１２Ｂを参照して説明された装置１２１５および／もしくは１２５５の１つま
たは複数、ならびに／または、図１、図２Ａ、図２Ｂ、図１４、および／もしくは図１６
を参照して説明されたＵＥ１１５、２１５、１４１５、および／もしくは１６１５の１つ
または複数の態様を参照して以下で説明される。いくつかの実施態様では、装置１２１５
もしくは１２５５の１つ、またはＵＥ１１５、２１５、１４１５、もしくは１６１５の１
つのような、デバイスまたはＵＥは、以下で説明される機能を実行するようにデバイスま
たはＵＥの機能要素を制御するために、コードの１つまたは複数のセットを実行すること
ができる。
【０２３３】
　[0269]ブロック２４０５において、共有スペクトラムの第２の物理キャリアに対する、
基地局によって実行された、ＥＣＣＡ動作の一部としてのＣＣＡのようなＣＣＡが成功し
たかどうかの指示が、共有スペクトラムの第１の物理キャリアを通じて受信され得る。い
くつかの場合、ブロック２４０５における（１つまたは複数の）動作は、図１２Ａ、図１
２Ｂ、図１４、および／もしくは図１６を参照して説明された通信管理モジュール１２２
０、１２６５、１４６０、および／もしくは１６８１、図１２Ｂおよび／もしくは図１３
Ｂを参照して説明されＣＣＡ成功指示管理モジュール１２８０および／もしくは１３４０
、ならびに／または、図１３Ｂを参照して説明されたＣＣＡ成功指示受信モジュール１３
４５を使用して実行され得る。
【０２３４】
　[0270]いくつかの実施形態では、第２の物理キャリアのためのアップリンクグラントは
第１の物理キャリアを通じて受信されてよく、基地局によって実行されたＣＣＡが成功し
たかどうかの指示は、アップリンクグラントの一部として受信され得る。他の実施形態で
は、基地局によって実行されたＣＣＡが成功したかどうかの指示を含む信号は、第１の物
理キャリアを通じて受信され得る。いくつかの場合、この信号は、ブロードキャスト信号
とＵＥ固有信号の少なくとも１つを含み得る。さらに他の実施形態では、ダウンリンク割
当てインデックスが、第１の物理キャリアを通じて受信されてよく、第２の物理キャリア
のためのＣＣＡが成功したかどうかの指示は、ダウンリンク割当てインデックスにおいて
暗黙的であってよい。いくつかの場合、アップリンクサブフレームにおける第２の物理キ
ャリアのためのＣＳＩフィードバックが、第２の物理キャリアのためのＣＣＡが成功した
かどうかの指示に基づいて決定され得る。チャネルが利用可能であることをＣＣＡが示す
場合、ＣＣＡを含むフレーム中の参照信号などに基づいて、ＣＳＩが測定および／または
報告され得る。いくつかの例では、チャネルまたはキャリアが利用可能ではないことをＣ
ＣＡが示す場合、そのチャネルまたはキャリアに対しては、前のフレームなどに基づいて
ＣＳＩが測定および／または報告されてよく、またはそのフレームに対してはＣＳＩが省
略されてよい。
【０２３５】
　[0271]ブロック２４１０において、アップリンクサブフレームにおける全体のＡＣＫ／
ＮＡＣＫペイロードサイズが、第２の物理キャリアのためのＣＣＡが成功したかどうかの
指示に基づいて決定され得る。いくつかの場合、ブロック２４１０における（１つまたは
複数の）動作は、図１２Ａ、図１２Ｂ、図１４、および／もしくは図１６を参照して説明
された通信管理モジュール１２２０、１２６５、１４６０、および／もしくは１６８１、
図１２Ｂおよび／もしくは図１３Ｂを参照して説明されＣＣＡ成功指示管理モジュール１
２８０および／もしくは１３４０、ならびに／または、図１３Ｂを参照して説明されたＡ
ＣＫ／ＮＡＣＫペイロードサイズ決定モジュール１３５０を使用して実行され得る。
【０２３６】
　[0272]いくつかの場合、第１の物理キャリアまたは第２の物理キャリアの少なくとも１
つは一次コンポーネントキャリアを含んでよく、第１の物理キャリアまたは第２の物理キ
ャリアの他方は二次コンポーネントキャリアを含んでよい。
【０２３７】
　[0273]方法２４００は、第２の無線周波数スペクトラムバンドにおいて、補助ダウンリ
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ンクモード、キャリアアグリゲーションモード、またはスタンドアロン動作モードなどの
様々な状況で実行され得る。
【０２３８】
　[0274]したがって、方法２４００はワイヤレス通信を提供し得る。方法２４００は一実
装形態にすぎず、方法２４００の動作は、他の実装形態が可能であるように再構成され、
または別の方法で修正され得ることに留意されたい。
【０２３９】
　[0275]図２５は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法２５００の
例を示すフローチャートである。明快にするために、方法２５００は、図１２Ａおよび／
もしくは図１２Ｂを参照して説明された装置１２１５および／もしくは１２５５の１つま
たは複数、図１、図２Ａ、図２Ｂ、図１５、および／もしくは図１６を参照して説明され
たｅＮＢ１０５、２０５、１５０５、および／もしくは１６０５の１つ、ならびに／また
は、図１、図２Ａ、図２Ｂ、図１４、および／もしくは図１６を参照して説明されたＵＥ
１１５、２１５、１４１５、および／もしくは１６１５の１つまたは複数の態様を参照し
て以下で説明される。いくつかの実施態様では、装置１２１５もしくは１２５５の１つ、
ｅＮＢ１０５、２０５、１５０５、もしくは１６０５の１つ、またはＵＥ１１５、２１５
、１４１５、もしくは１６１５の１つのような、装置、ｅＮＢ、またはＵＥは、以下で説
明される機能を実行するように装置、ｅＮＢ、またはＵＥの機能要素を制御するために、
コードの１つまたは複数のセットを実行することができる。
【０２４０】
　[0276]ブロック２５０５において、ＵＥまたはｅＮＢのような送信デバイスにおいて、
あるフレームのためにスケジューリングされた送信の全体のセットがそのフレームのため
の占有帯域幅の閾値を満たすかどうかが決定され得る。いくつかの場合、ブロック２５０
５における（１つまたは複数の）動作は、図１２Ａ、図１２Ｂ、図１４、および／もしく
は図１６を参照して説明された通信管理モジュール１２２０、１２６５、１４６０、１５
９０、１６４１および／もしくは１６８１、図１２Ｂおよび／もしくは図１３Ｃを参照し
て説明された占有帯域幅管理モジュール１２８５および／もしくは１３６０、ならびに／
または、図１３Ｃを参照して説明された占有帯域幅決定モジュール１３６５を使用して実
行され得る。
【０２４１】
　[0277]ブロック２５１０において、ブロック２５０５で行われた決定に基づいて（たと
えば、占有帯域幅がフレームの占有帯域幅の閾値を満たさないという決定に基づいて）、
フレーム中の少なくとも１つのスケジューリングされていないリソースを通じて、フィラ
ー信号が送信され得る。いくつかの場合、ブロック２５１０における（１つまたは複数の
）動作は、図１２Ａ、図１２Ｂ、図１４、および／もしくは図１６を参照して説明された
通信管理モジュール１２２０、１２６５、１４６０、１５９０、１６４１および／もしく
は１６８１、図１２Ｂおよび／もしくは図１３Ｃを参照して説明された占有帯域幅管理モ
ジュール１２８５および／もしくは１３６０、ならびに／または、図１３Ｃを参照して説
明されたフィラー信号送信モジュール１３７０を使用して実行され得る。
【０２４２】
　[0278]いくつかの場合、フィラー信号は、ＣＵＢＳのような所定のシーケンスを含み得
る。
【０２４３】
　[0279]方法２５００は、第２の無線周波数スペクトラムバンドにおいて、補助ダウンリ
ンクモード、キャリアアグリゲーションモード、またはスタンドアロン動作モードなどの
様々な状況で実行され得る。
【０２４４】
　[0280]したがって、方法２５００はワイヤレス通信を提供し得る。方法２５００は一実
装形態にすぎず、方法２５００の動作は、他の実装形態が可能であるように再構成され、
または別の方法で修正され得ることに留意されたい。
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【０２４５】
　[0281]図２６は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法２６００の
例を示すフローチャートである。明快にするために、方法２６００は、図１２Ａおよび／
もしくは図１２Ｂを参照して説明された装置１２１５および／もしくは１２５５の１つま
たは複数、図１、図２Ａ、図２Ｂ、図１５、および／もしくは図１６を参照して説明され
たｅＮＢ１０５、２０５、１５０５、および／もしくは１６０５の１つ、ならびに／また
は、図１、図２Ａ、図２Ｂ、図１４、および／もしくは図１６を参照して説明されたＵＥ
１１５、２１５、１４１５、および／もしくは１６１５の１つまたは複数の態様を参照し
て以下で説明される。いくつかの実施態様では、装置１２１５もしくは１２５５の１つ、
ｅＮＢ１０５、２０５、１５０５、もしくは１６０５の１つ、またはＵＥ１１５、２１５
、１４１５、もしくは１６１５の１つのような、装置、ｅＮＢ、またはＵＥは、以下で説
明される機能を実行するように装置、ｅＮＢ、またはＵＥの機能要素を制御するために、
コードの１つまたは複数のセットを実行することができる。
【０２４６】
　[0282]ブロック２６０５において、ＵＥまたはｅＮＢのような送信デバイスにおいて、
あるフレームのためにスケジューリングされた送信の全体のセットがそのフレームのため
の占有帯域幅の閾値を満たすかどうかが決定され得る。いくつかの場合、ブロック２６０
５における（１つまたは複数の）動作は、図１２Ａ、図１２Ｂ、図１４、および／もしく
は図１６を参照して説明された通信管理モジュール１２２０、１２６５、１４６０、１５
９０、１６４１および／もしくは１６８１、図１２Ｂおよび／もしくは図１３Ｃを参照し
て説明された占有帯域幅管理モジュール１２８５および／もしくは１３６０、ならびに／
または、図１３Ｃを参照して説明された占有帯域幅決定モジュール１３６５を使用して実
行され得る。
【０２４７】
　[0283]ブロック２６１０において、フレームを通じて送信される少なくとも１つのチャ
ネルの帯域幅は、そのフレームのための占有帯域幅の閾値を満たすために、ブロック２６
０５において行われた決定に基づいて増やされ得る。いくつかの場合、フレームを通じて
送信される少なくとも１つのチャネルの帯域幅を増やすことは、フレームを通じて送信さ
れる少なくとも１つのチャネルの変調次数（modulation order）またはコードレートを下
げることを含み得る。いくつかの場合、ブロック２６１０における（１つまたは複数の）
動作は、図１２Ａ、図１２Ｂ、図１４、および／もしくは図１６を参照して説明された通
信管理モジュール１２２０、１２６５、１４６０、１５９０、１６４１および／もしくは
１６８１、図１２Ｂおよび／もしくは図１３Ｃを参照して説明された占有帯域幅管理モジ
ュール１２８５および／もしくは１３６０、ならびに／または、図１３Ｃを参照して説明
された占有帯域幅拡張モジュール１３７５を使用して実行され得る。
【０２４８】
　[0284]方法２６００は、第２の無線周波数スペクトラムバンドにおいて、補助ダウンリ
ンクモード、キャリアアグリゲーションモード、またはスタンドアロン動作モードなどの
様々な状況で実行され得る。
【０２４９】
　[0285]したがって、方法２６００はワイヤレス通信を提供し得る。方法２６００は一実
装形態にすぎず、方法２６００の動作は、他の実装形態が可能であるように再構成され、
または別の方法で修正され得ることに留意されたい。
【０２５０】
　[0286]図２７は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法２７００の
例を示すフローチャートである。明快にするために、方法２７００は、図１２Ａおよび／
もしくは図１２Ｂを参照して説明された装置１２１５および／もしくは１２５５の１つま
たは複数、図１、図２Ａ、図２Ｂ、図１５、および／もしくは図１６を参照して説明され
たｅＮＢ１０５、２０５、１５０５、および／もしくは１６０５の１つ、ならびに／また
は、図１、図２Ａ、図２Ｂ、図１４、および／もしくは図１６を参照して説明されたＵＥ
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１１５、２１５、１４１５、および／もしくは１６１５の１つまたは複数の態様を参照し
て以下で説明される。いくつかの実施態様では、装置１２１５もしくは１２５５の１つ、
ｅＮＢ１０５、２０５、１５０５、もしくは１６０５の１つ、またはＵＥ１１５、２１５
、１４１５、もしくは１６１５の１つのような、装置、ｅＮＢ、またはＵＥは、以下で説
明される機能を実行するように装置、ｅＮＢ、またはＵＥの機能要素を制御するために、
コードの１つまたは複数のセットを実行することができる。
【０２５１】
　[0287]ブロック２７０５において、ＵＥまたはｅＮＢのような送信デバイスにおいて、
あるフレームのためにスケジューリングされた送信の全体のセットがそのフレームのため
の占有帯域幅の閾値を満たすかどうかが決定され得る。いくつかの場合、ブロック２７０
５における（１つまたは複数の）動作は、図１２Ａ、図１２Ｂ、図１４、および／もしく
は図１６を参照して説明された通信管理モジュール１２２０、１２６５、１４６０、１５
９０、１６４１および／もしくは１６８１、図１２Ｂおよび／もしくは図１３Ｃを参照し
て説明された占有帯域幅管理モジュール１２８５および／もしくは１３６０、ならびに／
または、図１３Ｃを参照して説明された占有帯域幅決定モジュール１３６５を使用して実
行され得る。
【０２５２】
　[0288]ブロック２７１０において、ブロック２７０５で行われた決定に基づいて、探索
空間リソースが少なくとも１つのＵＥに割り振られ得る。いくつかの場合、ブロック２７
１０における（１つまたは複数の）動作は、図１２Ａ、図１２Ｂ、図１４、および／もし
くは図１６を参照して説明された通信管理モジュール１２２０、１２６５、１４６０、１
５９０、１６４１および／もしくは１６８１、図１２Ｂおよび／もしくは図１３Ｃを参照
して説明された占有帯域幅管理モジュール１２８５および／もしくは１３６０、ならびに
／または、図１３Ｃを参照して説明されたリソース割振りモジュール１３８０を使用して
実行され得る。
【０２５３】
　[0289]方法２７００は、第２の無線周波数スペクトラムバンドにおいて、補助ダウンリ
ンクモード、キャリアアグリゲーションモード、またはスタンドアロン動作モードなどの
様々な状況で実行され得る。
【０２５４】
　[0290]したがって、方法２７００はワイヤレス通信を提供し得る。方法２７００は一実
装形態にすぎず、方法２７００の動作は、他の実装形態が可能であるように再構成され、
または別の方法で修正され得ることに留意されたい。
【０２５５】
　[0291]図２８は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法２８００の
例を示すフローチャートである。明快にするために、方法２８００は、図１２Ａおよび／
もしくは図１２Ｂを参照して説明された装置１２１５および／もしくは１２５５の１つま
たは複数、ならびに／または、図１、図２Ａ、図２Ｂ、図１４、および／もしくは図１６
を参照して説明されたＵＥ１１５、２１５、１４１５、および／もしくは１６１５の１つ
または複数の態様を参照して以下で説明される。いくつかの実施態様では、装置１２１５
もしくは１２５５の１つ、またはＵＥ１１５、２１５、１４１５、もしくは１６１５の１
つのような、デバイスまたはＵＥは、以下で説明される機能を実行するようにデバイスま
たはＵＥの機能要素を制御するために、コードの１つまたは複数のセットを実行すること
ができる。
【０２５６】
　[0292]ブロック２８０５において、フレームのための制御フォーマットインジケータ値
は、共有スペクトラム中の物理キャリアを通じて受信され得る。いくつかの場合、ブロッ
ク２８０５における（１つまたは複数の）動作は、図１２Ａ、図１２Ｂ、図１４、および
／もしくは図１６を参照して説明された通信管理モジュール１２２０、１２６５、１４６
０、および／もしくは１６８１、図１２Ｂおよび／もしくは図１３Ｃを参照して説明され
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制御フォーマットインジケータ値管理モジュール１２９０および／もしくは１３９０、な
らびに／または、図１３Ｄを参照して説明された制御フォーマットインジケータ値受信モ
ジュール１３９２を使用して実行され得る。
【０２５７】
　[0293]いくつかの実施形態では、制御フォーマットインジケータ値は、フレームの最初
のサブフレームの間に受信されてよく、いくつかの場合、最初のサブフレームの最初のシ
ンボルの間に受信されてよい。他の実施形態では、制御フォーマットインジケータ値は、
フレームの最後のサブフレームの最後のシンボルの間に受信されてよい。制御フォーマッ
トインジケータ値のビット幅は、フレームの構造に基づき得る。
【０２５８】
　[0294]ブロック２８１０において、物理キャリアを通じたダウンリンク送信のために基
地局によって使用されるべきフレームのサブフレームの数が、ブロック２８０５において
受信された制御フォーマットインジケータ値に基づいて決定され得る。いくつかの場合、
ブロック２８１０における（１つまたは複数の）動作は、図１２Ａ、図１２Ｂ、図１４、
および／もしくは図１６を参照して説明された通信管理モジュール１２２０、１２６５、
１４６０、および／もしくは１６８１、図１２Ｂおよび／もしくは図１３Ｄを参照して説
明され制御フォーマットインジケータ値管理モジュール１２９０および／もしくは１３９
０、ならびに／または、図１３Ｄを参照して説明されたサブフレーム使用決定モジュール
１３９４を使用して実行され得る。
【０２５９】
　[0295]方法２８００は、第２の無線周波数スペクトラムバンドにおいて、補助ダウンリ
ンクモード、キャリアアグリゲーションモード、またはスタンドアロン動作モードなどの
様々な状況で実行され得る。
【０２６０】
　[0296]したがって、方法２８００はワイヤレス通信を提供し得る。方法２８００は一実
装形態にすぎず、方法２８００の動作は、他の実装形態が可能であるように再構成され、
または別の方法で修正され得ることに留意されたい。
【０２６１】
　[0297]図２９は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法２９００の
例を示すフローチャートである。明快にするために、方法２９００は、図１２Ａおよび／
もしくは図１２Ｂを参照して説明された装置１２１５および／もしくは１２５５の１つま
たは複数、ならびに／または、図１、図２Ａ、図２Ｂ、図１４、および／もしくは図１６
を参照して説明されたＵＥ１１５、２１５、１４１５、および／もしくは１６１５の１つ
または複数の態様を参照して以下で説明される。いくつかの実施態様では、装置１２１５
もしくは１２５５の１つ、またはＵＥ１１５、２１５、１４１５、もしくは１６１５の１
つのような、デバイスまたはＵＥは、以下で説明される機能を実行するようにデバイスま
たはＵＥの機能要素を制御するために、コードの１つまたは複数のセットを実行すること
ができる。
【０２６２】
　[0298]ブロック２９０５において、フレームのための制御フォーマットインジケータ値
は、共有スペクトラム中の物理キャリアを通じて受信され得る。いくつかの場合、ブロッ
ク２９０５における（１つまたは複数の）動作は、図１２Ａ、図１２Ｂ、図１４、および
／もしくは図１６を参照して説明された通信管理モジュール１２２０、１２６５、１４６
０、および／もしくは１６８１、図１２Ｂおよび／もしくは図１３Ｃを参照して説明され
制御フォーマットインジケータ値管理モジュール１２９０および／もしくは１３９０、な
らびに／または、図１３Ｄを参照して説明された制御フォーマットインジケータ値受信モ
ジュール１３９２を使用して実行され得る。
【０２６３】
　[0299]いくつかの実施形態では、制御フォーマットインジケータ値は、フレームの最初
のサブフレームの間に受信されてよく、いくつかの場合、最初のサブフレームの最初のシ
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ンボルの間に受信されてよい。他の実施形態では、制御フォーマットインジケータ値は、
フレームの最後のサブフレームの最後のシンボルの間に受信されてよい。制御フォーマッ
トインジケータ値のビット幅は、フレームの構造に基づき得る。
【０２６４】
　[0300]ブロック２９１０において、物理キャリアを通じたダウンリンク送信のために基
地局によって使用されるべきフレームのサブフレームの数が、ブロック２９０５において
受信された制御フォーマットインジケータ値に基づいて決定され得る。いくつかの場合、
ブロック２９１０における（１つまたは複数の）動作は、図１２Ａ、図１２Ｂ、図１４、
および／もしくは図１６を参照して説明された通信管理モジュール１２２０、１２６５、
１４６０、および／もしくは１６８１、図１２Ｂおよび／もしくは図１３Ｄを参照して説
明され制御フォーマットインジケータ値管理モジュール１２９０および／もしくは１３９
０、ならびに／または、図１３Ｄを参照して説明されたサブフレーム使用決定モジュール
１３９４を使用して実行され得る。
【０２６５】
　[0301]ブロック２９１５において、ブロック２９０５で受信された制御フォーマットイ
ンジケータ値に基づいて、フレームのためのＵＥのスリープスケジュールが決定され得る
。いくつかの場合、ブロック２９１５における（１つまたは複数の）動作は、図１２Ａ、
図１２Ｂ、図１４、および／もしくは図１６を参照して説明された通信管理モジュール１
２２０、１２６５、１４６０、および／もしくは１６８１、図１２Ｂおよび／もしくは図
１３Ｄを参照して説明され制御フォーマットインジケータ値管理モジュール１２９０およ
び／もしくは１３９０、ならびに／または、図１３Ｄを参照して説明されたスリープスケ
ジュール決定モジュール１３９６を使用して実行され得る。
【０２６６】
　[0302]方法２９００は、第２の無線周波数スペクトラムバンドにおいて、補助ダウンリ
ンクモード、キャリアアグリゲーションモード、またはスタンドアロン動作モードなどの
様々な状況で実行され得る。
【０２６７】
　[0303]したがって、方法２９００はワイヤレス通信を提供し得る。方法２９００は一実
装形態にすぎず、方法２９００の動作は、他の実装形態が可能であるように再構成され、
または別の方法で修正され得ることに留意されたい。
【０２６８】
　[0304]図３０は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法３０００の
例を示すフローチャートである。明快にするために、方法３０００は、図１２Ａおよび／
もしくは図１２Ｂを参照して説明された装置１２１５および／もしくは１２５５の１つま
たは複数、ならびに／または、図１、図２Ａ、図２Ｂ、図１４、および／もしくは図１６
を参照して説明されたＵＥ１１５、２１５、１４１５、および／もしくは１６１５の１つ
または複数の態様を参照して以下で説明される。いくつかの実施態様では、装置１２１５
もしくは１２５５の１つ、またはＵＥ１１５、２１５、１４１５、もしくは１６１５の１
つのような、デバイスまたはＵＥは、以下で説明される機能を実行するようにデバイスま
たはＵＥの機能要素を制御するために、コードの１つまたは複数のセットを実行すること
ができる。
【０２６９】
　[0305]ブロック３００５において、フレームのための制御フォーマットインジケータ値
は、共有スペクトラム中の物理キャリアを通じて受信され得る。いくつかの場合、ブロッ
ク３００５における（１つまたは複数の）動作は、図１２Ａ、図１２Ｂ、図１４、および
／もしくは図１６を参照して説明された通信管理モジュール１２２０、１２６５、１４６
０、および／もしくは１６８１、図１２Ｂおよび／もしくは図１３Ｃを参照して説明され
制御フォーマットインジケータ値管理モジュール１２９０および／もしくは１３９０、な
らびに／または、図１３Ｄを参照して説明された制御フォーマットインジケータ値受信モ
ジュール１３９２を使用して実行され得る。
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【０２７０】
　[0306]いくつかの実施形態では、制御フォーマットインジケータ値は、フレームの最初
のサブフレームの間に受信されてよく、いくつかの場合、最初のサブフレームの最初のシ
ンボルの間に受信されてよい。他の実施形態では、制御フォーマットインジケータ値は、
フレームの最後のサブフレームの最後のシンボルの間に受信されてよい。制御フォーマッ
トインジケータ値のビット幅は、フレームの構造に基づき得る。
【０２７１】
　[0307]ブロック３０１０において、物理キャリアを通じたダウンリンク送信のために基
地局によって使用されるべきフレームのサブフレームの数が、ブロック３００５において
受信された制御フォーマットインジケータ値に基づいて決定され得る。いくつかの場合、
ブロック３０１０における（１つまたは複数の）動作は、図１２Ａ、図１２Ｂ、図１４、
および／もしくは図１６を参照して説明された通信管理モジュール１２２０、１２６５、
１４６０、および／もしくは１６８１、図１２Ｂおよび／もしくは図１３Ｄを参照して説
明され制御フォーマットインジケータ値管理モジュール１２９０および／もしくは１３９
０、ならびに／または、図１３Ｄを参照して説明されたサブフレーム使用決定モジュール
１３９４を使用して実行され得る。
【０２７２】
　[0308]ブロック３０１５において、ブロック３００５で受信された制御フォーマットイ
ンジケータ値に基づいて、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ送信がＵＥによってスケジューリングされ得
る。いくつかの場合、ブロック３０１５における（１つまたは複数の）動作は、図１２Ａ
、図１２Ｂ、図１４、および／もしくは図１６を参照して説明された通信管理モジュール
１２２０、１２６５、１４６０、および／もしくは１６８１、図１２Ｂおよび／もしくは
図１３Ｄを参照して説明され制御フォーマットインジケータ値管理モジュール１２９０お
よび／もしくは１３９０、ならびに／または、図１３Ｄを参照して説明されたＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫスケジューリングモジュール１３９８を使用して実行され得る。
【０２７３】
　[0309]方法３０００は、第２の無線周波数スペクトラムバンドにおいて、補助ダウンリ
ンクモード、キャリアアグリゲーションモード、またはスタンドアロン動作モードなどの
様々な状況で実行され得る。
【０２７４】
　[0310]したがって、方法３０００はワイヤレス通信を提供し得る。方法３０００は一実
装形態にすぎず、方法３０００の動作は、他の実装形態が可能であるように再構成され、
または別の方法で修正され得ることに留意されたい。
【０２７５】
　[0311]いくつかの場合、図１９、図２０、図２１、図２２、図２３、図２４、図２５、
図２６、図２７、図２８、図２９、および／または図３０を参照して説明された、方法１
７００、１８００、１９００、２０００、２１００、２２００、２３００、２４００、２
５００、２６００、２７００、２８００、２９００、および／または３０００の２つ以上
が組み合わされることがある。
【０２７６】
　[0312]添付の図面に関して上に記載された発明を実施するための形態は、例示的な実施
形態について説明しており、実装され得るまたは特許請求の範囲内に入る実施形態のみを
表すものではない。「例」および「例示的」という語は、この説明で使用されるとき、「
一例、実例、または例示としての役割を果たす」ことを意味し、「好ましい」または「他
の実施形態より有利である」ことを意味しない。発明を実施するための形態は、説明され
た技法の理解をもたらすための具体的な詳細を含む。しかしながら、これらの技法は、こ
れらの特定の詳細を伴わずに実践され得る。いくつか事例では、説明される実施形態の概
念を不明瞭にしないために、よく知られている構造およびデバイスがブロック図の形態で
示される。
【０２７７】
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　[0313]情報および信号は、種々の異なる技術および技法のいずれかを使用して表され得
る。たとえば、上記の説明全体にわたって言及され得るデータ、命令、コマンド、情報、
信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁場もしくは磁性粒子
、光場もしくは光学粒子、またはそれらの任意の組合せによって表され得る。
【０２７８】
　[0314]本明細書の開示に関連して説明された様々な例示的な論理ブロックおよびモジュ
ールは、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、ＡＳＩＣ、ＦＰＧＡまた
は他のプログラマブル論理デバイス、個別ゲートもしくはトランジスタロジック、個別ハ
ードウェアコンポーネント、もしくは本明細書で説明された機能を実行するように設計さ
れたそれらの任意の組合せによって実装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロ
プロセッサであり得るが、代替的には、プロセッサは任意の従来のプロセッサ、コントロ
ーラ、マイクロコントローラ、またはステートマシンであり得る。プロセッサは、コンピ
ューティングデバイスの組合せ、たとえば、ＤＳＰおよびマイクロプロセッサの組合せ、
複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連携する１つもしくは複数のマイクロプロセッ
サ、または任意の他のそのような構成としても実装され得る。
【０２７９】
　[0315]本明細書において説明された機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行さ
れるソフトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。プロ
セッサによって実行されるソフトウェアで実現される場合、機能は、１つまたは複数の命
令またはコードとしてコンピュータ可読媒体上に記憶されるか、またはコンピュータ可読
媒体を介して送信され得る。他の例および実装形態は、本開示および添付の特許請求の範
囲の範囲および趣旨内にある。たとえば、ソフトウェアの性質により、上で説明された機
能は、プロセッサ、ハードウェア、ファームウェア、配線、またはこれらのいずれかの組
合せによって実行されるソフトウェアを使用して実装され得る。機能を実装する特徴はま
た、機能の一部が異なる物理的場所において実装されるように分散されることを含めて、
様々な位置に物理的に配置され得る。また、特許請求の範囲を含めて、本明細書で使用さ
れる場合、「のうちの少なくとも１つ」で終わる項目の列挙中で使用される「または」は
、たとえば、「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」の列挙が、ＡまたはＢまたは
ＣまたはＡＢまたはＡＣまたはＢＣまたはＡＢＣ（すなわち、ＡおよびＢおよびＣ）を意
味するような選言的列挙を示す。
【０２８０】
　[0316]コンピュータ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの
転送を可能にする任意の媒体を含む、コンピュータ記憶媒体とコンピュータ通信媒体の両
方を含む。記憶媒体は、汎用または専用コンピュータによってアクセスされ得る任意の利
用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、コンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、Ｒ
ＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯＭもしくは他の光ディスクストレージ、磁
気ディスクストレージもしくは他の磁気ストレージデバイス、または、命令もしくはデー
タ構造の形態の所望のプログラムコード手段を搬送または記憶するために使用され、汎用
もしくは専用コンピュータまたは汎用もしくは専用プロセッサによってアクセスされ得る
、任意の他の媒体を備え得る。また、任意の接続がコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれ
る。たとえば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア、デ
ジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス
技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合
、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、お
よびマイクロ波などのワイヤレス技術は媒体の定義に含まれる。本明細書で使用されるデ
ィスク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レー
ザーディスク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（di
sc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）、およびブルーレイ（登録商
標）ディスク（disc）を含み、ここで、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再
生し、ディスク（disc）は、データをレーザーで光学的に再生する。上記の組合せも、コ
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ンピュータ可読媒体の範囲内に含まれる。
【０２８１】
　[0317]本開示の前述の説明は、当業者が本開示を作製または使用することを可能にする
ために与えられる。本開示に対する様々な修正が当業者には容易に明らかとなり、本明細
書において規定された一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することなく他の変
形形態に適用され得る。本開示全体にわたって、「例」または「例示的」という用語は、
一例または一事例を示すものであり、言及された例についての選好を暗示せず、または要
求しない。したがって、本開示は、本明細書で説明される例および設計に限定されるべき
でなく、本明細書で開示される原理および新規の特徴に一致する最も広い範囲を与えられ
るべきである。
　以下に、本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　共有スペクトラム中の物理キャリアを通じて、フレームのための制御フォーマットイン
ジケータ値を受信することと、
　前記制御フォーマットインジケータ値に基づいて、前記物理キャリアを通じたダウンリ
ンク送信のためにノードによって使用されるべきフレームのサブフレームの数を決定する
ことと、
　を備える方法。
［Ｃ２］
　前記制御フォーマットインジケータ値に基づいて、前記フレームのためのユーザ機器（
ＵＥ）のスリープスケジュールを決定することをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記制御フォーマットインジケータ値に基づいて、ユーザ機器（ＵＥ）による確認応答
（ＡＣＫ）／否定確認応答（ＮＡＣＫ）送信をスケジューリングすることをさらに備える
、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記制御フォーマットインジケータ値は、前記フレームの最初のサブフレームの間に受
信される、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記制御フォーマットインジケータ値は、前記フレームの前記最初のサブフレームの最
初のシンボルの間に受信される、Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記制御フォーマットインジケータ値は、前のフレームの最後のサブフレームの間に受
信される、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記制御フォーマットインジケータ値は、前記フレームのサブフレームの最初のシンボ
ルの間に受信される、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記制御フォーマットインジケータ値のビット幅は、前記フレームの構造に基づく、Ｃ
１に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記制御フォーマットインジケータ値は、送信の終わり、データが前記フレームの間に
送信されるべきかどうか、送信のために使用されるべき前記フレームのサブフレームの数
、および送信のための最後のサブフレーム、のうちの少なくとも１つを示す、Ｃ１に記載
の方法。
［Ｃ１０］
　前記制御フォーマットインジケータ値は、チャネル使用パイロット信号（ＣＵＰＳ）、
チャネル使用ビーコン信号（ＣＵＢＳ）、セル固有参照信号（ＣＲＳ）、増強ＣＲＳ（ｅ
ＣＲＳ）、送信フォーマットインジケータチャネル（ＴＦＩＣＨ）、増強ＴＦＩＣＨ（ｅ
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ＴＦＩＣＨ）、物理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）、および増
強ＰＣＦＩＣＨ（ＥＰＣＦＩＣＨ）の少なくとも１つの一部として受信される、Ｃ１に記
載の方法。
［Ｃ１１］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサに結合されたメモリと、を備え、前記プロセッサは、
　　共有スペクトラム中の物理キャリアを通じて、フレームのための制御フォーマットイ
ンジケータ値を受信し、
　　前記制御フォーマットインジケータ値に基づいて、前記物理キャリアを通じたダウン
リンク送信のためにノードによって使用されるべきフレームのサブフレームの数を決定す
る
　ように構成される、装置。
［Ｃ１２］
　前記プロセッサは、さらに、
　前記制御フォーマットインジケータ値に基づいて、前記フレームのためのユーザ機器（
ＵＥ）のスリープスケジュールを決定するように構成される、Ｃ１１に記載の装置。
［Ｃ１３］
　前記プロセッサは、さらに、
　前記制御フォーマットインジケータ値に基づいて、ユーザ機器（ＵＥ）による確認応答
（ＡＣＫ）／否定確認応答（ＮＡＣＫ）送信をスケジューリングするように構成される、
Ｃ１１に記載の装置。
［Ｃ１４］
　前記制御フォーマットインジケータ値は、前記フレームの最初のサブフレームの間に受
信される、Ｃ１１に記載の装置。
［Ｃ１５］
　前記制御フォーマットインジケータ値は、前のフレームの最後のサブフレームの間に受
信される、Ｃ１１に記載の装置。
［Ｃ１６］
　前記制御フォーマットインジケータ値は、前記フレームのサブフレームの最初のシンボ
ルの間に受信される、Ｃ１１に記載の装置。
［Ｃ１７］
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　共有スペクトラム中の物理キャリアを通じたダウンリンク送信のためにノードによって
使用されるべきフレームのサブフレームの数を決定することと、
　前記物理キャリアを通じて、前記フレームのサブフレームの前記決定された数に基づい
て、前記フレームのための制御フォーマットインジケータ値を送信することと、
　を備える方法。
［Ｃ１８］
　前記制御フォーマットインジケータ値に基づいて、ユーザ機器（ＵＥ）による確認応答
（ＡＣＫ）／否定確認応答（ＮＡＣＫ）送信を受信することをさらに備える、Ｃ１７に記
載の方法。
［Ｃ１９］
　前記制御フォーマットインジケータ値は、前記フレームの最初のサブフレームの間に送
信される、Ｃ１７に記載の方法。
［Ｃ２０］
　前記制御フォーマットインジケータ値は、前記フレームの前記最初のサブフレームの最
初のシンボルの間に送信される、Ｃ１９に記載の方法。
［Ｃ２１］
　前記制御フォーマットインジケータ値は、前のフレームの最後のサブフレームの間に送
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［Ｃ２２］
　前記制御フォーマットインジケータ値は、前記フレームのサブフレームの最初のシンボ
ルの間に送信される、Ｃ１７に記載の方法。
［Ｃ２３］
　前記制御フォーマットインジケータ値のビット幅は、前記フレームの構造に基づく、Ｃ
１７に記載の方法。
［Ｃ２４］
　前記制御フォーマットインジケータ値は、送信の終わり、データが前記フレームの間に
送信されるべきかどうか、送信のために使用されるべき前記フレームのサブフレームの数
、および送信のための最後のサブフレーム、のうちの少なくとも１つを示す、Ｃ１７に記
載の方法。
［Ｃ２５］
　前記制御フォーマットインジケータ値は、チャネル使用パイロット信号（ＣＵＰＳ）、
チャネル使用ビーコン信号（ＣＵＢＳ）、セル固有参照信号（ＣＲＳ）、増強ＣＲＳ（ｅ
ＣＲＳ）、送信フォーマットインジケータチャネル（ＴＦＩＣＨ）、増強ＴＦＩＣＨ（ｅ
ＴＦＩＣＨ）、物理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）、および増
強ＰＣＦＩＣＨ（ＥＰＣＦＩＣＨ）の少なくとも１つの一部として送信される、Ｃ１７に
記載の方法。
［Ｃ２６］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサに結合されたメモリと、を備え、前記プロセッサは、
　　共有スペクトラム中の物理キャリアを通じたダウンリンク送信のためにノードによっ
て使用されるべきフレームのサブフレームの数を決定し、
　　前記物理キャリアを通じて、前記フレームのサブフレームの前記決定された数に基づ
いて、前記フレームのための制御フォーマットインジケータ値を送信する、
　ように構成される、装置。
［Ｃ２７］
　前記プロセッサは、さらに、
　前記制御フォーマットインジケータ値に基づいて、ユーザ機器（ＵＥ）による確認応答
（ＡＣＫ）／否定確認応答（ＮＡＣＫ）送信を受信するように構成される、Ｃ２６に記載
の装置。
［Ｃ２８］
　前記制御フォーマットインジケータ値は、前記フレームの最初のサブフレームの間に送
信される、Ｃ２６に記載の装置。
［Ｃ２９］
　前記制御フォーマットインジケータ値は、前のフレームの最後のサブフレームの間に送
信される、Ｃ２６に記載の装置。
［Ｃ３０］
　前記制御フォーマットインジケータ値は、前記フレームのサブフレームの最初のシンボ
ルの間に送信される、Ｃ２６に記載の装置。
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